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  　父親も母親も健在だ。ぴんぴんしている。

  　けれど僕、春かす日が井い鷹たか斗とには家族がいない。
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  　今、父と母は別居中で、なおかつ離り婚こんの協議中だった。僕がどちらに引き取られるかという件については、まだ結論が出ていない。

  　僕はまだ高校の二年生で未成年。だから、必ずどちらかが親権者にならなくてはいけないという話だ。

  　父親、母親とも自分が引き取ると主張していて、どうも協議は長引きそう。互いに弁護士を立てて一歩も譲ゆずらない構えだとか。

  　そこまで僕に拘こだわってくれるのは嬉うれしいんだけどね。でも、おかげで二人の仲がますます険悪になってるなんて話を聞くと、ちょっとやりきれなくなる。

  　ということで、離婚の協議が終わるまで僕は一人で暮らすことになった。二人のどちらかと一いつ緒しよに暮らせば、片方にだけ親愛の情が増すかもしれず、それでは不公平だというのがあの人たちの言い分だ。

  　そんなこともないんだけど。僕の立場は完全なイーブンだ。どっちでもいいというのが正直なところ。

  　一定期間ごとに二人の間を行き来するという手もなくはないけど、僕としては、それは勘かん弁べんしてほしかった。学校に通うのが大変だし、第一、そんな落ち着かない生活では成績にも悪あく影えい響きようを及ぼすだろうし。

  　妥だ協きようの産物として、父と母が折せつ半ぱんで高校の近くにマンションの部屋を借りるから、そこで一人暮らしをしたらどうかという話になった。たしかに、そうすれば転校しなくても済む。

  　両親は二人とも仕事を持っていたし、割りと給料もいいみたいだし、僕のためにマンションの部屋を借りるくらい大した負担ではないようなので、僕は遠えん慮りよなくその案に乗ることにした。高校一年の秋から一人暮らしを始めたから、ここまで、ざっと七か月以上も経たった計算だ。

  　父と母の関係は、もはや修復不能になっているのは僕にもわかっている。この後、どのような協議が行われ、いつ、どのような条件で二人が離婚するかはわからないけど、二人が別れることだけは確定事項だ。

  　それに関して何かを言うつもりはない。二人の人生は二人のものだ。たとえ子供であっても、僕に何かを言う権利はないのだから。

  　という話を少し前に級友にしたら、冷めてるね、と言われた。

  　そうなのだろうか。

  　まぁ、多少、自覚はあるけれど。
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  　あれほど仲のよかった両親が不和になったのはいつからだったのだろう。何がきっかけだったのだろう。僕には思いだせない。

  　きっかけなんて特になかったのかもしれない。ほんの小さなすれ違いが山のように積み重なり、ほんの少しの勘かん違ちがいが流れを阻そ害がいするほど沈ちん殿でんし、修復が不可能なまでに二人の関係はズレてしまったということなのだろう。

  　今どれほど仲がよくても、将来に亘わたってずっと仲がいいわけではない。僕は身を以もつてそれを思い知った。僕が積極的に他人との関係を作らなくなったのは、それまでつき合ってきた友達とも距きよ離りを置くようになったのは、確実にこのことが影えい響きようしていると思う。

  　二人が離り婚こんしてしまえば、春かす日が井い家は消滅する。それは同時に、僕の父と母も消滅することを意味するのだと思う。

  　けれど二人は、僕の親権を争って譲ゆずらない。一人暮らしをするようになってから、ひっきりなしに食事の誘さそいの電話やメールが届く。何かにかこつけてプレゼントも届く。

  　数日前にも父親（だと思うんだ、たぶん）から腕時計のプレゼントが届いたところだった。三人で暮らしていた頃ころは、ほったらかしといっていいくらいの扱いだったのに、家庭が壊こわれてからのほうが二人とも僕に優やさしくなったのが、どうにも皮肉なものである。

  　たとえどちらかと一いつ緒しよに暮らすことになっても、そこにいるのは僕の父親でもなく母親でもなく、単なる親権者、あるいは単なる同居人になるだろう。だから、今さらの話ではある。

  　僕にはもう家族などいないのだし、たぶん、この先も家族を得ることはない。

  　大人になって結婚すれば、新しい家族を得ることができるのだろうか。あまりぴんと来ないけど。

  　毎日のように喧けん嘩かをした挙げ句に離婚する両親を間近で見ていた僕は、すでに結婚に対する幻想をなくしていた。

  　べつに一人でもいいし、一人のほうが気楽だし。

  　そんなふうに感じていた。

  　一人で暮らすことへの不安はない。

  　むしろ、繰くり返される夫婦喧嘩を目まの当たりにしないで済む分、安あん堵どの気持ちのほうが大きかった。

  　だから去年の秋に、僕は晴れ晴れとした気分でマンションへ引っ越し、そして一人暮らしを始めたのだ。

  　一人で暮らすことそれ自体は、予想以上でも予想以下でもなく、僕は淡々とした毎日を送っていた。

  　一人で学校へ行き、一人で家に帰り。

  　一人で家で過ごし、一人で家で寝る。

  　毎日、その繰くり返し。

  　たまに数少ない友達と遊ぶことはあったけど、以前のようにはしゃげなかった。

  「大変だね」

  「寂さびしくない?」

  　中学の頃ころからの友人は僕の家庭の事情を知っているから、そんなふうに同情的に見てくれるけど、べつに大変でもないし、寂しくもない。孤独感に苛さいなまれることなど、ついぞなかった。

  　この一、二年というもの、両親と暮らしていても、ずっと独ひとりだったのだから。

  　ただ、物足りなさは心のどこかにあった。

  　漠然とした不満が心に蓄積されていたのかもしれない。

  　何か新しいことを求めていたのかもしれない。

  　決まりきった毎日を打破してくれる存在を欲していたのかもしれない。

  　まぁでも、そんなものが都合よくその辺に転がっているわけはなく、そんな者が唐とう突とつに現れてくれるはずもなく。

  　僕はいつものルーティーンワークをこなしつつ、高校二年生の春を過ごしていた。
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  　そろそろ桜の花も散ってしまおうかという四月後半のある日のこと。

  　僕はいつものように高校の制服に着替え、通学用の鞄かばんを手に取った。

  　そのとき、机に置いておいた真新しい腕時計が僕の目に入った。

  　数日前、唐突に送られてきた宅配便の中に入っていた物だ。

  　送り状が破れていて送り主の名前が確認できなかったのだけど、こんな物を僕に送ってくるのは父親以外に考えられないから、僕は父親のプレゼントだと断定した。

  　どことなく近未来的なカッコいいデザインの腕時計は、父親の好みとはだいぶ離はなれているように思えたけど、たぶん、僕に合わせて選んでくれたのだろう。

  　せっかくもらったんだ。今日はこれを着けていくか。

  　などと僕が考えてしまったからといって、誰だれがそのことを責められようか。

  　僕は昨日まで使っていた腕時計を外し、新しい腕時計を左手に着けた。

  　これでよし、と。

  　こうしてまた、いつもと同じ一日が始まった。

  　いつものように一人で学校へ行き、いつものように授業を受けて、いつものように学校から帰り、いつものように一人で食事をして、いつものように一人でテレビを見たりゲームで遊んだりして、いつものように勉強をしたあと、いつものように寝る。

  　今日もそんな代かわり映ばえのしない一日になる……はずだった。

  　まさか今日という日が、淡々とした僕の日常が破は壊かいされ、波は瀾らん万ばん丈じようの日々を過ごすきっかけになろうとは、一介の高校生である僕に予想できるはずもなかった。
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   第１章　鉄刃23号だとその娘は名乗った

  



  
    １
  


  

  　春かす日が井い鷹たか斗との通う高校では、中間テストがない代わりに、毎月の月末に全教科の月例試験というものがある。

  　四月二十三日金曜日。今日が四月の月例試験の最終日だった。月末にゴールデンウィークが控えているため、他の月よりも早めに実施されるのだ。

  　これが終われば直すぐにゴールデンウィークがやってくる。暗あん澹たんたる成績では黄金週間を思う存分に楽しめない──連休明けに追試がある──ということで、生徒たちは誰だれも彼もが必死の形相だったが、鷹斗はいつもとあまり変わりがない。試験というものは普ふ段だんの積み重ねが反映されるものと割り切っている鷹斗は、一夜漬けとか、ほとんどしたことがない。今回も淡々と試験を受け、まずまずの手て応ごたえで乗り切った。

  　月例試験の最終日は午前中で試験が終わり、生徒はそのまま解放される。そして明日、土曜日は試験休みだった。

  　最終日には、無事に試験が終わったという開放感、一足早く週末がやって来たという高揚感、あと少しでゴールデンウィークだという期待感などに包まれながら生徒は学校をあとにする。中にはあまり無事でない生徒もいるわけだが、だとしても、月例試験の最終日はどこか浮かれたような熱気が生徒たちのあいだで渦巻いているのが常だった。

  　それは鷹斗も同様で、真っ直ぐ家に帰る気になれず、一人祝勝会と称して──勝ったといえるほどの成績を取れたかどうかは微妙なところだった──カラオケに行って歌うことにした。試験が終わった開放感や高揚感に包まれても、友達を誘さそわずに一人でカラオケに行くところが鷹斗らしいといえば鷹斗らしい。

  　いわゆる「ひとカラ」で二時間ほど歌うと、鷹斗はカラオケ店を出て、行きつけのスーパーマーケットに向かった。夕方になるとスーパーが混むから、その前に夕食の買い物を済ませたかったのだ。一人暮らしの鷹斗にとって、スーパーでの買い物も自宅での料理も、今では日課となっている。

  　鷹斗は駅前のささやかな商店街を抜け、マンションのある住宅街のほうへと足を運ぶ。

  　彼の行きつけのスーパーマーケットは住宅街の近くにある、駐車場を備えた中型店だった。

  　気温は高くもなく低くもなく、空には爽さわやかな青空が広がり、街中には気持ちのよい春の風が吹いていた。試験が終わった開放感と相まって、歩いているだけでも心が軽くなる陽気だ。スーパーマーケットに向かう鷹斗の足取りはとても軽やかだった。

  　しかし。

  　両側に住宅が立ち並ぶ見慣れた道の、とある交差点を曲がった途と端たん、鷹斗の足がぴたりと止まった。見慣れた道の真ん中に、見慣れないものがいたからだ。
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  「な……なんだ?」

  　いや、見慣れないものというより、見たことのないものといったほうがいいだろう。

  　驚おどろきのあまり鷹たか斗とは息を呑のみ、足を止め、目を見開き、呼吸をすることさえ忘れて、それを凝ぎよう視しする。

  　何しろそれは。

  　幅ふく員いん六メートルほどの舗装路に正座しているそれは。

  　メイド服を着た美少女だった。しかも、大きなリュックを背負っている。

  　そんなものを見れば誰だれだって驚く。驚かない者がいたらここに連れてこいと鷹斗は思う。

  「えっと……」

  　何か言おうと、鷹斗はもごもごと口を動かすのだが、上う手まく言葉が出てこない。

  　それにしても、端たん正せいというか綺き麗れいというか……。

  　と鷹斗はメイド服の美少女に見とれてしまう。

  　ＣＧで作った３Ｄ美少女キャラをそのまま等身大フィギュア化すればこうなるのではないだろうか。そう思わせるほど、顔立ちもプロポーションも整っていた。整いすぎていると言ってもいい。人間離ばなれしていると形容したくなるほどの美しさだ。
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  　短く揃そろえられた髪の毛は赤毛というか茶髪というか、ある種形容しがたい色合いだが、枝毛の一本もなさそうなほど艶つややかだった。

  　見とれている鷹たか斗とのほうへ強い意志の籠こもった視線を向けてきたメイド服の美少女は、道路に正座したままゆっくり丁てい寧ねいに頭を下げ、そしてゆっくりと上げた。

  　彼女は改めて鷹斗に視線を据すえ、涼やかな声を発した。

  「お初にお目にかかります」

  　その声は、人のもののようでもあり、何か楽器の音ね色いろのようでもあり、じつに不思議な感覚で鷹斗の脳に響ひびいてきた。

  「ご主人様」

  　メイド服という衣装を着た美少女には似つかわしい言葉だった。

  　しかしけれども。

  　メイド服を着た美少女が道路に正座しているという状況そのものが、麗うららかな春の日の午後の通学路にはまったく相応ふさわしくなかった。

  　え?　何これ?　いったい何が起きてるの?　メイド服美少女が僕に向かって「ご主人様」って……これはまるで……まるで……。

  　そう、鷹斗が好んで読むラノベや漫画のワンシーンのようだった。

  　しばらく呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた鷹斗だが──その間、メイド服美少女は鷹斗から声がかかるのを待っているかのようにじっと正座したままだった──数分後、ようやく我われに返り、なんとか声を絞りだした。

  「……君は誰だれ?」

  「わたくしは鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ね。通称鉄てつ刃じん23号でございます」

  「……だから、誰かと?」

  「わたくし、弥茂祢は、もはや貴方あなた様のものなのです」

  「……いやだから、なんのことか」

  「弥茂祢のすべては貴方様のもの!　あんなところからそんなところまで!　あまつさえこんなところまで、す、べ、て!」

  「いやいや、君が何を言っているのか、僕にはさっぱりわからない」

  「貴方様はテレコンを手に入れましたね?　それで貴方様は弥茂祢のご主人様となったのです。そして貴方様は弥茂祢をお呼びになりましたね?　それでわたくしは、こうして参上いたしたという次第です」

  　見知らぬ単語が出てきて鷹斗は眉まゆを顰ひそめた。

  「てれこん?　何それ?」

  「精神感応テレパスコントローラー。略してテレコンでございます。ワイヤレスリモコンの一種だと思ってくださればよいかと存じます」

  　怪しい。とてつもなく怪しく、限りなく妖あやしい。焦こげ臭くさく、胡う乱ろんで、異常で異状で異様な状況だった。なのに鷹たか斗とが逃げださなかったのは、この異常事態に興味を覚えたからか、それとも単に怯おびえて足が動かなかっただけなのか。

  「いや……そんな物を手に入れた覚えは……ないんだけど」

  　鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ねと名乗った少女は、鷹斗の腕にちらっと目をやってから小首を傾かしげたが、予想外の事態にテンパっている鷹斗は彼女の視線に気づかなかった。

  「もう一度訊きくけど。君は誰だれ?　僕に何か用なの?」

  「もう一度お答えいたしますが、わたくしの名は鉄刃斎弥茂祢。貴方あなた様の僕しもべでございまして、ご主人様に仕えるべく、こうして参上いたしたのです」

  　僕とかご主人様とか、意味不明だわ。

  　同じ日本語を操っていても意思の疎そ通つうができるとは限らないことを鷹斗は思い知った。

  　というか!?

  　誰かの視線を感じた鷹斗が顔を上げ、前方を見やると、左右に瀟しよう洒しやな一戸建てが並んでいる道路の三十メートルほど先で、近所の家の主婦と思われる女性二人が何やらひそひそと話をしながら、いかにも怪しい物を見る目つきでこちらを窺うかがっていた。

  　そりゃあ怪しいよな。怪しさマックスだよな。というより、怪しさ∞だよな。

  　メイド衣装だけならただのコスプレ好きという可能性もあるが、道路に正座している時点で「ただのコスプレ好き」で終わる可能性はほとんどなくなっている。とことん怪しかった。とてもまっとうな人間とは思えない。そして、そのとおり、まっとうな「人間」ではなかったのだが、そのことが鷹斗にわかるのは、ほんの少しだけ先のことである。

  　鷹斗はなるべく丁てい寧ねいな言葉遣いを心がけながら、鉄刃斎弥茂祢と名乗ったメイド服の美少女に言葉をかけようとした。ぞんざいな言葉遣いで逆ギレとかされたら怖こわいからだ。

  「えぇと、てつじんさいさんだっけ?」

  「はい。ですが、どうか弥茂祢とお呼びください」

  　てつじんさいみもね……どういう字を書くんだ?

  「まぁ……いいや。じゃあ、みもねさん」

  「はい、ご主人様!」

  　ご主人様……。

  　どうにもこうにも、なんらかの厄やつ介かいごとに巻き込まれたのは確実のようだ。けれども鷹斗は異常事態をすんなりと受け容いれた。納得はできないものの、受け容れることはできた。もしかすると、つまらない日常を打破してくれる存在ならなんでもよかっただけなのかもしれない。そういうものの出現を、鷹斗は心のどこかで待ち望んでいたのだから。

  「とにかく立ってよ。立って、どこか話ができる場所へ移動しよう」

  「望むところでございます」

  　メイド服美少女は、身軽な様子で跳ねるように立ちあがり、スカートについた汚れを手で払った。可か愛わいらしく、かつ機能的なデザインのメイド服のスカートはかなり短かった。彼女は服の上にエプロンを着けていたが、スカートが短い分、エプロンの面積も小さい。ハイソックスを穿はいていても、スカートから伸びた長い足は細くて形がよいのがわかる。

  　それにしても可愛いメイド服と背中の大きなリュックが違和感ありすぎというか、ちぐはぐ感満載というか。なんでこの衣装にリュックなんだ?

  　もっとも、道路に正座しているメイド衣装を着た見ず知らずの美少女というのが、あまりに非日常的かつ極きよく端たんに異常で、ほとんどシュールといってもいいシチュエーションだったから、リュック如ごときに気を取られても意味がないのかもしれない。

  　ちなみに。

  　ミニスカメイド服はメイド服に非あらずというメイド服原理主義者も世の中には多いようだが、鷹たか斗とはメイド服新楽天主義派なので、どれだけ短くてもＯＫだ。むしろ、どんと来いだった。とはいっても、穿いてないのはダメだと思う。スカートなんかなくてもよし、というメイド服過激派とは一線を画したい。

  　それはさておき。

  　これから行こうとするスーパーマーケットの近くには喫茶店やファーストフード店などなかったと鷹斗は記き憶おくしている。

  　駅に近いほうならマスタードーナツとかもあったんだけどな。いやでも、マスドや喫茶店に連れていっても、このメイド服では目立ちまくりだよな。もし同級生なんかに目もく撃げきされたら、あとで面倒なことになりそうだ。

  　あれやこれやと根掘り葉掘り訊きかれ、あることないこと詮せん索さくされるなど、鷹斗が最も嫌きらうことである。

  　仕方ないな。

  　ため息を一つ吐ついた鷹斗は、鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ねと名乗った少女をスーパーマーケットに行く途中にある、こぢんまりとした公園に連れていくことにした。
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  　公園では小学校低学年と思おぼしき子供たち数人が遊んでいたが、それほどうるさくはないので、鷹斗は弥茂祢を公園の片隅にあるベンチに誘さそった。

  　いったん腰を下ろした鷹斗は、しかし直すぐに腰を浮かせる。

  「あ、ちょっと待ってくれる?　あそこに自販機があるから、何か飲む物を買ってくる。君は何がいい?」

  「弥み茂も祢ねは水分を取る必要がありませんので大だい丈じよう夫ぶです。ご主人様のお心遣いのみ、いただいておきます」

  　言い方は少し変だが、要するに喉のどが渇いていない……ってことなんだろうな。

  「そうか。じゃあ、ちょっと待ってて」

  　鷹たか斗とは自販機まで小走りに駆け寄り、冷たい緑茶入りのペットボトルを買うと、また小走りに戻ってきた。

  「本当にいいの?」

  「はい、けっこうでございます」

  「そ」

  　鷹斗はペットボトルの蓋ふたを開け、冷たい緑茶を喉に流し込んだ。公園の片隅に立っている桜の木に僅わずかに残っていた桜の花が、風に舞ってひらひらと宙を漂ってきた。

  　もうじき春も終わりだなぁ。

  　この異常事態にも拘かかわらず、鷹斗は呑のん気きにそんなことを思った。

  「さて」

  　ペットボトルを口から離はなした鷹斗は、メイド服美少女に顔を向けた。

  「詳しい話を聞こうじゃないか」
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  　少女は鷹斗に促されるままに説明を開始した。

  　話の中身はかなりとんでもない内容だったが、要約すればこういうことになる。

  　彼女、鉄てつ刃じん斎さい弥茂祢はロボットで──人型だからアンドロイドといってもいい──鷹斗がリモコンならぬテレコンというアイテムで彼女を呼び寄せたのだと。テレコンを所持し、それを操れる者が弥茂祢の主人になるのだと。だから鷹斗が弥茂祢の新たな主人となったのだと。

  　いきなりの超展開だが、鷹斗は普ふ段だんからラノベをいろいろと読んでいるので、こういう展開でも狼狽うろたえて我われを忘れたりはしない。頭ごなしに否定したりはしない。

  　状況を理解するのには時間がかかりそうだよな。

  　と、そう思っただけだった。春かす日が井い鷹斗、割りと醒さめた、あるいは冷めた男子だった。

  「ロボット……アンドロイド……ねぇ。いきなりそう言われてもなぁ」

  　まぁ、この美少女、頭のネジが二、三本、いや五、六本は外れているだけのおかしな娘こだという可能性も残っているし。それでも。そうだとしても。僕のモットーは「来る者は拒まず、去る者は追わず」だし。来てしまった者は、ミニスカメイド服ロボットだろうと宇宙人だろうと未来人だろうと超能力者だろうと追い返したりはしない。その後の展開のことは……今は考えないでおこう。「明日できることは今日するな」というラテン系の人たちの考え方には、なんとなくシンパシーを感じる。

  　弥み茂も祢ねは鷹たか斗との視線を非難がましいものと誤解したのか、軽く頭を下げた。

  「申し訳ございません。ですが、事実を事実として述べると、そう言うしかないのです。あと、弥茂祢はこのような見た目をしておりますので、ロボットとかアンドロイドとは呼び難にくいかもしれません。その場合は『ロボッ娘こ』と呼んでくださってけっこうでございます」

  「ロボッ娘って……上う手まいこと言うな。っていうか、新しいジャンル誕生の予感だな」

  「鉄てつ刃じん斎さい博士が、よくそう呼んでおりましたので」

  「てつじんさい博士って?」

  「鉄、刃、斎と書きますが、わたくしを造った博士でありまして、いわば生みの親、造物主でございます。弥茂祢の苗みよう字じも博士のそれをいただいております」

  「生みの親か。まぁ、ロボット……ロボッ娘というのなら、そういう人がいるんだろうけど。どんな人なの?」

  「そうでございますね。一言で言いますと、ウルトラでスーパーでエクセレントな超マッドサイエンティスト……でありましょうか。言わんとする意味はおわかりいただけますか?」

  「なんか日本語おかしいけど、なんとなくわかる気がしたよ。要するにあまりお近づきになっちゃいけない人なんだな?」

  「いえ……弥茂祢の口からはなんとも」

  　肯定しているも同然だな。

  「その鉄刃斎博士ってのが君を造ったと。君は鉄刃斎博士に造られたロボット……というか、ロボッ娘だと」

  「さようでございます。ただし、どう呼ぶかは別にして、弥茂祢は世間一般で言われるところのロボットとは少しばかり違っているのですが、その辺はまたおいおい説明させていただきたいと思うのです」

  「なんか曖あい昧まいな言い方だな」

  「申し訳ございません。一度に説明しようとするとかなり長くなってしまいますので、構成的に不ま味ずいと編集者様に指摘されてしまうと思うのです」

  　なんの話だ。意味がわからない。

  「あと、弥茂祢の見み目め形かたちが色っぽいからといって、わたくしのことをセク＊ロイドと言ってしまいますと、レーベル的にも著作権的にもいろいろ問題が発生しますので、間違っても口になさらないでくださいませ」

  「言わないよ!　まぁ、いいや。僕だって、わけのわからない説明を延々と聞かされても楽しくないし」

  「淡白なのですね」

  　それは……よく言われる。どちらかというと否定的な意味で。けれど、でも。

  「まぁ、そういう行き方だから。あるいは生き方だから」

  「もう少しお肉を食べたほうがよろしいのでは?」

  「淡白…肉………蛋たん白ぱく質しつ?」

  「正解です!」

  「面おも白しろくないな」

  「淡白な上に他人には厳しいのですね」

  「いや、厳しくはないだろ。普通につまんなかったし」

  「そんなことでは女子におモテになりませんよ?」

  「大きなお世話だ。それに、女の子は面倒そうだからいい」

  　そうだ。いくら好きだと言っても、明日には理由もなく喧けん嘩かをして、明後日あさつてには意味もなく別れてしまう、そんな関係だったら……ないほうがいい。

  「なんですか、その非モテ連盟一直線の物言いは!?」

  「だから大きなお世話だってば!　それより君さ、ロボッ娘こと名乗るからにはそれなりに強いんだよね?」

  「もちろん強うございます」

  　うわぁ。自信満々で言い切ったよ、こいつ。

  「どのくらい強いの?」

  「超強うございます」

  　何もわからない答えだな。

  「いや、もう少し具体的に」

  「十万ナキウサギほど」

  　やっぱりさっぱり意味がわからない。

  「……ごめん、余計わからなくなった。何その『ナキウサギ』って?」

  「強さを表わす単位なのです。ちなみに申しあげますと、ナキウサギの上の単位がナキウナギでありまして、百万ナキウサギが一ナキウナギとなっております」

  「どんどん意味がわからなくなっていくよ!　普通にギガとかテラとかにしようよ。っていうか、ナキウサギってどのくらい強いのかと僕は訊きいてるんだけど」

  「空母ジョージ・ワシントンで、ざっと九万五千ナキウサギなのであります」

  「嘘うそっ!?　原子力空母より上なの!?　超強いじゃん!」

  「ですから、超強いと申しあげました。弥み茂も祢ねの強さを讃たたえる歌もございますよ?」

  「……どんな?」

  「十ま～んナキウサギ～～だ、てつじんみも～ね～♪」

  「思いっ切り字余りだな。っていうか。ＪＡＳＲＡＣ的に不ま味ずいんじゃないの、それ。いや、その前に!　その歌を歌っちゃダメだろ!?　やっぱ、ビル・ゲイツの街～にガオ～～♪のほうじゃないと」

  「なかなかお上手な切り返しをなさりますね。さすがはご主人様。となると、街を襲おそってきたのはマック使いですね?」

  「いや……だいぶ危ない方向へ流れ始めたから、そろそろ話を元に戻そうか」

  「弥み茂も祢ねに異存はありません」

  　あぁよかったと、鷹たか斗とは胸を撫なでおろす。

  　でもなぁ、まったく表情を変えずにあんなこと言われると、なんだか馬ば鹿かにされてるような気になってくるよな。

  　鷹斗は少し不満げに弥茂祢の顔を見やるのだが、やはり彼女が表情を変えることはなかった。

  「ともあれとにかく、弥茂祢の強さは十万ナキウサギほどだということで、納得していただけましたでしょうか?」

  「いや、全然納得できないんだけど。っていうか、この目で確認してみないと、君がロボッ娘こだってことも納得できないよ。そうだな、例えばそこの遊具を正せい拳けん突づきで粉砕するとか、向こうのブロック塀べいを回し蹴げりで粉砕するとか」

  「その程度ではあまりに手て応ごたえがないのですが……やってもよろしいのでしょうか?」

  　不満そうな言葉を吐はきながらも、弥茂祢はやる気満々、その気全開でパキポキ指を鳴らして立ちあがった。

  　え?　マジ?　マジでやる気なの!?

  「待って待って待って。ごめん。僕の例えが悪かった。仮にできるんだとしても、そんなことしたらダメだ。座って。座り直して」

  　もう一度、鷹斗の横に腰を下ろした弥茂祢は、首を巡らせて鷹斗の顔を覗のぞき込んできた。

  「では、どうすればよろしいのでしょう?」

  「う～～ん、どうしよう。戦せん闘とう力りよくを測るスカウターみたいな物があれば一いち目もく瞭りよう然ぜんなんだけど、そんな便利な物はないよな」

  「そんな物を使わずとも、ご主人様がテレコンを操作して試されればよいではありませんか。弥茂祢はご主人様の命令にはなんでも従う存在ですので、街を破は壊かいしろでも自衛隊と闘たたかえでも、いかような内容であろうとも、命令受ければ、即実行!」

  「いやいや、なに怖こわいこと言ってんの!?　っていうか、そもそも自Ａ隊は悪じゃないだろ?　正義の味方とは言わないけど、どちらかというと正義寄りだろ?」

  「弥茂祢が力を振るう場合、相手の正邪には関係ありませんので。言ってみれば、あっしには関かかわりのないことでござんす」

  「だから、なんで木枯らし紋もん次じ郎ろう!?」

  「弥茂祢は、ただご主人様の命令に従うロボッ娘なのでございます。ということで、いかような命令でも、さぁどうぞ」

  「そ、そんな命令するわけないだろが。っていうか、命令されればなんでも実行しちゃうのか、おまえは!?」

  「わたくし、鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ね、それはもうご主人様次第で堕だ天てん使しにも悪あく魔まにもなります」

  「おい待てぇぇぇ!」

  「はい?」

  「それ、両方とも悪の側じゃないか!　そんなにダークサイドに立ちたいの?　正義の味方になるつもりはないわけ!?」

  「あ、言い間違えました。わたくし、天使にも悪魔にもなります」

  「とってつけたような言い草だな」

  「はい。とってつけました」

  「認めちゃったよ、こいつ」

  「ですが、人の性質が悪であるならば、人に使われる弥茂祢が悪の側に立つのは、ごく自然の成り行きだと思うのです」

  「人間性せい悪あく説せつか?　まぁ、僕もどっちかっていうと、性せい善ぜん説せつより性悪説に立ちたい気もするけどさ」

  「ですよねぇ。さぁ、ご主人様、遊具などと小さいことを言わず、街を盛大に破は壊かいして、弥茂祢の戦せん闘とう力りよくをその目で確認してくださいませ」

  「だから!　しないってば!」

  「さようでございますか」

  「不服そうだな」

  「そんなことは……ございません」

  「否定の言葉が出てくるのに時間がかかったな」

  「ございません、そんなことは」

  「倒置法にして否定語を先に言えばいいってもんじゃないぞ」

  「そんなことは、絶対に欠片かけらも微み塵じんも少しもございません」

  「副詞で飾り立てればいいってもんでもないぞ」

  　鷹たか斗とは小さくため息を吐ついた。

  「まぁ、あれだよ。仮に君が命令を受けて動くロボッ娘こだとしても、僕が悪いことを命じなければいいんだろ?　性悪だろうとなんだろうと、理性と意志の力で己の内なる悪を抑え込むのが人間ってもんだよね」

  「……………………」

  「どうしたの?」

  「弥茂祢は今、とても驚おどろいております」

  　表情からだと、全然そんなふうには見えないんだけど。

  「は?　何に?」

  「ご主人様が思ったより立派なお方だったことにでございます」

  「どういう目で見られてたんだ、僕は」

  「いえいえ、これはご主人様を正しく再評価しましたという意味でありまして」

  「それこそとってつけたような言い草だけどな。ま、いいや。それよりも」

  　鷹たか斗とはもう一度、弥み茂も祢ねに無ぶ遠えん慮りよな視線を這はわせた。

  「どうも見た目が見た目だから、君がロボッ娘こだというのがまだ信じられない。べつに物を壊こわさなくてもいいから、君がロボッ娘だって証拠を、なんらかの方法で見せてほしいな」

  「さようでございますか。では、どうぞ」

  　弥茂祢は鷹斗の眼前へ左腕を伸ばしてきた。

  「え?　どういう意味?」

  「まずは脈を取ってみてくださいませ」

  　ああ、そういうことか。

  「……いいの?」

  　と、いちおう訊きいておく。

  　脈を診みようと腕を握った途と端たん、悲鳴でも上げられては堪たまらない。

  「はい、よろしゅうございます」

  　鷹斗はそっと弥茂祢の左手首に右の人差し指と中指を当ててみる。

  　……………………。

  　なかった。人であるなら確実に感じられる脈動がまったく感じられない。

  　鷹斗は目を見開いて眼前に立っている弥茂祢の顔を見上げた。

  「弥茂祢はロボッ娘でありますから、血液は流れておりません。当然ながら脈もございません。納得していただけましたか?」

  「いや……しかし……」

  「まだ納得し難がたいというお顔でございますね。では、こういうのは如何いかがでしょう?」

  　鷹斗が弥茂祢の左手首から指を離はなした直後、ふっと腰を浮かせた彼女は、いきなりその場でジャンプした。

  　えっっっ!?

  　軽く垂直跳びをしただけなのに、なんと弥茂祢は二メートル、いや三メートルほども跳びあがっていた。

  　鷹斗は呆ぼう然ぜんと宙に浮かぶ弥茂祢を見上げている。

  　直すぐに弥茂祢の体が降下を始め、彼女は真っ直ぐ体を伸ばした美しい姿勢のまま下りてきた。そして着地の瞬しゆん間かんに軽く膝ひざを曲げて衝しよう撃げきを吸収したのだが。

  　い、今地面が揺れたような……?　なんか相撲すもう取りが空から降ってきたような迫力だったけど。

  「如何いかがですか、ご主人様。ご覧になっていただけましたか?」

  「あ……うん……白だったね」

  「ああ、そちらを!　そちらをご覧になってくださったのですね!」

  「いや、あの……ごめん。でも、この角度からだと、嫌いやでも見えちゃうというか」

  「謝られる必要はありません。弥み茂も祢ねはご主人様の僕しもべでございますから、ぱんつを見せろと命じられれば、素直に見せる存在でありますので」

  　鷹たか斗とはふるふると首を横に振った。

  「いやいや、命じないけどさ、そんなことは」

  「さようですか?」

  「疑わしそうな口ぶりだな」

  「それはさておき、人間には不可能な弥茂祢の跳ちよう躍やく力りよくをご覧になってはいただけなかったのでしょうか?　でしたら、もう一度……」

  「あ、見たから。見たから大だい丈じよう夫ぶ」

  「ぱんつを?」

  「いや、ぱんつも見ちゃったけど……って、そうじゃなくて!　君のジャンプもちゃんと見たから。オリンピックのメダリストだって、あんなジャンプはできないと思うよ」

  「では、弥茂祢がロボッ娘こであること、納得していただけましたか?」

  「うん……まぁ……そうだね、人間じゃないならロボット、ロボッ娘なんだろうね」

  「わかっていただけてよろしゅうございました」

  　いやでも、わかったようなわからないような。第一、こんなふうにどこからどう見ても人間にしか見えないこいつみたいなロボットを、今の科学技術で造れるものなのか?　せいぜい、アイボだかアシモだかが現代ロボット工学の限界じゃないのか?

  　というようなことを鷹斗が問い質ただしたら。

  「鉄てつ刃じん斎さい博士は、それはもう超凄すごいマッドサイエンティストでございまして、現代科学の尺度では測れないお方なのであります」

  「そうか。だったら可能なのか……って、いやいや待て待て。そんな説明で納得してどうするんだ、僕は!」

  　鷹斗はもう一度、弥茂祢の頭の天てつ辺ぺんから爪つま先さきまでをじっくりと観察する。けれどもやはり、彼女がロボットであるという痕こん跡せき、あるいは兆候、特徴はどこにも見えなかった。

  　髪の毛も人工とは思えないほど細くて艶つやがあるし、服から覗のぞく白い肌は滑なめらかで柔やわらかそうだし、大きく、そして形よく盛りあがった胸も柔らかで弾力がありそうだし……。

  「ご主人様、そのように情欲に満ちた目で弥茂祢の全身を舐なめるように……もう襲おそう気満々でございますね?」

  「ち、が、う。そんな目で見ては、い、な、い!」

  「たしかにこの鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ね、戦せん闘とう力りよくなら小指の爪つめの先でご主人様を倒せるのですが、けれどご主人様に『抵抗するな。おとなしく僕に襲おそわれろ』と命じられれば、そうせざるを得ないのでありまして」

  　小指の爪の先で倒される僕って、どんな存在だよ!?

  「っていうか、人の話を聞けと言ってるのに。僕はどこかにロボットであることを示す特徴がないかと思っただけ」

  「そんな物はございません。何しろ完全無欠の人型ロボッ娘こなのですから」

  　って言われてもなぁ。何がなんだか、わけがわからないんだけど。筋の通った話ができなくなっているぞ。

  「……ところでさ」

  「はい、ご主人様」

  　その呼ばれ方、違和感ありすぎだな。

  「君の動力源は何なの?　電気?　今、流行はやりのリチウム電池とかを搭載してるの?」

  「電気には違いないのですが、電池を搭載しているわけではありません。わたくしの体内には超小型核かく融ゆう合ごう炉ろが収められておりますので、電池も充電装置も必要ないのです」

  「マジ!?」

  「はい。たらふく海水を飲めば、軽く五年や六年は稼か働どうし続けることができます」

  「海水を一気飲みするメイド服美少女ロボッ娘……なんかシュールな絵柄だな。っていうか。核融合って、それもまだ実用レベルになってないんじゃなかったっけ?」

  「そこはそれ、鉄刃斎博士は超マッドなサイエンティストでございますので」

  「便利な言葉だな、マッドサイエンティスト」

  「本当に便利でございますよね」

  　おまえがそれを言っちゃっていいのか!?

  「で、君はいつ造られたの?」

  「ご主人様」

  「な、なんだ?」

  「先ほど申しましたように、どうかわたくしのことは、弥茂祢、とお呼びください」

  「あ……ああ、そう」

  　でも、どう書くのかがわからないんだけど。それともひらがな名前か?

  「ねえ、みもねって、どんな字を書くの?」

  「あ、説明が遅れて申し訳ありません。弥生やよいの弥、茂しげる、禰ね宜ぎの禰ね、ただし俗字、略字のほう、でございます」

  「最後のがよくわからない。葱ねぎ?」

  「ヴォーカロイドではございません」

  　ロボッ娘このくせに、いろいろ詳しいな。

  「左右対称の称の左側が禾のぎ偏へんではなく示しめす偏へんのほうでして……こういう字であります」

  　しゃがみ込んだ弥み茂も祢ねが、指で地面に「弥茂祢」と書いてみせてくれたので、鷹たか斗とにも理解できた。

  「わかった。ありがとう」

  　立ちあがった弥茂祢が、鷹斗に対して丁てい寧ねいに頭を下げる。

  「どういたしまして、ご主人様」

  　どうにもお尻しりがこそばゆいな。

  「で、弥茂祢は、いつ造られたの?」

  「昨年であります。つまるところ、弥茂祢は今年で一歳なのですね」

  「う～～ん、そのなりで一歳って言われると驚おどろくな」

  「とはいえ、博士が弥茂祢の製作に着手されたのは、もっとずっと以前ですが」

  「ふぅうん」

  　鷹斗はまたもや弥茂祢の全身に視線を這はわせた。今度はできるだけ素早く、自然に。

  　どこをどう見ても、単なるコスプレ美少女にしか見えないんだよなぁ。

  　鷹斗は弥茂祢の体のある一点に視線を留とめたまま訊きいた。一点というか、正確にいうと二点だったが。

  「んで、超強い弥茂祢はどうやって闘たたかうの?　おっぱいミサイルとか格納してるわけ?」

  　美しく盛りあがっている弥茂祢の二点に目を留めた以上、男としては訊かずにいられない質問だった。同級生女子にそんなことを言ったら殴なぐられそうだが、ロボッ娘相手なら大だい丈じよう夫ぶだろうと鷹斗は判断した。

  　彼の予想どおり、弥茂祢は怒おこりもせず、恥はずかしがりもせず、ツッコミもせずに応こたえてきた。あまりに恬てん淡たんとしているのが却かえって不気味なほどだ。

  「残念ながら、弥茂祢はミサイルを格納しておりません。胸からミサイルが飛びだすのがご主人様のお好みですか?　そして発射ボタンを僕に押させろ?　もちろん発射ボタンはおまえの胸の頂点にある……」

  「勝手に僕の台詞せりふを捏ねつ造ぞうするな!」

  「でしたら、改造していただきませんと。ああ、でも博士はもう……」

  「いやいや、冗談。冗談だから真まに受けないで。っていうか、冗談を受けて僕に逆ぎやく襲しゆうしないでくれる?」

  「おや?　お嫌きらいですか?　胸の頂点の発射ボタン」

  　すんげ～好きかも。

  「って、そうじゃなくて!　そういう話じゃなくて!　僕が訊きたいのは、ミサイルも装備しないで、弥み茂も祢ねはどうやって闘たたかうのかってこと!」

  「弥茂祢は鉄てつ刃じんでありますから、鉄の刃にて」

  「鉄の刃。つまり日本刀を使うってこと?」

  「日本刀ではありません。戦せん闘とうの際には、弥茂祢の体内に収納されている鉄刃を装備して闘うのです。ただの鉄の刃ではありませんよ?　すべてを切り裂く鉄の刃なのです。それはもう、あらゆる物を、あらゆる者を、ぶった斬ぎり」

  「物ぶつ騒そうだな」

  「あるいは仏ぶつ陀だ斬ぎり」

  「随ずい分ぶんと高こう尚しようになったな」

  「もしくはぶっち斬り」

  「いきなり頭悪そうになった!」

  「ご覧になりますか?」

  「え?　何を?」

  「すべてを切り裂く、弥茂祢の鉄の刃を」

  「あ～～、そうだな、見てみたいかも。そうすれば弥茂祢の強さが実感できるかもしれないし。ただし、その辺の物を勝手に切り刻むなよ?」

  「わかっておりますとも。ただし」

  「な、なんだよ?」

  「この出いで立ちで鉄刃を実装しますと、着ている服まで切り裂いてしまいます。最悪、全裸になってしまいます。ご主人様の命令とあらば公園の真ん中で全裸になるのもやぶさかではない弥茂祢ではありますが、ご主人様の立場が些いささか心配です」

  「ああ。ああ!　そうだね!　先に言ってもらってよかったよ。実行してたら、僕は性犯罪者として通報されてたよ」

  「大だい丈じよう夫ぶでございますとも。その場合は、駆けつけた警察官を皆殺しにしろという命令をくだされば、この鉄てつ刃じん斎さい弥茂祢、命に代かえても、即実行!」

  「悪じゃないからね?　駆けつけた警察官、悪じゃないからね!　っていうか、そんなことに命を懸けるな!」

  「そうで……ございますか」

  「なんで不満そうなんだよ」

  「いえ、ロボとして生まれたからには、その実力の一いつ端たんを、たまにはチラ見せしたいなぁなんて思ったり思わなかったりするのでして」

  「いいよ。見せなくてもいいよ。どうしてもチラ見せしたいのなら、さっきみたいなパンチラにしておけば?　それなら誰だれも迷惑を被こうむらない。っていうか、きっとみんな喜んでくれる」

  「これは申し訳ありませんでした。なるほど、そうでございますね。ご主人様の年齢の男子であれば、まずもってエロ方面への欲求が最大にして唯一最強の願い事ですよね。鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ね、まだまだロボッ娘ことしての修行が足りませんでした」

  「真ま面じ目めな顔してそういうことを言われるのは心外だな。そっち方面への欲求、たしかにあるけど、最大にして唯一じゃないぞ」

  「ですが、どうかご安心くださいませ。弥茂祢はこのような見た目でありますから、ご主人様のエロ方面への欲求にも充分にお応こたえできるかと思うのであります」

  　相変わらず人の話を聞かないロボッ娘だな。

  「ということで、わたくし、脱いでも凄すごいのです」

  「は?」

  「脱いでも!　凄い!　のです!　脱がないままですと十万ナキウサギですが、すべてを脱ぎ捨て全裸になれば、わたくし、二十万ナキウサギにパワーアップ!」

  「おまえは裸ら身しん活かつ殺さつ拳けんの使い手か!?」

  「ご主人様、また随ずい分ぶんと古いマイナーネタでツッコミを」

  「それが古いマイナーネタだとわかる弥茂祢にビックリだよ!」

  「まぁ、今のは冗談ですが」

  「冗談でなかったら、原子力空母の立つ瀬せがないな」

  「けれども、この弥茂祢、脱げば凄いのは事実ですよ?」

  　いや、真顔で迫られても。

  「……どうせ、アレだろ?　球体関節とかなんだろ?　小さなフィギュアとかならともかく、弥茂祢のサイズであれだと、ちょっと興ざめだな」

  「とんでもございません。弥茂祢は完全人型ロボッ娘でありますから、脱いでも完全人型女子仕様なのです」

  「マジ!?」

  「か、ん、ぜ、ん、ひ、と、が、た、じょ、し、し、よ、う♡」

  「うわぁぁぁっっ」

  　鷹たか斗とは思わずベンチから跳とび退すさった。

  「いっ、いきなり人の耳に息を吹きかけるようにして喋しやべるなっ!」

  「あ、申し訳ございません」

  　弥茂祢は恭うやうやしく頭を下げたが、少しも悪びれた様子はなかった。

  　鷹斗はもう一度、ベンチに腰を下ろしたが。

  「繰くり返し申しあげますが、弥茂祢は完全人型ロボッ娘なのでして、あんなところからこんなところまで、あまつさえそんなところまで、それはもう完かん璧ぺきに人型女子仕様なのでございます。素す敵てきだと思いませんか?」

  　完璧人型女子仕様。それって、つまり……。

  「…………（妄もう想そう中）…………」

  「ご主人様?」

  「……………………（妄想中）……………………」

  「かなりいろいろ、むしろエロエロ、楽しく愉快なご自分の世界に浸ひたり切っていらっしゃいますね?」

  「……あ!（我われに返る）」

  　鷹たか斗とは、空中に浮かんだ自分の妄想をかき消そうとするかのように、わたわたと両手を振り回した。なかなか間抜けな恰かつ好こうだったが、弥み茂も祢ねは僅わずかに目を細めただけで、さしたる反応も見せなかった。

  　そういえば……さっきから冗談を言ったりツッコンだりしても、表情とか、ほとんど変わらないよな、こいつ。

  　そして弥茂祢は、またも表情を変えないまま、さらっとこんなことを言うのだった。

  「ご主人様が一言『脱げ』と命令すれば、完全人型ロボかっこ完かん璧ぺき女子仕様かっこ閉じる、のすべてが、ご主人様の眼前に余すところなく晒さらされます。晒してみますか?」

  「い……いやでも……弥茂祢はそれで平気なの!?」

  「現状では、弥茂祢に『羞しゆう恥ち心しん』という思考回路はインプットされておりませんので、たぶん平気なのではないでしょうか」

  「ないんだ、羞恥心!?」

  「羞恥心といいますか、喜き怒ど哀あい楽らくに代表されるところの感情が、弥茂祢にはほとんどないのでございます。いえ……感情を表わす術すべを知らないと言ったほうがより正確かもしれません。が、とにかくともあれ、ご主人様に命じられれば、平然とすべてを脱ぐわたくしでございますので、どうかご心配なく」

  「へ、平気なのか。いやでも…………（葛かつ藤とう中）…………」

  　葛藤終了。

  「命じない」

  「そうなのですか。ご主人様のように若くてすけべぇな男子ですと、真っ先にそれを命じられると思っておりましたが」

  「ちょっと待って。僕がすけべぇだというのを前提に話をするのは止やめようよ」

  「え?　では女子の裸に興味がないと仰おつしやるのですか!?　むしろ男子のほうに?　そうでございましたか。ご主人様はそちら方面のお方でございましたか。なるほどなるほど。重大な情報を一つインプットできたのでございます。となりますと、弥茂祢は男装したほうがよいですか?　半ズボンとか穿はきますか?　自称は『僕』がよいですか?」

  「何かを納得したように一人で頷うなずいてるんじゃない!　っていうか、弥茂祢の考えは、かなり大いにまったく完全に間違ってる!」

  「違いましたか?」

  「違うよ!」

  「ではやはり女子の裸に?」

  「ああ、そうだ。男子より女子の裸のほうがずっといい……あ」

  「鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ね、心の底から安心いたしました」

  「いや、あの、そういうことじゃなくて」

  「女子の裸に興味がないような男子高校生はもはや男を止やめるべきだと思うのでございます。早くモロッコに行けと」

  「去年生まれたばかりのロボッ娘こにしては、いろいろ下ネタに詳しいなっ!」

  「あ、申し訳ございません。これもそれも鉄刃斎博士の仕込みの賜たまものでありまして」

  「嫌いやな生みの親だな」

  「さておき、脱げと命令はされないので?」

  「いや、なんちゅうか……つまり、ほら、アレだよ。恥はずかしがらないでほいほい脱ぐ女子を見ても面おも白しろくないっていう……」

  「ほいほいは脱ぎませんが。そうですか、わかりました。ご主人様は羞しゆう恥ちプレイがお好きだと、そういうことなのですね。また一つ重大な情報をインプットできました」

  「違うよ!　そういう意味じゃないよ!　どうして弥茂祢はそうやって歪わい曲きよくして理解したがるんだよ!?」

  「全裸にされた弥茂祢は、首輪を嵌はめられ鎖くさりで繋つながれ、このような街の公園に連れていかれ、砂場で遊んでいる子供たちの目の前で、完かん璧ぺき女子仕様の全身全裸を余すところなく晒さらす羽は目めになるのですね。そして純真無む垢くな子供たちの心に大きなトラウマを植えつけると」

  　だから!　人の話を聞けと!

  「ならないよ!　植えつけないよ!　っていうか、歪曲した情報を勝手にインプットしてるんじゃあない!」

  「しかしながら、弥茂祢のＡＩは自動習熟型でありますから、そういったプレイを繰くり返しているうちに羞恥心という嗜し好こうを習得できる可能性があります」

  「……今、漢字が違ってなかった?」

  「鋭うございますね。文脈の流れからすると気づかないところだと思いましたが。仕方がございません、言い直すといたしましょう。そういうプレイをしているうちに羞恥心という思考を習得できるかもしれません、と」

  「嫌そうに言い直すなよな。っていうか、さりげに同音異義語を駆使して怪しい意味を込めるなと。そもそも羞恥心を習得するのに、そういうプレイは要らないからね」

  「では、どのように学習したらよいのでしょうか」

  「そういうものは特に学習するものじゃないだろ?　自然と身についていくものだよ。羞しゆう恥ち心しんだけじゃなくて、喜き怒ど哀あい楽らくとか、そういう感情は」

  「なるほど。最初は冷淡な感じで、そのうち感情を露あらわにするのですね。弥み茂も祢ねは知っております。それはツンデレという生き物なのです」

  「いや……少し違うような気が……」

  「ご安心くださいませ。この鉄てつ刃じん斎さい弥茂祢、最後にはデレるのございます。そういう運命なのであります」

  「は?　どういうこと?」

  「何しろご主人様がリモコンならぬデレコンを操りわたくしを動かす……のです……から……失礼いたしましたっ」

  「あれ?　どうして帰ろうとしてるんだ、弥茂祢?　いや、帰ってくれるのなら、それはそれでいいんだけど」

  「申し訳ございません。弥茂祢としても帰りたくはないのですが、どうにもこの場にいたたまれなくなってしまいまして」

  「だったら、下へ手たな洒落しやれを言おうとするな」

  「失礼な方ですね、ご主人様は。これでも言う前は上う手まいこと言う気満々だったのです。しかしながら、口に出してみたら思いの外ほか上手くなくて恥はずかしかっただけです」

  　羞恥心、あるじゃん。
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  　いつまでも公園で話をしていても埒らちが明かないと思った鷹たか斗とは、弥茂祢に対して家に来ないかと誘さそってみた。未成年の女子を連れ込んだらいろいろ問題も出てくるだろうが、一歳であっても相手はロボッ娘こなのだから、問題はないはずだ。

  　日も暮れてきたし、そろそろスーパーマーケットで買い物して食事の支し度たくをしないといけないからな。

  「ってわけだから、話の続きは僕の家でしない?　まだ訊ききたいこととか確認したいことが山ほどあるし」

  「助かりました」

  「何が?」

  「ご主人様に拒まれましたら、弥茂祢は野宿も厭いとわない覚悟でございました。ご主人様が度量が広く臨機応変で、なおかつ物事に拘こだわらない方で、おまけに常識に囚とらわれない方でようございました」

  「いや、常識には囚われてるけどね。とはいえ、弥茂祢に野宿なんかさせられないだろ。春とはいえ、夜は冷えるんだ」

  「弥み茂も祢ねはロボッ娘こでございますので、夜よ露つゆに濡ぬれても風か邪ぜを引いたりいたしませんが、誰だれかに警察へ通報などされますと、面倒なことになりかねません」

  「あ、そうか。そういうことか」

  「ご自宅まで、ご一いつ緒しよさせていただいてよろしいのですね?」

  「とりあえず、どうして弥茂祢が僕のことを主人だなんて言うのかとか、どうして僕のところに来たのかとか、ある程度納得できる説明を聞かせてもらうまでは、帰ると言われても帰せないだろ」

  「では、今日からご主人様のご自宅が弥茂祢の閨ねやになるわけですね」

  「……今、漢字が違ってなかった?」

  「相変わらず鋭うございますね。ですがこの場合、寝屋と書いても、あまり意味に違いはございませんよ?」

  「え?　そうなんだ?」

  「そうなのです。たしかにご主人様くらいの年齢の男子であれば、あらゆることをエッチ方面に結びつけて考えてしまうのも止やむなしかと思うのでありますが」

  「思うな。そんなことを思うな!」

  「さようでございますか?」

  「さようでございますよ!」

  「では、それはそういうことにしておきまして」

  「なおざりだな」

  「よろしいのですか?」

  「よろしいのかって……何が?」

  「いえ、弥茂祢のようなモノがいきなりお家うちに押しかけてしまったら、ご両親が驚おどろかれたりはしませんか?」

  「問題ないよ。僕は一人暮らしだからさ」

  「え?　するとご両親はすでに逝せい去きよされて……」

  「死んでない死んでない!　二人とも、ぴんぴんしているよ」

  「あ、さようでございますか。大変失礼をいたしました」

  「にしても、ロボッ娘のくせに、閨とか逝去とか、普段、滅めつ多たに使わないような日本語、よく知ってるな」

  「弥茂祢の頭脳には、優秀でお得なワープロ＆辞書ソフトが組み込まれておりますので」

  「優秀ってのはわかるけど、お得なソフトって……どこかで出来合いの安売りソフトを買ってきて組み込んであるってこと?」

  「いいえ、そうではございません。鉄てつ刃じん斎さい博士が開発されたソフトでございまして、その名も『一いち大たい老ろう』＆『ＡエーＯＴＯＫオトク』」

  「すんげ～～パチモンくさい名前だな!」

  「それはさておき」

  　さておいちゃっていいのか、それ。

  「ご両親が健在でありますのに、ご主人様が一人暮らしなのは何なに故ゆえなのでしょうか?　海外に長期出張中ですとか?」

  「いや……そうじゃなくて」

  　鷹たか斗とは仕方なく、今の自分の立場を弥み茂も祢ねに説明した。

  　両親が離り婚こん協議中で、この先どちらに引き取られるかわからないので、それまで一人で暮らしているのだということを。

  「なるほど。ということは、ご主人様、生活費にお困りになってはいないのですね?」

  「おかげさまでね。今のところ財布は潤じゆん沢たく……とまでは言えないかもしれないけど、不自由はしてないよ」

  「それはよろしゅうございました。つまるところ、エロ漫画は読み放題、エロＤＶＤは見放題、エロゲーもし放題というわけですね」

  「ちょっと待て。一人暮らしでお金に余裕のある若者は、みんながみんなエロ関連商品を買い漁あさっているような決めつけは止やめろ」

  「漁ってはいらっしゃらないので?」

  「当たり前だ。漁ってはいない」

  「少しくらいは?」

  「それはまぁ……少しくらいなら」

  「ご主人様がちゃんと男の子しているようで、弥茂祢、安心いたしました」

  「だから、そっちの話題は止めようって」

  「どうしてでありますか?　ご主人様くらいの年齢の男子ですと、そちらの話題は楽しいものなのではありませんか?」

  「いや、相手によるだろ。男友達ならともかく、同年齢の女子相手にエロ話題って、痛すぎるだろ。っていうか、恥はずかしいし」

  「ですが、弥茂祢はロボッ娘こでありますし、同年齢でもありません。何よりご主人様には従う存在ですので、遠えん慮りよなさらずともよろしいのですが」

  「だからさ。いくら人間じゃなくっても、見た目が同年齢女子仕様なんだから、そっち方面の話題に興ずるのは無理があるって」

  「さようでございますか。夜を徹てつしてエロトークで盛りあがれば、さぞかしご主人様も喜んでくださるかなと思った次第でありまして。鉄てつ刃じん斎さい博士とは、よくそうして朝まで語り明かしたものでした」

  「エロトークで?」

  「エロトークで」

  　どんなスケベ親おや父じだ、鉄てつ刃じん斎さい博士!

  「い、いや、僕はいいから」

  「では、気が向かれましたら仰おつしやってください。いつでもお相手をさせていただきます」

  　だ～か～ら～。いくらロボだからって、見た目がこんな美少女相手に、そんなことができるかっつ～の。

  「というか、いつまでも無む駄だ話ばなししてる場合じゃない。スーパーに寄って買い物しなくちゃ」

  「お夕飯の支し度たく……でしたね」

  「そうだよ。一人暮らしだからさ。食事も自炊なんだ」

  「お任せくださいませ、ご主人様。わたくし、鉄刃斎弥み茂も祢ねは、そのようなときのためにいると言っても過言ではありません」

  「そうなの?　エロトークのためにいるんじゃないの?」

  「いくらなんでもエロトークのために造られたのでは、あまりに弥茂祢が、というより、鉄てつ刃じんシリーズが哀あわれなのであります」

  　シリーズ……鉄刃シリーズか。つまり、それって。

  「要するに弥茂祢みたいなのが何台も……というか、何人もいるわけか」

  「さようでございます。今では完かん璧ぺき人型ロボ女子仕様を『鉄刃』と称しておりまして、弥茂祢は開発ナンバー23なのでございます」

  「そんなにたくさんいるの!?」

  「いえ。稼か働どう中の鉄刃は数台しかおりません。初期型はすでに現役ではございませんし、開発途中で製作が中断された物もございますし、欠番も多うございます」

  「なるほどね～～」

  　などと、鷹たか斗とと弥茂祢はスーパーマーケットに向かって歩きながら、なおも会話を続けようとしたとき、不意に弥茂祢が足を止めた。

  「……おや?」

  「どうかしたの、弥茂祢?」

  　弥茂祢はゆっくりと周囲に顔を巡らせていたが、やがて鷹斗に向き直った。

  「何やらパトカーのサイレンの音が聞こえます。それも、一台や二台ではなく、何台ものパトカーが集まってきているようなのですが」

  「え?　何台も?　僕には何も聞こえないけど」

  「あ、弥茂祢の視し覚かく聴ちよう覚かく嗅きゆう覚かくは人間レベルではありませんので。敢あえて言えば犬並みであると申せましょう。ですから、遠くの小さな音でも拾うことができるのです」

  「そうなんだ。で、パトカーはどの辺にいるわけ?」

  「そうでございますね。この距きよ離りと方向ですと、これから行く予定のスーパーがある場所からは少し外れているようですが」

  　と言って弥み茂も祢ねは左腕を挙げた。

  「そっちだと……あるのはコンビニくらいだな」

  　住宅街には食事のできる店がないから、バイパス沿いのそのコンビニには、鷹たか斗ともけっこうお世話になっている。

  「コンビニのある辺りにパトカーって、もしかして……」

  「ええ、ご主人様。何か事件が起きた匂においが濃厚に漂っているのです」

  　えぇと、どうしよう。ここは行ってみるしかないか?

  　という鷹斗の気持ちを後押しするように弥茂祢が言った。

  「行ってみますか、ご主人様?」

  「行ってみよう」

  「そして群がるパトカーを、悪あく、即そく、斬ざん?」

  「しないよ!」

  「弥茂祢はパトカー程度であれば簡単に切り刻めますよ?」

  「だから!　しないってば!　パトカーも警官も悪じゃないだろ!?　なんで弥茂祢はそうまで警察に敵対的なんだ?」

  「べつに敵対的というわけではないのですが。そうですね、鉄てつ刃じん斎さい博士が警察嫌ぎらいだったことの影えい響きようを多少は受けているのかもしれません」

  「僕は警察を嫌ってはいないから、敵対的な言動は慎つつしむように」

  「承知いたしました」

  「じゃ、行こう!」

  　二人はコンビニのある方向に向かって走りだした。
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   第２章　朝飯前だとその娘は断言した

  



  
    １
  


  

  　片側二車線のバイパスに面して立つコンビニの周囲は何台ものパトカーによって固められていた。人も車も通行が制限されており、封ふう鎖さ線せんの手前には人ひと集だかりができている。

  　コンビニと通りを挟んだ反対側の歩道には、防弾盾を手にした警察官が、パトカーの陰に身を隠すようにして店のほうを窺うかがっている。じつに物々しい雰ふん囲い気きだ。

  　コンビニの前面、通りに面したところが割りと広い駐車場になっているのだが、その隅のほう、建物の横手にも二台のパトカーが停とまっているのが遠望できた。

  　鷹たか斗とと弥み茂も祢ねは、コンビニとは反対側の歩道を人の間を縫ぬって近づいていくが、途中で封鎖されているから、店内を覗のぞける場所までは辿たどり着けない。正面入り口側はガラス張りなので、近づけば店内が見えるはずなのだが、今いる位置からでは距きよ離りは遠いし角度も悪いしで、中の状況はさっぱり把は握あくできなかった。

  「やっぱり、これ以上は近づけないな。でも、ここからじゃ中の様子はわからないし」

  　歩道から溢あふれんばかりに集まった野や次じ馬うまの背中を見ながら鷹斗が思案していると。

  「ご主人様、やはりコンビニ強盗でしたね。犯人は二人組。人ひと質じちを取って中に立て籠こもっているようです。店内が暗くなっているのは、犯人が照明を消したからでありましょう」

  「え?」

  「たまたまこのコンビニの近くを通りかかったパトカーがいまして、強盗が入った直後に連絡を受けて即座に駆けつけたそうです。おそらく、通報から二、三分で到着したのではありませんか?　なので、強盗も逃げだす機会を失ってしまったというところなのでしょう」

  　鷹斗がきょとんとした顔を弥茂祢に向けた。

  「どうしてそんな詳しいことがわかるの?　こんなところから中の様子が見えた?　っていうか、パトカーが近くにいたとか、どうしてわかったの?」

  「弥茂祢は人間よりずっと視力がよい上に暗くても無む問もん題だいですので、中の様子もある程度まで見えますが、先ほど警察無線を傍受いたしまして、それで状況が把握できました」

  　うっっ、と鷹斗が仰のけ反ぞった。

  「いいのかな、そんなことして」

  「大だい丈じよう夫ぶでございます。弥茂祢の通信機能には在日米軍の緊きん急きゆう通信の周波数もインプットされておりますので、まったく以もつて無問題」

  「大問題の間違いだろ!」

  「あまり小さなことに拘こだわっていては、大局を見失ってしまいますよ?」

  「それらしいこと言ってるけど、違法行為には違いないからな」

  「それよりも」

  　流された!

  「犯人は武装しているようでありまして、それで警察も手出しができないのだと思われます。突入の機会を窺うかがっているはずですが、まずはその前に説得などいたすのではありませんか」

  「武装?　どの程度の?」

  「犯人の一人が拳けん銃じゆうのような物を持っているということです。モデルガンかもしれませんが、本物だった場合、人ひと質じちに危害が加えられる虞おそれがあるということで様子見を。ですが、いつまでも睨にらめっこしていても解決はいたしません。説得が功を奏そうさない場合には突入があるやもしれません」

  「それ、かなりヤバイじゃないか。人質ってのは?」

  「コンビニの店員が二人、店に居合わせたお客様が一人、合計三人が人質に取られているそうでございます」

  「そうか……」

  　周りで騒さわいだり携帯を取りだして写真を撮ったりしている野や次じ馬うまを苦々しい顔で見ていた鷹たか斗とだが、やがて弥み茂も祢ねに向き直ると。

  「なぁ、弥茂祢」

  「はい、ご主人様?」

  「おまえは強いんだよな?」

  「強うございます」

  「人質を救いだして強盗を捕らえる、なんてことは可能か?」

  「また何を仰おつしやるかと思えば」

  　弥茂祢はこほんと小さな咳せき払ばらいをして胸を張った。

  「その程度のこと、この鉄てつ刃じん斎さい弥茂祢にかかれば、朝飯前のお茶ちや漬づけさいさいです」

  　いや、朝飯前にお茶漬けって、おかしいだろ。っていうか、そもそも「さいさい」なのは、お茶漬けじゃなくて、お茶の子のほうだろ。ちょっとばかり信しん頼らい性せいが低いんじゃないか、『ＡエーＯＴＯＫオトク』?

  「ご主人様は、ただ弥茂祢にお命じになればよろしいのです。『速すみやかに人質を救出し、強盗をぶっ殺せ!　千の肉片に切り刻め!』と」

  「いやいやいや、そんなことは命じないよ」

  　ぶるぶると首を横に振ってから、鷹斗は真剣な表情で弥茂祢の顔を見つめた。

  「救出はできるんだな?」

  「当たり前田のドラッカー!」

  　和洋折せつ衷ちゆうの上に、古いんだか新しいんだか、微妙なギャグだな。

  「じゃあ、弥茂祢に命じ……たいんだけど、どうすればいいの?」

  「え?　それは……強く念じながら命令を言葉にしてくださればよろしいのでございますが」

  「は?　それだけでいいわけ?」

  「はい、ご主人様はテレコンをお持ちですから、それでけっこうなのでございます」

  「いや、僕、テレコンなんて物は……」

  「何を仰おつしやっていますか」

  　弥み茂も祢ねは右手を伸ばして鷹たか斗との左腕を掴つかんだ。

  「ここに装着しているではありませんか」

  　弥茂祢の視線の先には、父親からのプレゼントだと思っていた腕時計が。

  「あ!　え?　これ!?　これがテレコン!?」

  「ご主人様がどのような経緯でそれを入手されたのかはわたくしの与あずかり知らぬことでございますが、はい、それが精テ神レ感パ応スコントローラー、通称テレコンであります」

  　そうか。父さんからのプレゼントじゃなかったんだ。でも、じゃあ、誰だれが送ってきたんだ?誤配?　いや、考えてる場合じゃないな。確認は、またあとからするとして。

  「ですから、こう、左手を挙げ加減にして、テレコンに向かって弥茂祢への命令を仰ってくださればよいのです。その際に注意する点は二つありまして、一つは強く念じ、強く言葉にすることです。軽い気持ちでは弥茂祢に届きません。命令を下すにはそれなりの強い気持ち、覚悟が必要なのでございます」

  「そう……なんだ」
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  　また一つわからないことが。強い気持ち、強い言葉って……僕は、こいつをそんなふうに気合いを込めて呼んだ覚えはないんだけど。

  「もう一つは、命令はできるだけ具体的に仰おつしやっていただきたいということです。曖あい昧まいな部分が大きいままですと、ご主人様の考えたものとは違う結果に終わる可能性がございますので」

  　いや、それもあとだ、あと。とにかく今は目の前の事件に集中する。

  　鷹たか斗とは弥み茂も祢ねの言葉に意識を集中させ、彼女の説明の中身を咀そ嚼しやくする。

  「そして、ご自分のお名前を名乗って、弥茂祢に命じることを宣言してくださいませ。名乗りと宣言はなくても有効ではありますが、命令を確実なものにするためにも、名乗り、宣言していただいたほうがよろしいかと存じます。ですので、できれば名乗りと宣言は命令よりも先のほうがよろしいでしょう」

  「えっと……僕の考えはできるだけ具体的に詳細に伝えろと。曖昧な部分があると、弥茂祢の行動と僕の考えに齟そ齬ごが出るかもしれないと。要するに、弥茂祢が選択肢の中から、ちゃんと優先順位をつけられるように……ってことでいいのかな」

  「さようでございます。例えば今回の場合ですと、『人ひと質じちを助けろ』だけでは救出方法が弥茂祢の一存に任されることになります。わたくしは『人質の救出』を最優先にして行動いたしますので、人質の救出の可能性が最も高く、なおかつ迅じん速そくに事件の解決を図れる方法を採ります。その場合、強盗の生命の保証はいたしかねますし、建物が破は壊かいされる可能性もございます」

  「なんとなくだけど、わかった」

  「最後に一つ、申しあげておきます」

  「な、なに?」

  「弥茂祢には、ご主人様からの命令のさらに上位に当たる根本行動原理というものが組み込まれておりまして、これが、いわゆるロボット三原則に当たるものだと思ってください。例えば『鉄てつ刃じん斎さい博士を攻こう撃げきすることは許されない』というものがその最さいたるものでございます」

  「なるほど。たしかに弥茂祢を造った本人なんだから、そりゃ当然だな。他ほかには?」

  「これを明かしてしまうと鉄てつ刃じんの活動に制約が出かねませんので、ご主人様といえど、すべてを明かすことはできませんが、一例を挙げれば『自分の正体を他人に明かさない』というものもあります。ですので救出に際してはできる限り人目につかない方法を採ります。また、救出後は速すみやかに現場から退たい避ひいたします。ご主人様も速やかな立ち退のきにご協力くださいませ」

  「了解だ」

  　大きく頷うなずいた鷹斗は左腕を挙げ、肘ひじを曲げ、手首を顔の前に近づけた。

  　なんか、秘密の通信機で連絡している少年探偵団みたいだな。

  　などとどうでもいいことを思いつつ、断固たる口調で弥茂祢に命令を下した。

  「春かす日が井い鷹斗が鉄刃斎弥茂祢に命じる。コンビニで人質になっている三人を無事に救出しろ。誰だれも人死にが出ない方法でだ。強盗のほうは……少しくらいの怪け我がならやむを得ない。建物や商品の破は壊かいも必要最小限に留とどめること」

  「命令を受け付けました。鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ね、ただ今これよりコンビニ内で強盗に人ひと質じちに取られている三人を救出に向かいます。人死にの出ない方法で、なおかつ建物・商品の損害は最小限に抑える方法で」

  　弥茂祢が復唱すると、鷹たか斗とは腕を下ろし、彼女に訊きいた。

  「僕にはこれ以上の具体的な命令はできないけど、どうやって救出するつもり?　というか、コンビニの周囲はパトカーで封ふう鎖さされてるし野や次じ馬うまでいっぱいだから、強行突破したら目立っちゃうよね?　下へ手たすりゃコンビニ強盗の仲間と思われちゃうんじゃないかな。逆に、強盗が警官だと勘かん違ちがいして人質を撃うつかもしれないし」

  「正面突破はいたしません」

  　弥茂祢はもう一度、コンビニのほうに顔を向けた。

  　コンビニはロードサイド店で平屋建て。道路に面したところが広めの駐車場で、両側を四階建てのビルに挟まれた立地だ。ビルとコンビニの建物との間は、けっこう距きよ離りが空あいている。

  「そうですね」

  　弥茂祢は顔を振り向け、コンビニの先を見上げた。

  「隣となりのビルから飛び移ることにいたしましょう。道路を挟んだ反対側正面のビルには警察官が入っていますが、あちらはビルの中にまで警察官が配置されていないようです。おそらく犯人が発砲した場合に危険なのは、道路の反対側のビルであるということですね」

  「え?　隣のビルからって……コンビニの建物まで十メートルくらい離はなれてるだろ?」

  「十メートル程度なら、軽く助走をつければ難なくクリアできるのです」

  　軽い助走で十メートル!?　さすがロボッ娘こだな。

  「屋根に飛び移ってコンビニの裏手に回り、裏口から建物内に侵入いたします。先ほどの警察無線によると、裏口があると言っておりましたので、そちらから侵入すれば強盗に気づかれる虞おそれは限りなく低くなります」

  「けど、裏手にも警官はいるんだろ?」

  「警察無線で裏口の話が出ている以上、当然おりますね。ですが、止められる前に素早く迅じん速そくに強引に豪快に突入いたします。裏口のドアに鍵かぎがかかっていたとしても、壊こわして入りますので無む問もん題だい」

  「ドアを壊してる暇ひまなんかあるのか?」

  「いえ、手で引っ張るだけでドアの一枚や二枚、簡単に壊せますので」

  　たしかに豪快だな。っていうか、まるでおまえが強盗だな。

  「……そこまではいいとして、どうやって人質を救うんだ?　犯人は拳けん銃じゆうを持っているって話じゃないか」

  「拳銃で狙ねらわれても、こう、奥歯をカチっと噛かみしめると、クロックアップで生体速度が加速いたしますので、命中することはございません」

  「マジ!?」

  「冗談でございます」

  　だ～～っと、鷹たか斗とがずっこける。

  　必死で体勢を戻した鷹斗は声を抑え気味にしながらも弥み茂も祢ねに噛かみついた。

  「冗談を言ってる場合か!」

  「申し訳ございません」

  　表情を変えないまま謝られても、謝られてる気がしないな。

  「じゃあ!　拳けん銃じゆうで狙ねらわれたらどうするんだ!?」

  「わたくし、拳銃の弾程度では体表面に掠かすり傷一つつきませんので、ご心配なく」

  「そう……なんだ。でも、おまえは撃うたれても平気なのかもしれないけど、人質に拳銃が向けられたら具合が悪いだろ?」

  「そこは大だい丈じよう夫ぶでありましょう。何しろ弥茂祢はこの恰かつ好こうでありますから、強盗がわたくしを脅きよう威いに感じることなどなく、むしろ油断ができるのではないでしょうか。その隙すきを衝つきます」

  　まぁそうか。外見を見れば、こいつが警官だなんて思う奴やつはいないし。ましてや、こいつがロボッ娘こだなんて絶対に気づかないよな。

  　弥茂祢は背負っていたリュックを下ろし、中に手を突っ込んで何かを取りだした。

  「それは何?」

  「仮面でございます」

  「は?　仮面?」

  　頭頂に「?」マークを浮かべる鷹斗の目の前で、弥茂祢は手にしたアイマスクのような物を自分の顔に当てた。

  「仮面といいますか、大きさ的にはアイマスクなのですが。如何いかがでしょうか?　似合っておりますか?」

  「……なんだか美少女仮面ポワトリンみたいだな」

  「では、弥茂祢は美少女メイド仮面ミモネリンと名乗りましょう」

  　自分で「美少女」と名乗るか。いや、実際、美少女だけど。

  「まぁ、名前はどうでもいいんだけど。というか、名乗らないほうがいいと思うんだけど?　でも、なんでアイマスク?」

  「素顔を見せたら、後々、不ま味ずいことになると思われますので」

  　そんな物をつけていたら、余計不味いことになるんじゃないかという素朴な疑問が頭から離はなれない鷹斗だった。

  「これは飛び降りる前に装着すればよいとして。ご主人様、作戦遂すい行こう中、これを預かっていただけますか?」

  　顔に当てていたアイマスクを下ろすと、弥み茂も祢ねは大きなリュックを鷹たか斗とのほうへ差しだしてきた。

  「それはいいんだけど。何が入ってるのさ、これ?　まさか、いろんな仮面が入っているとか言わないよね」

  「申しません。入っているのは、主に着替えでございます」

  「き、着替え?」

  　鷹斗は、きょとんとした顔を弥茂祢に向ける。

  「はい。このような場合、逃走に際しては着替えませんと。さすがにこの恰かつ好こうで街中を移動していると目立ってしまいますので」

  「顔にアイマスクとか、逃走に際して着替えるとか、ますます犯人っぽいな」

  　思わず苦笑してしまう鷹斗である。

  「にしても、いつも別の衣装を入れて持ち運んでいるのか。用意がいいんだな」

  「ご主人様に拒否された場合の野宿に備えて、シュラフやジャージが入っているのです」

  「ジャージかよ!」

  「あと、下着も入っております」

  「え」

  「弥茂祢が強盗事件解決のために働いているあいだ、ご主人様はわたくしの予備の下着を観賞されていてもよろしいのでございますよ?」

  「しないよっっ」

  「見るだけならともかく、頭に被かぶったりはしないでくださいね?」

  「だから、するか!　そんな物被ったら、僕が変態仮面になってしまうわっ!」

  　周りの野や次じ馬うまの視線がこちらに向いたので、鷹斗は慌あわてて口を手で押さえる。

  「美少女メイド仮面と変態タカト仮面。お似合いですね?」

  「似合って堪たまるか!」

  「それはさておき」

  　いや、さておくなよ。

  「ご主人様は裏口に近い向こう側の通りのほうへお回りになり、どこかに身を潜ひそめていてくださいますか?　作戦が済み次第、そちらへ向かいますので」

  「僕が隠れていても居場所がわかる?」

  「そのテレコン、ＧＰＳ機能付きですので、それさえあれば、ご主人様の位置は常に把は握あくできるのであります」

  「そうか、わかった」

  「では、行ってまいります」

  「早はよ行け。そしてさっさと事件を解決してこい。でないと夕食が遅くなってしまう」

  　軽く頭を下げた弥み茂も祢ねは、頭を上げると即座に踵きびすを返し、今来た方向へと足早に戻っていった。現場から充分に離はなれてから、向こう側の歩道へ渡るつもりなのだろう。

  　ミニスカメイド衣装なんていう目立つ恰かつ好こうをしているにも拘かかわらず、彼女はあまり注意を引かなかった。野や次じ馬うまたちは、それだけコンビニのほうを注目しているということだ。

  　コンビニ前面のバイパスは交通が完全に遮しや断だんされていて、道路に野次馬が入るのを阻そ止しするべく、ロープが渡してある。

  　そのロープを挟んで野次馬と防弾盾を持った警察官が睨にらみ合っているのを横目で見ながら、鷹たか斗とも移動を開始した。前のバイパスだけでなく、直すぐ横の交差点も交通規制が敷しかれている。コンビニ裏手側へ回るには、かなり大回りしないといけないだろう。

  　弥茂祢の奴やつ、隣となりのビルに入れるのかな。

  　そんなことを心配しながら鷹斗がその場から離れていくとき、警察官がハンドスピーカーで犯人に対する説得を開始した。
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  　鷹斗は移動しつつ、コンビニの隣にあるビルを見上げ、その高さを推し量る。

  　四階建てだから十メートル以上あるよな。あそこからコンビニの屋上までだって、あいだに駐車スペースがあるから十メートルくらい離れてる。そこを飛び移るって……まぁ、ロボッ娘こだから恐怖心とかはないのかもしれないけど、想像するだけでこちらが怖こわくなってくるわ。

  　鷹斗が見上げていると、やがて隣のビルの屋上で人影が動くのが見えた。

  　弥茂祢か?

  　鷹斗は足を止めた。

  　ビルの縁に近づいた弥茂祢は、低い体勢でコンビニを見下ろしている。遠くて判然とはしないが、顔にアイマスクを着けているように見えた。

  　本当に大だい丈じよう夫ぶなのか。

  　ロボッ娘であり、空母ジョージ・ワシントンより強いという彼女の言葉を信じるなら、この程度の軽かる業わざはなんでもないことなのだろう。けれど、地上から見上げる鷹斗の心臓はバクバクである。

  　警察官による説得の言葉がハンドスピーカーを通じて大音量で鳴り響ひびいているし、前に出ようとする野次馬を押し止とどめる警官の怒声もあちこちで響いているから、辺りは何やら殺気立っている。野次馬の視線は警官とコンビニの店内に集中していて、隣のビルの屋上に注意を向ける者は皆かい無むだった。

  　いきなり弥茂祢の体が宙に浮かんだ。

  　鷹斗は思わず悲鳴を上げそうになり、咄とつ嗟さに右手で口くち許もとを押さえた。

  　弥み茂も祢ねのミニスカメイド服が大きく翻ひるがえり、捲めくれあがり、鮮やかな白色の何かが鷹たか斗との脳裏に焼き付いた。

  　うぅ……こんなときでも、それに目がいってしまう僕って……。

  　弥茂祢の体は軽々と宙を飛び、コンビニの屋上に着地した……ように思えた。少なくとも、駐車場にはなんの異状も見られない。着地の際に大きな音が発生しただろうが──弥茂祢の体重は相撲すもう取り並みのはず──ハンドスピーカーからひっきりなしに流れているがなり声と、野や次じ馬うまを制する警官の怒ど鳴なり声と、野次馬たちの叫び声が辺りに満ち満ちていて、弥茂祢の着地音は鷹斗の耳に届いてこなかった。

  　着地した直後に、弥茂祢の姿が鷹斗の視界から消えた。おそらく着地して直すぐに身を屈かがめ、そのまま低い姿勢で屋上を裏手へと移動していったのだ。

  　だが、さすがに気づいた者がいた。

  「おい、今、誰だれか飛び降りてこなかったか」

  　と一人が声を上げると。

  「いたいた」

  「どこから来たんだ、今の?」

  「っていうか、メイド?」

  「メイドが空から降ってきた?」

  「なんなんだ、いったい!?」

  「まさか、ドッキリ!?」

  　今までもかなり騒さわがしかったが、今や辺りは騒そう然ぜんとし始め、野次馬たちのあいだでかろうじて保たれていた秩ちつ序じよが壊こわれようとしていた。

  　携帯を掲げ、写真を撮れなかったことを悔くやしがって叫んでいる者もいる。

  　コンビニに駆け寄ろうとして警官と揉もみ合いになる者も現れた。

  　一方、警官のほうはというと、ある者は野次馬の制止に忙しく、ある者はコンビニの様子に気を取られ、ある者は交通整理に大わらわで、屋上に降りた弥茂祢に気づいた警官はいなかったようだ。少なくとも表の側には。

  　あとは裏口に配された警官がどう出るか……か。

  　弥茂祢がどうやって人ひと質じちを救出するのか。その瞬しゆん間かんを見てみたいのは山々だが、それは不可能な話。となれば、鷹斗にできるのは祈ることくらいだ。

  　鷹斗は我われ知らず両手を合わせ、目を瞑つぶり、弥茂祢が無事に人質を解放しますようにと強く祈った。必死に願った。

  　こんなふうに必死に何かを祈るなんていつ以来だろうと、頭の隅で思いながら。

  　やがて目を開き両手を解いた鷹斗は、弥茂祢の脱出に備えてコンビニの裏手方面へと移動を再開した。
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  　弥み茂も祢ねは屋根から店の裏に飛び降りた。

  　店の裏手にはフェンスが巡らせてあって、建物とフェンスのあいだに裏口へ通じる細い通路が一本あるだけだ。この裏口は店内を通らずに直に事務所へ出入りするときに使われるのだが、通常は施せ錠じようされているから、言ってみれば非常口のようなものだ。

  　弥茂祢は素早くドアに駆け寄り、ドアノブに手をかけた。

  「お、おい、君!」

  「なんだ君は!?」

  「何をしているんだ!」

  「直すぐにそこから離はなれなさい!」

  　防弾盾を構えて裏口の見張りに就いていた警察官が抑えた声でしきりに弥茂祢を呼び止める。ドアに手をかけたまま振り返った弥茂祢は、軽く頭を下げた後、丁てい寧ねいに応こたえた。

  「わたくしは通りがかりの美少女メイド仮面でございます」

  「は……はぁ?」

  　弥茂祢の奇き天て烈れつな出いで立ち──アイマスク＆メイド衣装──と奇妙な返答に度ど肝ぎもを抜かれたのか、見張りの警察官は呆あつ気けに取られてしまって、その場を動こうとしない。弥茂祢はその隙すきにドアを引いた。

  　ドアには鍵かぎがかかっていなかった。ドアノブを握った弥茂祢が軽く手前に引いただけで、ドアはすんなりと開いた。

  　なるほど。強盗が店に押し入ったとき、事務所内にも店員さんがいて、その方は強盗に気づいて直ぐにここから逃げだしたのですね。警察への通報はその方がされたのでしょうか。

  「あ、おい、君!」

  「こら!　何をする気だ!?」

  　制止の声を無視して、弥茂祢は隙間からするりと体を屋内に滑すべり込ませ、ドアを閉めた。

  　警官は追いかけてこなかった。眼前の異常事態に、どう対応していいかわからなくて困っているのだろう。第一、騒さわいで犯人に気づかれたら困る。「戻れ」という呼びかけもなかった。

  　中は弥茂祢が想像したとおりコンビニの事務所で、青白い蛍光灯の光の下、商品棚やら事務机やら椅い子すやらが幾いくつか置かれており、机の上には数台のパソコンが載っていた。一台だけモニターに電源が入ったままだ。

  　事務所の隣となりはストックヤードで、壁かべ際ぎわに商品棚が並び、棚には商品が整然と置かれている。細い通路の向こうに店内に通じるドアが見える。弥茂祢は平然とストックヤードを突っ切り、ドアに手を伸ばした。
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  　静かにドアを開けた弥み茂も祢ねは、顔だけを覗のぞかせ、そっと店内の様子を探ってみる。

  　店内の蛍光灯は全部消えている上、窓にはロールスクリーンが下りているために店内は薄うす暗ぐらかったが、弥茂祢は超小型赤外線カメラを搭載しているので、暗あん夜やでも視界が利きく。この程度ならなんの問題もない。

  　そこは店のいちばん奥まったところで、縦長の店の反対側にカウンターがあって、その奥に男が二人いるのが見えた。

  「どうするんだよ!?　完全に包囲されちまったぜ!」

  「大だい丈じよう夫ぶだって。こっちには人ひと質じちがいるんだからよ。こいつらがいれば、警察だって手出しはできないって」

  「けど、人質連れてどうやって逃げるっつ～んだよ!?」

  「そ、それは、車を用意させてだな……」

  　などと、カウンターの中で強盗犯が会話をしているところだった。いちおう、外からの狙そ撃げきを警戒して身を低くしてはいるようだが。

  　このような状況で逃げられると思うところが能天気と申しましょうか、間抜けと申しましょうか。犯罪者の思考力は謎なぞでございますね。

  　人質の姿が見えないのは、カウンターの奥で床に座らされているか、あるいは転がされているかだろう。

  　弥茂祢はそのまま店内に足を踏ふみだし、直後に、ことさら明るい声こわ音ねで強盗に呼びかけた。

  「こんにちは～～」

  　ぎょっとして二人の強盗が跳びあがり、弥茂祢のほうに顔を振り向けた。

  　二人は店内に人が立っているのに驚おどろいたが、そこにいたのがアイマスクを着けてメイド衣装を着た若い女性だということにもっと驚いた。

  「こんにちは?」

  　弥茂祢は途中で足を止め、首を傾かしげる仕草を見せながら、もう一度、挨あい拶さつした。

  　強盗の片割れがようやくのことで声を絞りだした。

  「な……なんだ、おまえ!?」

  「派遣のメイドサービスでございます。何かご用はありませんか?　炊事から洗せん濯たく、お掃そう除じに裁さい縫ほう、なんでもこなしますよ?」

  「要らねえよ。さっさと帰れ、バカ!」

  「バカはおまえだ!」

  「何がだよ!?」

  　別の一人が囁ささやくように相棒に語りかけるが、人ならぬロボの耳を持つ弥み茂も祢ねには全部聞こえている。

  〈せっかく来てくれたんだ、新しい人ひと質じちにすればいいじゃねえか〉

  「あっ、そうか!」

  〈野郎の店員や客より、あっちの姉ちゃんを人質にしたほうが楽しいだろ〉

  〈たしかにな〉

  〈三人も四人も連れて逃げるのは面倒だからな。というか、却かえって邪じや魔まになる。逃げるときの人質は、あの姉ちゃん一人で充分だろ〉

  〈それもそうだな〉

  〈しかも、逃げ延びたら、あの姉ちゃんといいことできるじゃねえか〉

  〈いいことか?〉

  〈それはもう、すんげぇいいことだ!〉

  　二人は、ぐふぐふと笑いだした。

  　弥茂祢は、やれやれと微かすかに首を振る。

  　こんな馬ば鹿かどもはこの場で殺してしまったほうがいいのではないかとも思うが、鷹たか斗との命令は命令だ。逆らうわけにはいかない。

  　面倒ですが、捕らえることにしましょう。いえ、あまり面倒でもありませんか。

  　二人は鼻の下を長くしたまま呼びかけてきた。

  「おい、メイドの姉ちゃん」

  「はい、なんでございますか?」

  「ちょっと頼たのみたいことがあるんで、こっち来てくれねえか」

  「はい、只ただ今いま」

  　弥茂祢が近づいていくと、いきなり一人が右手を挙げた。

  「よし、そこで止まれ」

  　犯人の右手に拳けん銃じゆうが握られている。リボルバー式の銃口を見る限りモデルガンではなさそうだ。銃口は天てん井じようを向いているが、シリンダーに銃弾が込められているのは確実である。

  　もう一人も、右手にサバイバルナイフを持って身構えた。

  　しかし、弥茂祢は足を止めようとしない。

  「おい、止まれって!　これが見えねえのか!?」

  　男が銃を持った右手を振ったが、弥茂祢は足を止めることなく歩いていく。

  「てめえ、止まれって言ってんだろが!」

  　男は拳銃を持つ手を動かし、銃口を弥茂祢に向けた。

  　なおも弥茂祢は平然と足を動かし、カウンターの前まで来ると、

  「お待たせいたしました。何をご用命でしょうか?」

  　と言って頭を下げた。

  　その直前に弥み茂も祢ねは、手足を縛しばられてカウンター内に転がされている三人の人ひと質じちを確認した。店の商品の荷に紐ひもを使って縛りあげたに違いない。

  「あ……ああ」

  　毒気を抜かれたように、銃を持つ男の腕から力が抜ける。

  　その瞬しゆん間かん、弥茂祢の体が跳ねた。

  　宙に浮かんだ弥茂祢の体は、水平になってカウンターを乗り越えた。カウンターの上に置かれている、肉まんの入った容器よりも高く跳んでいる。

  　弥茂祢はカウンター内に入った直後、まだ体が空中に浮いた状態で左手を振りおろし、銃を持った男の右腕を打った。命に別状がなければ、骨折くらいなら許されるというのが弥茂祢の判断だ。

  　ぎゃぁっ、と短い悲鳴を上げて男は拳けん銃じゆうを取り落とし、左手で右腕を押さえてその場に倒れ、身み悶もだえしている。

  　銃を持った男を打つのとほぼ同時に、弥茂祢の長く伸ばした足先がもう一人の犯人の喉のど元もとに命中していた。男はナイフを取り落として後方へ吹っ飛び、背後の壁に叩たたきつけられた。悲鳴一つあげず、そのまま床に頽くずおれる。

  　なんと弥茂祢は、跳ちよう躍やくしてから着地するまでの刹せつ那なの間に、強盗二人を倒してしまった。
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  　軽々とした身のこなしで着地した弥み茂も祢ねは、床の上で呻うめいている男に向かって左足を振った。ほんの軽く振っただけに見えた。それなのに男の体は勢いよく宙に舞いあがり、そのまま背中から天井に激突した。

  「がっはぁっっっ」

  　鈍い悲鳴を上げた男は、そのまま床に落下して動かなくなった。

  　内臓は破裂していないと思いますから、無む問もん題だい。

  　弥茂祢は床に転がされている人質の下へ近寄っていった。

  「もう大だい丈じよう夫ぶでございます」

  　手足を縛っている紐ひもを引きちぎり、猿さる轡ぐつわ代わりに口に貼はられていたガムテープを弥茂祢が剥はがしてやると、老人から、

  「あ……あなたは?」

  　という掠かすれ声が聞こえた。

  「わたくしは通りがかりの美少女メイド仮面でございます」

  　そう弥茂祢が応こたえると、老人と若い店員二人は目を白黒させる。

  「それよりも。さぁ、早くお逃げください」

  　かくかくと頷うなずいた三人がなんとか立ちあがり、よろよろとした足取りでカウンターから出ていくのを見送った弥茂祢は、跪ひざまずいて床の上に落ちている銃を手に取った。

  　彼女は軽く腕に力を入れ、銃身を少し歪ゆがめると、再び拳けん銃じゆうを床の上に置く。それから転がっているサバイバルナイフを指で摘つまんでへし折った。

  　では、わたくしも逃げるといたしましょう。

  　弥茂祢は再びカウンターを跳び越えると、足早に店内を横切ってストックヤードに引き返し、そのまま事務所を突っ切って裏口に向かった。

  　弥茂祢が裏口を開けると、うわぁっっ、と驚おどろきの声を上げて、ドアの前に集まっていた数人の警官が跳び退すさった。

  「き……君は……」

  　表で歓声やら叫び声やら拍手やらが上がるのが聞こえてきた。

  「人ひと質じちは解放されました」

  「な、なんだって!?」

  「犯人二人は店内で気絶しております。早く行って身柄を確保するべきでございましょう」

  「え?　いや……」

  「早くしないと、犯人が目を覚まして逃走してしまいますよ?」

  　と言ったものの、あの怪け我がでは逃走などできないことは弥茂祢にはわかっている。

  　警官たちは互いに顔を見合わせていたが、そのうち三人の警官が拳銃を抜いて建物内に突入していった。

  　弥み茂も祢ねは残った二人に声をかけ、頭を下げる。

  「では、皆様、ごきげんよう」

  　弥茂祢は隣となりの敷しき地ちとの境界線に張られているフェンスに飛び乗ると、細いフェンスの上を脱だつ兎との如ごとく走りだした。恐るべきバランス感覚だった。

  　弥茂祢が足を動かす度たびに、フェンスが彼女の体重に耐えかねて撓たわむのがわかった。

  「あ、おい、君!　君ぃ!!」

  　唖あ然ぜん、呆ぼう然ぜんと見送るだけで、二人の警察官は弥茂祢を追いかけようとはしなかった。

  　アイマスクを外した弥茂祢は、隣りん接せつする敷地へと身を躍おどらせると、そのまま隣のビルの駐車場を走り抜け、大通りとは反対側の道路に出た。

  　こちら側にはあまり人影がなかった。

  　直接コンビニが見通せないから、野や次じ馬うまたちもこちらには回ってこなかったのだ。

  　人ひと質じちが店から出たのと入れ替わるように裏口から警官が店内に突入した。正面側も同様だろうから、野次馬はそちらに気を取られているはず。このあともしばらくは誰だれも来そうにない。

  　弥茂祢は鷹たか斗との位置をテレコンのＧＰＳ機能を使って素早く確認する。

  　少し離はなれたビルの陰に鷹斗がいるのを確認した弥茂祢が急いでそちらに駆け寄っていくと、鷹斗は大きく安あん堵どの息を吐はいて彼女を出迎えた。

  「ミッションコンプリートでございます、ご主人様。人質三名は無事に解放されました。強盗犯二人も命に別状はございません」

  「そうか。よかった」

  　鷹斗はもう一度、ふぅと安堵の息を吐くと、次には目を輝かがやかせて身を乗りだしてきた。

  「弥茂祢がどんなふうに事件を解決したのか、詳しく聞かせてよ」

  「それよりも、今は早くこの場を離れたいと思います。ご報告は、また後のちほど……でよろしいでしょうか?」

  「そう……だな。それでいいよ」

  「では、直すぐに着替えます。早々にこの場を離れましょう」

  「着替えるって、どこで?」

  「幸い人目もありませんから、その辺のビルの陰ででも」

  「え?　いや……」

  「ご覧になりますか、弥茂祢の着替えを?」

  「み、見ないよ!」

  「そうなのですか。克こつ己き心しんがおありなのですね、ご主人様は。やせ我が慢まんする男子に萌もえ!　であります」

  　そんなものに萌えられてもな。

  「まぁ、いいや。じゃあ、僕はこっち向いてるから、早く着替えて」

  「はい、十秒ほどお待ちくださいませ」

  　そう言って弥み茂も祢ねはリュックを受け取ると、ビルの横手に回った。

  　そうしてきっかり十秒後、ジャージに着替えた弥茂祢が姿を現した。

  「早っ」

  　メイド衣装からジャージ姿に……なんか印象が変わるな。何を着ても綺き麗れいなのは綺麗だけど、こうして見ると、その辺にいそうな女の子にも思える。

  　畳たたんだメイド服とアイマスクをリュックに突っ込むと、弥茂祢はそれを背負った。

  「では、ご主人様、わたくしどもも逃走いたしましょう」

  「その言い方だと、僕らが何か悪いことをしたような気になるけど……まぁ、いいか。じゃ、行こう」

  「はい、まいりましょう」

  　鷹たか斗とと弥茂祢は後ろも振り返らずにその場から走り去った。
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  　十分ほど後、二人は元々行こうとしていたスーパーマーケットの前に立っていた。

  　しばらくその場で乱れた呼吸を整えていた鷹斗だが、やがてゆっくりと背後を振り返った。

  「誰だれも追いかけてこないね」

  「さようでございますね。人ひと質じちの脱出やら警官隊の突入やらと重なりましたから、誰もがそちらに夢中だったのでしょう」

  「けどさ」

  　入り口の自動ドアを潜くぐりながら、鷹斗が訊きいた。

  「コンビニって、普通監視カメラがあるんじゃなかったっけ?　マスクしてても、弥茂祢の全身がばっちり映っちゃってるんじゃないの?」

  「ああ、それならば大だい丈じよう夫ぶでございます」

  　鷹斗が持とうとした買い物籠かごを奪うように手に取った弥茂祢は、あっさりと応こたえた。

  「戻る際、とりあえず店内の監視カメラには電でん撃げきを当てておきましたので、映像データは残っていないと思います」

  「電撃?　そんなこともできるんだ?」

  「はい。弥茂祢は自家発電機能に加えて百ボルト変換器も備えております。ですから、携帯電話を充電することも可能でございますよ?」

  「便利機能満載だな」

  「もっとも電撃に関して申せば、人を一人、二人、三人、四人と殺せる程度のささやかなものでしかありませんが」

  「全然ささやかじゃないだろ!」

  「ご主人様、今弥み茂も祢ねに虎とら縞じまビキニを着せてみようとか思いませんでしたかだっちゃ?」

  　無理やり語尾に「だっちゃ」をつけるなよ。

  「思わないよ!　そんなことは全然まったく思わないけど、弥茂祢は随ずい分ぶんと漫画アニメネタが多いんだな!　とは思ったよ」

  「それも鉄てつ刃じん斎さい博士の影えい響きようではないかと思われますだっちゃ」

  「嫌いやな博士だな。っていうか、もう『だっちゃ』はいいから」

  　了解いたしました、と頷うなずいてから、弥茂祢は応こたえた。

  「何しろそちら方面に関しましては、博士、大田区在住でございますので」

  「大田区?　……おおたく……オタク!」

  「正解です!」

  「迂う遠えんだな!」

  　弥茂祢は買い物籠かごを腕に提さげ、店内を見渡した。

  「さて、ご主人様、何を食されますか?　希望があれば仰おつしやってください。なんでも買いますよ。ご主人様のお金で」

  「ああ。そうなんだ。僕のお金なんだ」

  「そこはそれ、弥茂祢は無一文でありまして。何しろ、ご主人様に急に呼びだされ、取る物もとりあえず、勇んで駆けつけた次第でございますので」

  「それだ」

  「はい?　どれでございます?　これ?」

  　弥茂祢は入り口近くに積んである苺いちごパックの山から一つを取りあげた。

  「いや、それじゃなくて」

  「違いましたか」

  　弥茂祢がパックを戻そうとするのを、鷹たか斗とが遮さえぎった。

  「いいや、それは買おう。苺、好きだし。やっぱり春は苺だよ」

  「そういうものでしょうか」

  　戻そうとした苺のパックを、弥茂祢はもう一度、籠に入れた。

  「僕が言った『それ』はさ、僕が弥茂祢を呼んだってこと」

  「どういうことでありますか?」

  「つまりね、僕は弥茂祢を呼んだ覚えがないんだよ」

  「いえ、ですが、弥茂祢はたしかに呼ばれました。ご主人様の『来い!』という声が強くわたくしの脳裏に響ひびきましたから、弥茂祢は駆けつけたのです」

  「そこがわからないんだよな～～」

  　鷹斗は店内の通路を歩いていって、野菜のコーナーで足を止めた。

  「少し遅くなったから、簡単にできる鍋なべにしよう」

  「よいと思います。野菜もたっぷり摂とれますし」

  「じゃあ、せっかくだからしゃぶしゃぶにしようかな」

  「以前、ノーパンしゃぶしゃぶなる風俗店があったそうですね。それを聞かされた弥み茂も祢ねは、しゃぶしゃぶはご飯で食べるのが当たり前、パンで食べる人などおりませんと思ったものでしたが、まさかノーパンの『パン』があちらを指しているとは。パンを穿はいていなくとも外見にはそれほど変わりもないでしょうに、お客はそれで何が楽しかったのでしょう?」

  「いや、そんなことを僕に訊きくなよ。っていうか、ノーパンを、食べるパンがないと取る奴やつもいないと思うけど」

  「その話を聞かされたとき、わたくしはまだ生まれたばかりでして、世の中の常識には疎うとかったのであります」

  　今でも充分に疎いような気がするけど。というか。

  「あれが流は行やったのって、昭和の時代だろ?　一歳の割りには古いこと知ってるよな、弥茂祢は。特にエロ方面」

  「鉄てつ刃じん斎さい博士の仕込みの賜たまものであります」

  　だから、どういうエロ親おや父じだと。

  「それはさておき。ご主人様、苦手な野菜はございますか?」

  「いや、特にない。野菜は大好きだから」

  「それはよろしゅうございました」

  　弥茂祢は適当に野菜を籠かごに放り込んでいく。

  「では、お肉のコーナーへ参りましょう」

  「あ、うん」

  　弥茂祢の後を歩きながら、こんなふうに誰だれかとスーパーで買い物するなんて随ずい分ぶんと久しぶりだなと、鷹たか斗とは感かん慨がいに耽ふけった。

  　高校一年の頃ころには、もう父親と母親は決定的に不仲になっていて、どちらかと一いつ緒しよに買い物に行くなんてことは、まずなかった。中学の頃は中学の頃で、親と一緒に歩くのがなんとなく恥はずかしくて、やはり一緒に買い物をすることはなかった。

  　ってことは、小学生以来か。

  　数少ない友達と本やゲームやアニメグッズを買いに行くことはあっても、スーパーマーケットで買い物をすることなどないから、本当に久しぶりの経験だった。

  　こういうのも、なんかいいかもな。なんとなく夕飯が楽しみになってくる。

  「ご主人様、ご主人様」

  　先に行った弥茂祢が精肉コーナーで手を振っている。

  　呼びかける弥茂祢は背が高く、よく目立つ美少女。しかもジャージ姿で、大きなリュックを背負い、手には買い物籠かごを提さげている。一方、呼ばれた鷹たか斗とは、この辺りの住民なら誰だれでも知っている浦うら華か和わ東とう園えん高校の制服だ。違和感があり過ぎだった。

  　周りにいたお客の視線が鷹斗に集中し、突き刺さる。いたたまれなくなった鷹斗は、急いで弥み茂も祢ねに駆け寄った。

  「頼たのむから『ご主人様』って大きな声で呼ぶのは止やめてくれないか。他人の視線が痛い」

  「さようで……ございますか。では、なんとお呼びいたしましょう?」

  「名前でいいよ、名前で」

  「鷹斗様?」

  「う～～ん、様付けだと、名前を呼ばれても目立つような気がするけどなぁ」

  「では……鷹斗さん?」

  「うん……まぁ……それでいいか……な」

  　それでも違和感があるけど、という思いが拭ぬぐいきれない鷹斗ではあった。

  「鷹斗さん」

  「え?　なに?」

  「た、か、と、さ、ん」

  「だ、だから、何かと?」

  「いえ、呼んでみたかっただけでございます」

  「あ、そう」

  「ですが、スーパーでこのように二人だけで買い物をしながら鷹斗さんなどとお呼びしますと、まるで新婚さんみたいですね」

  　うわ～～、それだよ、僕が感じていた違和感の正体は。口に出して言われると、もの凄すごく恥はずかしいな。

  「やっぱダメだ。呼び方を変えよう」

  「さようでございますか?　いい感じだと思いましたのに」

  「いい感じすぎて恥ずかしい。えっと、呼び捨てにしてくれればいいや」

  「え?　ですが、それでは友達のようではありませんか。わたくしはあくまで鷹斗様……鷹斗……鷹やんの従者でありますれば」

  　いきなり親しげだな!

  「あぁもう、鷹やんでいいや」

  「そういうわけにもいかないと思うのですが、しかし、ここで立ち話をしていても何も決まらないでしょうし、これは後ほどもう一度お話しさせていただくということで如何いかがでしょう?」

  「ああ、それでいいよ」

  「では、暫ざん定てい的てきな措そ置ちといたしまして『鷹斗様』と呼ばせていただきます」

  「やっぱりそれか」

  「なるべく小さな声で」

  「そうしてもらえると助かるな」

  　弥み茂も祢ねは声を落として言った。

  「では、改めまして、鷹たか斗と様」

  「なに?」

  「お肉はどれがよろしゅうございますか?　しゃぶしゃぶというからには、百グラム二百円や三百円の牛バラ肉というわけにはいかないでしょう。こちらとこちらとこちら、この辺りので如何いかがでしょう?」

  　弥茂祢が指さしたのは、百グラム六百円、千円、千五百円のしゃぶしゃぶ用の薄うす切ぎり肉だ。前の二つはオーストラリア産だが、最後のは国内産だ。

  「よし、今日は奮ふん発ぱつして国内産霜しも降ふり和牛にしよう」

  「よろしいのですか?」

  「いいよ、いいよ。月例試験の最終日だったんだし、僕と弥茂祢が出会った記念日だし。少し豪華に行こうよ」

  「了解してございます」

  　弥茂祢は百グラム千五百円のしゃぶしゃぶ用高級和牛パックを一つ手に取った。

  「一パック二百グラムほどありますから、これでよいですね?」

  「いや、それじゃ足りないだろ?」

  「え?　二パック買ってしまいますと、余りますでしょう?　まさか鷹斗様、四百グラムくらいなら一人で食べ切ってしまうと仰おつしやいますか?」

  「もちろん一人じゃそんなに食べられないよ。そうじゃなくて、弥茂祢の分」

  「あ。ですが……」

  　弥茂祢はどことなく戸惑った様子だった。

  「わたくしは食事をする必要がございませんので」

  「あぁ、そうか」

  　鷹斗は弥茂祢がロボッ娘こであることを思いだす。

  　なんだ。二人で買い物して二人で食事の支し度たくしても、結局、一人で食べることになるのか。ちょっとがっかり。

  　鷹斗が肩を落としたのに気づいた弥茂祢が、

  「どうかなさいましたか?」

  　と訊きいてきた。

  「いや～～、せっかく奮発するのに、一人で食べるんじゃ意味ないなぁと思って」

  「そうなのですか?」

  「まぁ、弥茂祢が食べられないんじゃ仕方がないけどさ」

  「申し訳ございません。完かん璧ぺき人型女子仕様とはいえ、さすがに飲み食いはできません。というより、そもそも不必要でございまして。ですが、ご一いつ緒しよに食卓を囲むことくらいならできるのですが」

  「そうだな。それでいいか」

  　と頷うなずいた鷹たか斗とは、やはりもう一パック、牛肉の薄うす切ぎりを買おうとする。

  「ご主人様?」

  「ただ座ってるだけじゃ味気ないだろ?　こっちも気になって食事に集中できないし。だから料理を並べて食べる真ま似ねくらいしてよ」

  「……まるで仏前へのお供そなえのようですね」

  「お供えか。いい例たとえだな」

  　意外とやるもんだな、一いち大たい老ろう。って、これはべつにワープロソフトの能力じゃないか。

  「ですが、鷹斗様、わたくしは食べる真似をするだけでありますから、食費がもったいないと思うのですが」

  「いいよ、いいよ。食費をケチるより、弥み茂も祢ねと一緒に食事するっていう雰ふん囲い気き作りのほうが大切だから。幸い生活費には少し余裕があるし」

  「さようでございますか。余った生活費はすべてエロ関連商品に回っているのかと懸け念ねんいたしておりましたが……」

  「回るかっっ!」

  「であれば、ご一緒させていただきます」

  　鷹斗は心が弾はずむのを感じていた。

  　変なの。血の通わないロボッ娘こと一緒に食事するのが、こんなにも楽しみだなんて。

  　それは家族の団だん欒らんを失って久しい鷹斗が、心のどこかでその手のものに飢えていたことの裏返しだったのだが、本人にそこまでの自覚はない。

  「とはいえ、さすがに百グラム千五百円のお肉は高すぎます。もったいないお化けが出てしまいます。わたくしは、こちらの六百円のお肉で。余った物を冷凍しておけば、あとで肉じゃがか何か作れますし。そのほうが鷹斗様のお財布にも優やさしゅうございます」

  「うん、まぁ、弥茂祢がそれでいいならいいけど」

  　その他にも、飲み物、果くだ物もの、お菓子等々、いろいろ買い込んだ。

  　調子に乗って買いすぎてるかもしれない。二人いるといっても、結局、飲み食いするのは僕だけなんだものな。

  　と思うものの、弥茂祢が商品を買い物籠かごに入れていくのを敢あえて止めなかった鷹斗である。誰だれかと買い物をしているというシチュエーション自体が楽しかったから。

  「とはいえ、さすがにそろそろ打ち止めだな。弥茂祢、レジへ行こうよ」

  「はい、鷹斗様」

  　溢あふれんばかりの商品が満載になった買い物籠かご二つを弥み茂も祢ねは軽々とレジまで運んだ。

  　夕刻になっていたため、やはりレジは混んでいた。いつもだったら苛いら々いらするような待ち時間だが、隣となりにいる弥茂祢と話をしているうちに順番が来た。

  　一人ではないことが、こんな場合でも効能を発揮するんだな。

  　などと感心しながら、鷹たか斗とは手早く支払いを済ませる。

  　買い物の品を入れた大きなレジ袋を三つ、弥茂祢が手に取ろうとすると、一つを鷹斗が奪い取った。

  「鷹斗様?」

  「いや、一つは僕が持つよ」

  「鷹斗様のお気遣いは感謝いたしますが、弥茂祢は十万ナキウサギのロボッ娘こですから、この程度の袋の百個や二百個、屁へでもございませんよ?」

  　そんな綺き麗れいな顔で「屁でも」とか言われると……たじろぐな。

  「いいんだ。僕が持ちたいだけだから」

  　弥茂祢はまじまじと鷹斗の顔を見つめ、そして表情を変えないまま言った。

  「やはり鷹斗様はよいお方でございます。弥茂祢は鷹斗様の僕しもべとなれたこと、とてもよかったと思っております」

  　鷹斗は照れくさくなったのか、下を向いたまま歩きだし、スーパーマーケットの自動ドアを潜くぐった。

  　外に出たところで足を止め、追いかけてきた弥茂祢に呼びかける。

  「あのさ、弥茂祢」

  「はい?」

  「主人とか僕とか言うのは止やめないか」

  「え?　ですが」

  「まだわからないこともあるけど。というか、わからないことのほうが多いけど。家に帰ったら改めて詳しい話を聞かせてもらうけど。でも、主人と僕ってのはなんか違う気がするんだ」

  「では、わたくしと鷹斗様の関係は、どう理解すればよろしいのでございましょう?」

  「う～～ん、そうだな」

  　右手にレジ袋を提さげたまま、鷹斗は空を見上げた。すでに辺りは黄たそ昏がれ色いろに包まれており、空には一つ、二つ、三つと星が瞬またたいていた。スーパーマーケットの電飾にも灯ひが点ともっている。

  「友達……かな。友達になろう、弥茂祢」

  「友達……でございますか?」

  　弥茂祢は戸惑った様子で鷹斗を見やっている。

  「ですが、鷹斗様、わたくしの言い分を一方的に信じてしまってよろしいのですか?　わたくしが何かよからぬことを企たくらんでいる可能性だって、ないこともないと思うのですが」

  「企たくらんでる奴やつは、そんなこと言わないさ。それに、万一、弥み茂も祢ねが僕を油断させて金品を巻きあげようっていう新手の詐さ欺ぎを企んでるっていうのなら」

  　鷹たか斗とは小さく肩をすくめてみせた。

  「それはそれで」

  「なんと投げやりな」

  「僕はさ」

  　鷹斗はゆっくりと歩きだす。

  　直すぐに弥茂祢が横に並びかけてきた。

  「友達なんか、たくさんいても面倒なだけだと思ってた。ガールフレンドなんて、もっと面倒だと。だから、そういう面倒な存在は作りたくなかった。でも」

  　鷹斗は隣となりを歩いている弥茂祢に視線を向けた。

  　弥茂祢は軽く小首を傾かしげたが、何も言わずに鷹斗の次の言葉を待っている。

  「弥茂祢は面倒くさくなさそうだから、友達になれそうな気がした」

  「仰おつしやることの意味が……よくわかりません」

  　弥茂祢はまたも小首を傾げた。

  　そういう仕草を見ると、本当にロボッ娘ことは思えないよな。

  　鷹斗は、弥茂祢がロボット、あるいはアンドロイド、もしくはロボッ娘であることが信じられない気がしている。

  　たしかに公園で見たジャンプ力とか、ビルの屋上からコンビニの屋根に飛び移った能力とか、いろいろ人間離ばなれしてはいるけど、でも、一流のスタントマンならできなくもないかも……。拳けん銃じゆうを持った強盗を倒して人ひと質じちを解放したところだって、僕は見てないし。いやでも、あのジャンプ力は人間じゃ無理か。脈もなかったしな。

  　弥茂祢が、自分がロボッ娘だと思い込んでいるだけのただの女の子だったらいいのに……と、そんなことを考えてしまう鷹斗だった。

  　しかし、弥茂祢の応こたえは。

  「ですが、鷹斗様、弥茂祢は人間ではありません。血の通わないロボッ娘でございます。友達と言うにはあまり相応ふさわしくない相手だと思うのですが」

  　やっぱり人間じゃないのかなぁ。

  「だけどさ、猫や犬とだって友達や家族になれるわけだから、ロボッ娘相手にだって、なれるんじゃないかな?」

  　弥茂祢は一いつ瞬しゆん、破顔した……ように鷹斗には見えたが、さて、実際のところ、どうだったのだろう。

  　鷹斗は弥茂祢の顔に視線を据すえたが、彼女はいつもの無表情のままだった。

  「そう言っていただけること、忝かたじけなく思うのでありますが、命令を出す者と出される者が友人というのはどうなのでしょうか?」

  「う～～ん、そうだな。じゃあ、もう命令は出さないよ」

  「はい?」

  「何か緊きん急きゆうの事態でも起きない限り、命令は出さない。お願いすることはあるかもしれないけどね。これなら友達だろ?」

  「吃びつ驚くりいたしました」

  「何が?」

  「こう言ってはなんですが、わたくしには強大な力が備わっております」

  「みたいだね」

  　まぁ、弥み茂も祢ねの話を全面的に信じれば、だけど。

  「わたくしの力を積極的に使おうとしない鷹たか斗と様の考え方、姿勢、態度に驚おどろいているのでございます」

  「そんなに驚くことかな」

  「わたくしを使えば、コンビニ強盗だろうが貴金属店強盗だろうが銀行強盗だろうが、し放題なのですから」

  「強盗しかしないのかよ!」

  「労せずしてお金を手に入れることができますよ?」

  「でも……僕はとりあえずお金に不自由はしてないから」

  　弥茂祢が不意に足を止めたので、鷹斗も立ち止まって振り返った。

  「どうかした?」

  「いえ、なんと申しましょうか」

  　弥茂祢は、まじまじと鷹斗の顔を見つめている。

  「先ほど人間性せい悪あく説せつというようなお話をいたしましたが、弥茂祢は今、人間性せい善ぜん説せつを信じてもよいような気がしております」

  　鷹斗は小さく肩をすくめた。

  「それは言い過ぎだな。僕なんか、力を手に入れたところで怖こわくて銀行強盗なんかできない、ただの小しよう心しん者ものだよ」

  「鷹斗様が小心者か大だい心しん者ものかはさておきまして」

  　大心者ってなんだよ。そんな日本語、あったっけ?　おかしな単語が登録されてるんだな、ＡエーＯＴＯＫオトク。

  「弥茂祢が、鷹斗様がご主人様でよかったと思っているのは事実でございます」

  「ああ……そう」

  「わたくしども鉄てつ刃じんシリーズは、それはもうご主人様の命令には従う存在でありますが、それでも思考回路は確立されておりますので、好こう悪おの判断はできるのです。ですから、ご主人様の命令であれば、どんな種類のものであろうと喜んで実行、というわけではありません」

  「うん、だったら尚なお更さらだな。僕は弥み茂も祢ねが嫌いやがるような命令はしたくないから、まず弥茂祢に訊きいて確認するよ。で、弥茂祢が嫌じゃなかったら、改めて命令する。そんな感じでどう?」

  「万ばん歳ざい、万歳、三み河かわ万歳でございます」

  「万まん歳ざいな」

  「その冷静な突っ込みも、弥茂祢の好みでございます」

  　相手がロボッ娘こでも、見た目が同年代の女の子にそういうこと言われると……照れる。

  　照れを隠すように前を向いた鷹たか斗とが再び歩きだすと、直すぐに弥茂祢が隣となりに並びかけてきた。

  　東の空には夜の帳とばりが降りつつあり、瞬またたく星の数が増えているが、西の空はまだ茜あかね色いろに染まっている。明日もいい天気になりそうだ。

  　そのまま二人は寄り添うように住宅街を歩いて、鷹斗が暮らしているマンションまで行った。歩いている間中、鷹斗は妙に嬉うれしく妙に気き恥はずかしく、とても落ち着かない気分だった。
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   第３章　背中の鉄刃をその娘は見せた

  



  
    １
  


  

  　十五畳じようほどの広さを持つフローリング敷じきのリビングダイニングは、全体的に簡素で小こ綺ぎ麗れいな印象だ。目立つのは大型の液晶テレビと幾いくつかのゲーム機、それに壁かべ際ぎわに並ぶ背の高い書棚くらい。その書棚に並んでいる物の大半はコミックスや文庫本であり、文庫本の過半はライトノベルというのが、まぁ今どきの高校生らしいといえばいえる。

  　この他、寝室兼勉強部屋にも書棚があって、そちらにも本や参考書が並んでいるのだから、鷹たか斗とはそこそこの読書家なのかもしれない。

  　リビングダイニングの片隅、キッチンに近い場所に置かれている、飴あめ色いろに塗られた長方形のダイニングテーブルの前に陣取った鷹斗が、キッチンで食事の支し度たくをしている弥み茂も祢ねのほうへちらちらと視線を送っている。カウンターキッチンになっているので、リビングダイニングの側からキッチンの様子が見通せるのだ。

  　鷹斗は制服を脱いでジーンズにカジュアルなシャツというラフな恰かつ好こうになっている。

  　一方、鷹斗の部屋に招き入れられた弥茂祢は最初に着ていた機能的なデザインのメイド衣装に着替えてキッチンに立った。彼女のメイド衣装はエプロン付きなので、鷹斗がいつも使っているエプロンを貸すまでもなかった。不思議なことに弥茂祢がキッチンに立っただけで、一輪の花が咲いたように部屋が明るく華やいだ雰ふん囲い気きになった。

  　この部屋で自分以外の誰だれかがキッチンに立っているのを見るなんて初めてだな。昔は母親がキッチンに立って働いている姿をよく見たものだけど。

  　父親も母親も互いに牽けん制せいし合って、鷹斗が暮らすこの部屋に来ることは滅めつ多たになかったから、必然的にキッチンに立つのは鷹斗自身のみだった。

  　三人で暮らしていた頃ころから両親は共働きだったが、母親は毎日、朝、会社に行く前と、夜、会社から帰ってから、鷹斗のために食事を作ってくれていた。

  　母親に予定外の残業が急に入ったりした日には、幼い鷹斗は空すきっ腹ぱらを抱えたまま、じっと母の帰りを待っていたものだ。だから、帰ってきた母親がキッチンに入って忙しそうに立ち働く姿を見るのが鷹斗は大好きだった。

  　父親はいつも帰りが遅かったから、夕食は──時間的には夜食というほうが相応ふさわしかったかもしれない──たいてい母親と二人だった。

  　予あらかじめ帰りが遅いことがわかっている場合は、母親は当日の朝に鷹斗の夕食の準備まで済ませて出かけていた。そういう日の夕食は、冷蔵庫に入っている作り置きを温めて鷹斗一人で食べるわけで、味気なくも侘わびしい夕食だった。

  　だからこそ、父親に仕事が入っていない休日に三人揃そろってする食事は、家で食べても外に食べに行っても楽しいものだった。

  　それがいつからだろう。休みの日でも三人揃そろって食事をすることがなくなったのは。

  　そしていつからだろう。母親が、まるで家に帰りたくないとでもいうように、連日連夜の残業を繰くり返すようになったのは。

  　気がつけば鷹たか斗とは、毎日、一人で夕食を摂とるようになっていた。

  　中学の三年頃ごろには自分で料理もするようになっていた。

  　そして高二の今、鷹斗は一人で暮らしている。

  　食事の時間だけでなく、朝起きたときも、夜寝るときも、この家には鷹斗しかいない。最近ではそれが当たり前になっていた。それでいいと思っていた。

  　でも、本心は違ったのかもしれない。

  　見ず知らずの、しかも人ではなくロボッ娘この弥み茂も祢ねをいきなり家に連れてくるなんて、冷静に考えてみれば随ずい分ぶんと不用心な話だ。彼女がその可能性を指摘したように、例えば本当の主人は別にいて鷹斗を騙だましている場合など、家に入ってから豹ひよう変へんするという虞おそれがないわけではない。そして彼女が超強いロボッ娘であるなら、襲おそわれた鷹斗に抵抗はできない。

  　でも、実際問題、そんなことはあり得ないよな。だって、彼女がその気なら、わざわざ僕を騙さずに強引に押し入ればいいだけだし。っていうか、そもそもこの家には金目の物なんかないんだし。騙して金品を奪うなら、もっと金持ちを狙ねらわなきゃダメだろ。

  　だから鷹斗は、彼女の言葉すべてを信じられなくても、おおよそ信じていいと思っている。

  　うん、やっぱり僕のモットーは「来る者は拒まず、去る者は追わず」だから。弥茂祢が僕に呼ばれたというのなら、それでいいじゃないか。

  　弥茂祢みたいな現代科学の遥はるか斜め上を行くロボッ娘が存在しうるものなのかとか、鉄てつ刃じん斎さい博士とは何者だとか、僕はいつどうやって弥茂祢を呼んだのかとか、疑問点はいろいろとあるけれど、そんなに焦あせらなくても、あとで確認すればいいと鷹斗は思うのだ。

  　いきなり押しかけてきた、人ではないロボッ娘。けれど、今日、たぶん友達になれた。今のところはそれで充分だ。それに。

  　先ほどから鷹斗は、キッチンでてきぱきと働く弥茂祢を見るともなしに見ている。むしろ、目が離はなせない。誰だれかが家にいるというだけで、誰かがキッチンに立っているというだけで、誰かと食事ができるというだけで、ただそれだけで、今日の鷹斗の心は言いようもないくらい弾はずんでいた。たとえ相手が人間でなくロボッ娘だったとしても、それはいいものだ、素す敵てきなことだと鷹斗は素直に思うのだった。

  



  
    ２
  


  

  　ふと鷹斗の脳裏に、小さな女の子の顔が浮かんだ。

  　そういえば、昔……小学生低学年の頃は、近所に住んでた羅ら蘭らんの奴やつがよく家に遊びに来てて、ときどき一いつ緒しよに夕食を食べたっけなぁ。あの頃ころは楽しかったな。

  　家には父がいて、母がいて、家族という存在はたしかにそこにあって、そして学校には友達がいた。

  　小学校の高学年にもなると、それまでのように無邪気に遊ぶこともなくなり、羅ら蘭らんとは自然と疎そ遠えんになってしまったが、彼女──外と野の宮みや羅蘭は今も高校の同級生で、鷹たか斗とが普通に話のできる数少ない友達の一人といっていい存在だった。

  　というか、高校の女子で話ができるのなんて、羅蘭くらいしかいないもんな。それはそれで寂さびしい気もするけど、でも、女子って気を遣うし、なんか面倒くさいんだよな。弥み茂も祢ねくらいさっぱりしていると気を遣わなくてもいいから楽だ……って、当たり前か。あいつ、見た目は美少女だけど、ロボッ娘こだから男でも女でもないし。あと、やたらとエロネタ振ってくるし。いやでも、家に連れてきちゃった以上、管理人さんに同居人として報告しておいたほうがいいのかな?　ロボッ娘ってことは秘密にするしかないけど。ただ、そうなると、どう見ても高校生同士で同どう棲せいとか、そういう話になっちゃうよな。親に連絡が行くかも?　う～～ん、それは困る。親しん戚せきの娘こを預かったとか……って、一人暮らしの僕が言うのは無理があるよなぁ。

  　などと、鷹斗が過去を振り返り現在を分析し未来を想像していると、弥茂祢が土ど鍋なべの載ったカセットコンロをダイニングテーブルに運んできた。

  「どうかされましたか、鷹斗様。遠い目をなさっていましたが」

  「あ、いや」

  　鷹斗は慌あわてて思考を打ち切って現実に意識を集中させる。

  「家に誰だれかがいるなんていうシチュエーションが久しぶりだったんで、ちょっと昔を思いだして物思いに耽ふけったというか、未来を憂うれえて今後を案じていたというか」

  「さようでございましたか。わたくしはまた、鷹斗様が素す敵てきなエロ妄もう想そうにどっぷりと、たっぷりと、耽っておいでなのかとばかり」

  「耽らないよ!　夕食時にまでエロ妄想に耽るような男なのか、僕は!」

  「……夕食時にまで?」

  「あ」

  　墓ぼ穴けつを掘ってしまったようだ。

  「ええ、そうでございますね。お一人のときでしたら、思う存分耽ってくださってかまわないのであります。わたくし、鷹斗様のベッドの下をチェックいたしたりはしませんので、ご安心くださいませ」

  「ないよ。そんなところにはエロ本とか置いてないよ」

  「そんなところには?」

  「う」

  　墓はか穴あなはどんどん深くなっていく。

  　鷹たか斗とは必死で話題の転換を図った。

  「それより!　弥み茂も祢ねがコンビニ強盗を退治した話、聞かせてよ!」

  「それはようございますが」

  　弥茂祢はキッチンへ戻り、それぞれ肉と野菜の載った大皿を二つ手にして出てきた。

  「とはいえ、大してお話しすることもないのでありまして。何しろ、あっという間に終わってしまいましたし」

  「だから。どんなふうにあっという間に解決したのかを聞きたいの」

  「さようですか。ですが……」

  　弥茂祢はしゃぶしゃぶのタレの入った小こ瓶びんを二つ、テーブルに載せると、何やら難しい顔になって小首を傾かしげている。

  「え?　何か問題が?」

  「問題といいますか、今やご存じないのは鷹斗様だけでして、読者の皆様は経過も結果もよく知っておりますので、ここで弥茂祢が説明することは屋おく上じよう屋おくを重ねるといいますか、バターの上にマーガリンを塗るようなくどい行為ではないかと危き惧ぐするのであります」

  「は?　読者って誰だれ!?　っていうか、どうして僕、ハブられてるの!?」

  　鷹斗が必死になって訴えると、弥茂祢はやれやれと小さく首を振った。

  「仕方がございませんね。では、ざっと簡単に説明させていただきます」

  「いや、僕、詳しい話を聞きたいんだけど……」

  「密ひそかにコンビニに潜せん入にゆうした弥茂祢は、拳けん銃じゆうとナイフを持った群がる強盗をちぎっては投げ、ちぎっては投げ、瞬またたく間に強盗をやっつけ、人ひと質じちを解放したのであります」

  　簡単すぎだろ、その説明!　っていうか!

  「ちょっとちょっと、ちょっと待って」

  「はい?」

  「強盗って二人だったんだよね?」

  「さようでございます」

  「なんでそんな、たくさんいるみたいな表現になってるの?」

  「え?　そんなことはございませんよ。『ちぎっては投げ』『ちぎっては投げ』で合計二人ではありませんか」

  　鷹斗が、がっくりと肩を落とした。

  　弥茂祢からまともに話を聞こうとすると膨ぼう大だいなエネルギーが要るな。

  　のろのろと顔を上げた鷹斗は、テーブルの向こうに立っている弥茂祢を見あげた。

  「えっと……弥茂祢、とりあえず座れば?」

  「わたくしは特に座る必要もございません。鷹斗様が勃たちっぱなしだといろいろ大変かもしれませんが、わたくしは立ちっぱなしでも疲れることもありませんし」

  「また漢字が違ってたよね?　たよね!」

  「相変わらず鋭うございますね」

  「そのくらい直すぐわかるよ」

  「冗談はさておきまして。わたくしは立っていようと逆立ちしていようと疲れることはございませんので、お気遣いなく」

  「いや、そうじゃなくてさ」

  「え?　そうではない?　ということは……ただ立っているだけでは面おも白しろくないから逆立ちをしろということで?　ミニスカメイド服で逆立ちをしろと仰おつしやりますか?　逆立ちする弥み茂も祢ねを眺めながらお食事をなさりたいと?」

  「僕、そんなことは一っ言も言ってないよね!?」

  「たしかに弥茂祢は絶妙バランサーを装備しておりますので、腕一本で一時間でも二時間でも逆立ちしていることは可能でありますが、それはもうチラではなくモロでございますよね。若い男子はモロよりチラのほうが好きだと博士からお聞きしていたのですが」

  「だから!　人の話を聞けと!　あらぬ方向へ話をねじ曲げるなと!」

  「あ、申し訳ございません。気を利きかせて先回りをしてみたのでありますが、どうやら勇み足だったようであります」

  「そんなところで勇むな。そうじゃなくて。そういうのじゃなくて。弥茂祢に立たれていると僕が落ち着かないの。気になって食事に集中できないの。だから座って。これは僕のお願い」

  「わかりました。ご主人様……鷹たか斗と様にお願いされては、従わないわけにはいかない弥茂祢ですので座らせていただきます。ですが」

  「な、なに?」

  　弥茂祢はダイニングテーブルの周りに並んでいる椅い子すに目を落とした。

  「弥茂祢は体重が軽く百キロを超えておりますが、この椅子、わたくしの重みに耐えられるでありましょうか?」

  　跳んで下りたときとか、重そうだなとは思ったけど、そんなにあるのか。見た目は全然そんなふうに見えないんだよな。というか、核かく融ゆう合ごう炉ろを搭載した、原子力空母と戦えるようなロボッ娘この体重が、たったの百キロ、二百キロっていうのが恐ろしい話だわ。鉄てつ刃じん斎さい博士が超マッドサイエンティストだっていうのが頷うなずけてしまう。

  　一度、弥茂祢の生みの親のご尊顔を拝してみたいと思う鷹斗だった。

  　いや、今はそういう話じゃなくて、弥茂祢が座る、座らないの話だし。

  「大だい丈じよう夫ぶじゃないかな。たしかにこれ、安売りで有名な家具屋の椅子だけど、今どき相撲すもう取りが座っただけで壊こわれるような椅子は売らないだろ?」

  「では、遠えん慮りよなく座らせていただきます」

  　弥茂祢はそっと腰を下ろすと、話を再開した。

  「では話を戻させていただきますが。とにかく弥み茂も祢ねは相手に銃やナイフを使う間まも与えずに打ち倒し、その後、悠々と人ひと質じちを解放したのであります。ということで、これ以上、特筆するようなこともないのですが」

  「……強盗、殺してないよね?」

  「一人は弥茂祢に蹴けられて壁に激突、もう一人は蹴られて天てん井じように激突しておりましたが、どちらも命に関かかわるような大おお怪け我がではございません」

  「天井って……どんだけ思い切り蹴ったの!?」

  「いえ、ごく軽くでございますよ?　それはもう、とても優やさしい蹴り方でございました」

  「ええぇ!?　優しく蹴って、天井に激突しちゃうの!?」

  「はい、とても優しゅうございます。強く蹴りますと、たぶん原形を留とどめていなかったのではないかと思います。もしかすると、肉片になっていたかもしれません。今まで人間を強く蹴ったことがありませんから、あくまで想像でございますが」

  　怖こえぇぇ。ロボッ娘こ、怖ぇぇぇ。というか。

  　鷹たか斗とは、ふと思った。

  　そんな怖こわいロボッ娘を手に入れてしまった自分という存在のほうが、今では怖いのではないだろうか、と。

  　弥茂祢に命令するときは慎重にならないとな。

  　その思いを強くする鷹斗だった。

  「鷹斗様」

  「え?　あ、なに?」

  　鷹斗が我われに返ると、弥茂祢は、

  「出だ汁しが沸ふつ騰とうしてきましたから、お肉をどうぞ」

  　と言って、薄うす切ぎり肉を盛った大きな皿を鷹斗の前に差しだした。

  　ま、いいか。とにかく弥茂祢は僕の命令どおり、強盗を殺さず人質を傷つけずに事件を解決してくれたみたいだから。でも、弥茂祢が事件を解決する現場、見てみたかったな。

  　などと思いながら、鷹斗は差しだされた大皿に目を落とした。そこには赤い牛肉の薄切りが丁てい寧ねいに並べられている。綺き麗れいにサシの入った紅白の網あみ目め模様が美しい肉だ。

  　こんないい肉を食べるのなんて、いつ以来だろう。っていうか、そもそも一人じゃ鍋なべなんてしないから、鍋物自体が久しぶりだよな。

  　と感かん慨がいに耽ふけりながら、鷹斗は箸はしで薄切りの牛肉を一枚摘つまんだ。

  　土鍋の中で沸騰している出汁に漬け、箸で軽く泳がせてから肉を引きあげる。

  　少し赤い色の残った肉を胡ご麻まダレに浸してから口に運ぶと、胡麻ダレの甘みと牛肉の旨うま味みがじんわりと口の中に広がっていく。

  　あ、幸せ……。

  　鷹たか斗とが口を動かすと、牛肉は抵抗なく噛かみ切れた。

  　さすがに高価な国産和牛だけのことはあるなぁ。

  　肉を咀そ嚼しやくすると旨うま味みと甘みがさらに口全体に広がり、それに連れて幸せ気分が体中に広がっていく。

  　鷹斗が久しぶりに味わう幸福感に浸っていると、自分のことを見ている弥み茂も祢ねと目が合った。

  　やっぱ、そうやって食べてるところを見られると、気になるよな。

  「弥茂祢も一枚、持っていきなよ」

  　そう言って、鷹斗は肉を盛ったお皿を弥茂祢の前に押しやった。

  「あのぅ、本当によろしいのですか?」

  「いいから、いいから。食べないまでも、タレに漬けるくらいはしてよ。あとで僕が片付けるからさ」

  「では、失礼いたします」

  　弥茂祢は器用に箸はしを操り、肉を一枚摘つまむと、土ど鍋なべの出だ汁しに漬け、直すぐに引きあげた。

  　ほんのりと桜色をした肉が、弥茂祢の前に置かれている胡ご麻まダレの入った小皿に浸された。が、弥茂祢はそれを口に運ぶことをせず、眼前にある小皿の中の肉をじっと見入っている。

  　なんだか戸惑っているような弥茂祢の様子がおかしくて微笑ほほえましくて、鷹斗は内心で笑ってしまう。
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  「じゃあ、野菜とか入れよう」

  　鷹たか斗とは白はく菜さいやら人にん参じんやらが盛られている大皿に手を伸ばした。

  「あ、申し訳ございません」

  　顔を上げた弥み茂も祢ねが、

  「弥茂祢がやるのでございます」

  　と言うのを押し止とどめ、鷹斗は皿の野菜の半分ほどを勢いよく土ど鍋なべに放り込んだ。

  　出だ汁しが再び沸ふつ騰とうして野菜が煮えるまでに、鷹斗は数枚の肉を食べた。

  　その間、弥茂祢はタレと肉の入った小皿を見つめているだけだった。それは、食べる鷹斗の邪じや魔まをしては悪いという彼女なりの配はい慮りよだったのかもしれない。鷹斗は彼女の気遣いをありがたく感じた。

  　野菜を入れた土鍋の出汁が沸騰してくると、出汁の表面に灰あ汁くが浮いてくる。

  　鷹斗がオタマに手を伸ばすのよりも早く弥茂祢の手が動き、オタマを掴つかみ取った。

  「これは弥茂祢にお任せくださいませ」

  「そう?」

  「はい。弥茂祢は灰汁を取るために生まれてきたと言っても過言ではありません。鍋将軍に対抗して、灰あ汁くの女幹部などと呼ばれたこともございます」

  　それ、エロトークをするために造られたのと同じくらい情けなくないか。

  「そこまで言うなら任せるけど」

  　弥茂祢はオタマを振るって灰汁をすくい取る。すくい取りまくる。

  　表面に浮いた灰汁がだいたい片付いたところで、弥茂祢はオタマを箸はしに持ち替えた。

  「お野菜はポン酢ダレがよいですか?　それとも、やはり胡ご麻まダレでしょうか?」

  「野菜はポン酢ダレだな」

  「では、お取りいたします」

  　弥茂祢が火の通った野菜を箸で摘つまみあげ、鷹斗の小皿によそってくれた。

  　そんな弥茂祢のかいがいしい動きを見ているだけで、鷹斗の心は自然と温かさに満たされていく気がした。

  「どうぞ、鷹斗様」

  「ありがとう」

  　野菜で満載になった器を受け取った鷹斗は、次々に野菜を口に運んでいった。

  「弥茂祢も食べられればいいのにね」

  「弥茂祢も、鷹斗様と一いつ緒しよに食事ができたらよいのにと思いました」

  「そうだね。でも、僕はこうして弥茂祢と食卓を囲んでいるだけで楽しいから」

  　って、今日会ったばかりの、それもロボッ娘こ相手に、僕は何を言ってるんだ!?

  　鷹斗は慌あわてて顔を伏せたが。

  「それはようございました」

  　と言う弥み茂も祢ねの言葉に、少しだけ顔を上げ、視線を彼女に向けた。

  　一いつ瞬しゆん、ほんの一瞬だが、彼女が微笑ほほえんだ……ような気がしたのは、鷹たか斗との錯さつ覚かくだろうか。

  「どうですか、鷹斗様?　そのお肉、美お味いしゅうございますか?」

  「ああ、美味しいよ。さすがに高い肉だけのことはあるね」

  「やはり和牛は違いますか」

  「やっぱり和牛は違うね」

  　などと、たわいもない会話をかわしながら、二人は食事を進めていった。とはいえ弥茂祢は最後まで食べないままだったが、それでもいつもの味気ない食事とは違っていた。

  　誰だれかと一いつ緒しよに食べることが食材の美味しさをよりいっそう引き立てていることを鷹斗は実感した。材料が高いか安いかということと、食事が楽しめるかどうかとはあまり関係ないのだと改めて思い知った。

  　久しぶりに食事を堪たん能のうした気がする鷹斗だった。

  　用意された肉と野菜をあらかた片付けると、弥茂祢がテーブル上に並んでいた皿やカセットコンロをキッチンへと下げてくれ、テーブルの上を拭ふいてくれた。

  「今お茶を淹いれますので、少しお待ちくださいませ」

  　そう言うと、弥茂祢は再びキッチンへと戻っていった。
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  　待つこと数分で、弥茂祢は淹れたお茶を運んできた。

  　美味しい食事をした満足感と満腹感に包まれ、まったりとお茶を飲んでいた鷹斗だが、一息入れたところで、まだまだ確認しなくてはならないことがたくさんあることを思いだす。

  　お茶を飲み終えると、鷹斗は確認したい事柄を列挙してみる。

  　曰いわく、

  「どうしてテレコンが自分のところへ送られてきたのか。誰から送られてきたのか」

  「テレコンは誰でも使えるのか」

  「仮にこのテレコンを自分以外の誰かに使われた場合、弥茂祢は言うことを聞くのか」

  「弥茂祢はどこから来たのか」

  「鉄てつ刃じん斎さい博士はどこにいるのか?」

  「弥茂祢は鉄てつ刃じん23号で、同じようなロボッ娘こが何台かいると言ったけど、具体的には何台くらいが稼か働どうしているのか?」

  「もしテレコンが誤配されてたのなら、鉄刃斎博士に返却すべきなのか」

  「テレコンを返した場合、弥茂祢はどうするのか」

  　などなど。

  「えぇと、とりあえず訊ききたいのはこれくらいかな」

  　宙を見上げて少し考えていた鷹たか斗とは、そう言って顔を戻した。

  「わかりましてございます。では一つずつ、弥み茂も祢ねの知っている範囲で、可能な限りお答えしていきたいと思います」
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  　鷹斗と正対するように椅い子すに腰を下ろしている弥茂祢が、ゆったりとした口調で話し始めた。彼女の涼やかな声は、どこか不思議で謎なぞめいた響ひびきで鷹斗の耳に届いてきた。

  「まず一つめ。テレコンが鷹斗様のところへ送られてきた理由ですが、それは弥茂祢にはわかりかねます」

  「あ、そうなんだ」

  「はい。鉄てつ刃じん斎さい博士が見ず知らずの鷹斗様に宛あてて送ったとも思えませんが、かといって、誰だれか別の人に送ったテレコンが誤って鷹斗様のところへ届いたという可能性も低そうですし。これは五番目の質問にも関かかわってくるのですが、博士ご本人に訊いていただくしかないと思うのでございます」

  「そうなのか……」

  「ですが」

  「何か問題が?」

  「博士は今、鷹斗様の質問にお答えできる状況にはないのでございまして……」

  　ずばずばとものを言うロボッ娘こにしては、なんか煮え切らない言い方だな。

  「どういうこと?」

  「博士は今、お空のお星様に……」

  「え?　ええぇ!?」

  　お空のお星様にって……要するに、博士はもう死んじゃってるってこと!?

  　博士がすでに亡なくなっているのでは、どうしてテレコンが自分のところに送られて来たのか、鷹斗には確認する術すべがないことになる。

  　いや、それよりも。生みの親がいないとなると、もしも万が一、弥茂祢が故障とかしたら、どうすればいいんだ?

  　ということを勢い込んで鷹斗が訊くと。

  「弥茂祢は滅めつ多たなことでは故障いたしません。多少不具合が出ましても、博士のラボへ戻れば修復装置もありますので、大だい丈じよう夫ぶかと思います。このまま補給しなくても、十年くらいは稼か働どうできますから、エネルギー切れの不安もございませんし」

  　鷹たか斗とは小さく安あん堵どの息を漏もらした。

  「そうか。ならいいんだけど。で、博士のラボ、研究室だよね?　それはどこに?」

  「その前に、先の質問を一つずつ片付けていきませんか、鷹斗様。思いつく度たび、あるいは違う話題が出る度に質問をされて、弥み茂も祢ねがすべてそれにお答えしていますと、いつまで経たっても最初の質問をクリアできないかと」

  　たしかに、弥茂祢が答える度にあちこち寄り道していては、一向に話が前に進まない。

  「そう……だな。そうしよう」

  　鷹斗は不ふ承しよう不ぶ承しよう頷うなずいた。

  「では、二つ目。『テレコンは誰だれでも使えるのか』ですが、これの答えは端たん的てきにして簡便でして、答えは、資質のある者であれば誰にでも使える、であります」

  「いやそれ、まったく端的でも簡便でもないよ。その『資質のある者』ってのが、よくわからないんだけど」

  「それに関しては、弥茂祢も詳しいことは存じておりません」

  　知らないんだったら、自じ慢まんそうに「端的」とか言わないでほしいな。

  「ただ、人間には四種類あるのだと鉄てつ刃じん斎さい博士からは聞いております」

  　ん?　どういう意味だ!?

  「『四種類の人間』ってのとテレコンの関係性は?」

  「今ご説明申しあげます」

  　弥茂祢は澄すました表情でそう言うと、もったいぶった口調で説明を開始した。

  「まず一番目がテレコンを使えるすけべぇな者、二番目がテレコンを使えるすけべぇでない者、三番目がテレコンの使えないすけべぇな者、四番目がテレコンを使えないすけべぇでない者であります」

  「人間をその四つに分類にした意味がわからないよっ!」

  「こうしてみますと、鷹斗様は一番目でありますね」

  「僕を勝手に第一類に入れるな!」

  「ｘ軸とｙ軸を使って図にしますと、こう」

  　弥茂祢は自分の前の湯飲みに指を入れ、お茶でテーブルの上に四し象しよう限げんの図を描いた。彼女は飲み物も飲まないので、用意したお茶もただの飾り物だった。

  「ちなみに、ｘ軸がテレコンとの親和性、ｙ軸がすけべぇ度でございます」

  「なんで僕、ｙ軸の天てつ辺ぺんのほうにいるの!?」

  「弥茂祢がジャンプしたとき、弥茂祢の下着を覗のぞき込んだ鷹斗様の目つきや呼吸の乱れ、脈拍の上昇度や発汗量などから勘かん案あんされた推測値であります」

  「そんなことを測られていたのか、僕は!?」

  「というのは冗談ですから、あまりお気になさらずに」

  「だ～～～～っ」

  　鷹たか斗とは全身を脱力させ、がっくりと上体を折ったが、彼がテーブルに突っ伏す寸前で弥み茂も祢ねが手を伸ばし、彼の体を支えた。

  「鷹斗様、テーブルがお茶で濡ぬれておりますので、服が汚れてしまいます」

  「あ……ああ、ありがとう」

  　と礼を言ってみたものの。

  　でも、くだらない図をお茶で描いたのは弥茂祢だけどね。

  　と内心でツッコむのを忘れない鷹斗だった。

  　鷹斗が上体を引くと、弥茂祢は澄すました顔のままテーブル上のティッシュボックスから一枚ティッシュを取りだし、描いた図を拭ふき取った。

  「さて、話を戻させていただきますが」

  　なんだか、さっきから話がよれまくってるよな。これが女子テイストなんだろうか。さすが完かん璧ぺき女子仕様のロボッ娘こだけのことはある。

  　と、どうでもいいことに感心してしまう鷹斗だった。

  「テレコンに関しましては、どうして使える人と使えない人がいるのかは博士にも謎なぞのようでありまして、使えるかどうかも、実際に試してみて確かめるしかないそうです」

  　まったく意味のない四分類だったな。

  「ですので、テレコンを入手した後、弥茂祢を呼んだ鷹斗様は『使える人』ということになるわけであります」

  「あ、それもわからなかったことなんだ。僕、前にも言ったけど、弥茂祢を呼んだ覚えがないんだよね。でも、弥茂祢は僕に呼ばれたって言うし。呼ぶって、いったいどういうことなのかも訊ききたかったの」

  　弥茂祢は小首を傾かしげたが。

  「それはつまり、『来い』と命令されたということでございまして、鷹斗様はテレコンを装着して、『来い』と弥茂祢に向かって強く呼びかけたはずなのでありますが」

  　鷹斗はしきりに首を捻ひねった。

  「いや、そう言われても。呼んだ覚えが、僕にはこれっぽっちもないんだけど」

  　鷹斗につられるようにして弥茂祢も首を捻る。

  「ですが、弥茂祢はたしかに呼ばれたのでございます。呼ばれなければ、わたくしが鷹斗様の下にやって来たりはいたしません」

  「おかしいな～～」

  「でしたら、今日一日の行動を振り返ってみては如何いかがでしょう。朝起きてから弥茂祢と出会うまでの行動を。その中に必ず、真実へと至る扉が隠されているはずなのですから」

  「なんか無む駄だにカッコいいこと言ってるな」

  　鷹たか斗とは今朝、起きてからの自分の行動を思いだそうとする。

  「これって基本的に、身に着けないと弥み茂も祢ねを呼ぶことはできないんだろ?」

  「装着していなくても可能でございますが、少なくとも手には持っていないとなりませんね。逆に、身に着けたとしても、巻いた場所が足首でしたら、弥茂祢を呼べないのではないかと思われます」

  「いや、どう見ても腕時計っぽいこれを、そんなところに巻く奴やつはいないと思うけど」

  　と軽くツッコんでおいてから、鷹斗はう～ん、と唸うなった。

  「弥茂祢が今日、僕に呼ばれたと言うからには、やっぱり今日の出来事なんだよな。第一、受け取ってから今日まではほったらかしだったし」

  　鷹斗は腕組みをして首を捻ひねりながら、今朝からの自分の行動を思い浮かべてみる。

  「これを着けたのは学校へ行く前だから、それ以前は関係ない……っていうか、弥茂祢が僕に呼ばれたのは何時頃ごろなの?　そのときに僕が何をしていたかを思いだせばいいんじゃ?」

  「素晴らしい着眼点です!　見事な発想力です!」

  「いや、そこまで誉ほめるようなことじゃないだろ。それより、呼ばれた弥茂祢が最初に指摘しろよって思うんだけど」

  　迂う闊かつでございました、と一礼した弥茂祢は、顔を上げると、

  「少々お待ちくださいませ」

  　と言って固まってしまった。

  「おい、弥茂祢?」

  　数秒後、唐とう突とつに弥茂祢が復活した。

  「お待たせいたしました」

  　びくっと、鷹斗が仰のけ反ぞる。

  「あ、ビックリした!　今何をしてたの?」

  「メモリにある弥茂祢の行動記録をサーチしておりました」

  「……で、何かわかったわけ?」

  「はい。弥茂祢が鷹斗様に呼ばれましたのは、本日の午後一時五十六分三十二秒四六三のことでございます」

  「え?」

  「小数点以下は三桁けたまでしか表示されません。ご不満でしたか?」

  「いや。いやいやいや。不満どころか詳しすぎるだろ、それ。そこまでわかるなら話は簡単じゃないか」

  「では、本日の午後一時五十六分三十二秒四六三の時点で鷹斗様は何をされていたのでありましょう?」

  「その頃は……歌ってたな」

  「歌われて、いた、と?」

  「うん。歌っていた。カラオケで」

  　鷹たか斗とと弥み茂も祢ねが顔を見合わせる。

  「まさか……」

  「まさか……」

  　十秒ほど見合ったままの二人だったが、やがて弥茂祢がゆっくりと口を開いた。

  「鷹斗様は熱唱されるタイプでありますか?」

  「まぁ曲にもよるけど、割りと」

  「ということは?」

  「ということは!?」

  「問題となるのは、なんの歌を歌っていたのか、ということですね?」

  「ちょっと待って。僕には弥茂祢みたいな記録装置はないから」

  　鷹斗はカラオケ店に入ってからのことを必死で思いだす。

  　学校出て、途中で昼ご飯食べて、店に入ったのは一時前。で、最初は軽く歌ってたけど、途中から乗ってきて、シャウト系の歌を選び出して、二時前には、たしかａｎｊｅｌａアンジエラを……。

  「ああ……」

  　鷹斗が惚ほうけたような声を漏もらした。

  「何か思いだされましたか?」

  「思いだしたというか、謎なぞが解けたというか……」

  　鷹斗は全身から力が抜けていくのを感じていた。なんかもう、骨が溶けて海月くらげにでもなった気分だった。

  「ａｎｊｅｌａだ。答えはａｎｊｅｌａだったんだ」

  「あんじぇら……とは、なんなのですか?」

  「えっと、それは男女二人組のユニット名なんだけど、午後一時半過ぎ、たぶん四十分頃ごろから、僕はａｎｊｅｌａの曲を歌っていたな」

  「なるほど。そうしますと?」

  「で、弥茂祢が言った時刻、午後の一時五十六分頃だけど、たぶん『オルタナティブ』を歌っていたんだと思う。そう仮定すると、この謎が解けるんだ」

  「おお。まるで金きん田だ一いち少年のような台詞せりふでございますね」

  「そこは名探偵コナンのようだって言おうよ」

  「申し訳ございません。レーベル的な配はい慮りよが足りませんでした」

  「いや、いいんだけどさ」

  「ところで、そのアンジェラというユニットの『おるたなてぃぶ』という歌、どのようなものだったのでございましょう?　ちょっとここでご披ひ露ろうしてくださいませんか」

  「う～ん、曲とマイクがないとなかなか歌えないけど」

  　と言って、鷹たか斗とは囁ささやくような感じで歌を口ずさんでみる。

  　弥み茂も祢ねの聴ちよう力りよくは人間離ばなれしている……というより、人間ではあり得ない聴力なので、鷹斗の声は聞き取れたし、歌詞も充分に理解できた。

  　歌は肝かん心じんの箇所に近づいてきて、鷹斗の歌声も少し大きくなった。

  

  　完全に二者～択一のジレンマにキスをされた

  　Ｓｉｇｎ　時が～満ちた日

  　来ぉぉい!　僕は逃～げ～な～～い

  ※オルタナティヴ（作詞：atsuko 作曲：atsuko／KATSU）

  

  　そこで鷹斗が口ずさむのを止やめると、すかさず弥茂祢が口を開いた。

  「あのう、鷹斗様、今の歌詞の最後のところがとても気になったのでございますが」

  「うん、弥茂祢が言いたいことはわかる。僕も気になったよ」

  「つまり、ここでございますね?」

  　と言うや、弥茂祢は鷹斗のように歌詞を口ずさんでみせた。

  「来～～い!　僕は逃～げ～な～～い♪」

  「……うん」

  「鷹斗様は、この曲をかなり熱唱されたと仰おつしやいますか?」

  「うん、かなりシャウトした」

  「心を込めて?」

  「うん、心を込めて」

  「情感を込めて?」

  「うん、情感も込めて」

  「そして『来い!』と呼んだだけでなく、『僕は逃げない』と駄だ目め押おしをされています」

  「……いるね」

  「まさしくこの歌詞のとおり、鷹斗様は逃げることなく弥茂祢を受け止めてくださったわけでございますが」

  「は～～～～」

  「は～～～～」

  　鷹斗と弥茂祢は、二人揃そろって長く切ないため息を吐ついた。

  「弥茂祢はカラオケで呼ばれてしまったのでございますか」

  「そうみたいだね。ごめん」

  「いえ、鷹斗様が謝る必要はございません。ただ、なんと申しましょうか、あまりに意外で恐ろしいほど予想外の結末を迎えたために驚おどろいたというのが正直なところでありまして」

  「うん、僕もビックリだよ。でも……カラオケの歌詞でも命令だと受け取っちゃうんだ」

  「そこがそれ、テレコンシステムの恐ろしいところでございます。明確な意志の籠こもった命令形であれば、言ったほうにとっては命令のつもりはなくても、弥み茂も祢ねたち鉄てつ刃じんにとっては命令に等しいのでございます」

  　そういうことを自じ慢まんそうに胸を張って言わないでほしいな。

  「ですから、今後、鷹たか斗と様がテレコンを腕に装着したまま誰だれかと喧けん嘩かをなさり、その挙げ句に激げつ高こうされて『てめえぇ、ぶっ殺してやる!』などと怒ど鳴なりますと、この弥茂祢、たちどころに即、撃滅!」

  「怖こわいな。めっちゃ怖いな、テレコンシステム。こんな物なんか着けてないほうが幸せな人生を送れそうな気がする」

  「ですが、それでは弥茂祢に命令を出せませんよ」

  「だから、命令なんか出さなくてもいいんだってば。別に命令しなくても、弥茂祢は僕と一いつ緒しよにいてくれるんだろ?」

  「そうでございますね。そういう命令を出しておいていただければ」

  「ややこしいな」

  「ですが、やはり身に着けていたほうがよいと思われます」

  「どうして?」

  「弥茂祢たちはテレコンの所有者を主だと認識するように造られております。テレコンを介しての命令しか受け付けないように造られております。ですので、もしテレコンが誰か他の人の手元に移ってしまいますと」

  「僕は弥茂祢の主人でも友達でもなくなるってことか」

  「遺い憾かんながら」

  　弥茂祢は静かに頷うなずいた。

  「せっかく鷹斗様と友達になれましたし、弥茂祢といたしましては、ずっと鷹斗様にご主人様でいてほしいと思っているのでございます。なので、できればテレコンは常に身に着けておいてくださったほうが安心です」

  「ん?　ちょっと待って」

  「なんでございましょう?」

  「弥茂祢は僕のところにくる前に、誰かに仕えていたの?」

  「いいえ。鉄てつ刃じん斎さい博士以外では、鷹斗様が最初のご主人様です。言うなれば弥茂祢の初体験であり、鷹斗様が初めての男性である、ということですね?」

  　うっわ～～、その冗談は笑えないな。

  「でも、まぁ、そうだな、僕だってせっかく友達になった弥茂祢と別れたくはないから、身に着けているほうがいいのかなぁ」

  「はい、ぜひ」

  「でもさ、学校に着けていったとしても、体育の授業のときなんか、外さないわけにはいかないんだよね」

  「できれば、体育のときも着けておいていただきたいのですが、それがご無理なようでしたら、腹巻きの中にしまっておくとか」

  「体育の授業のとき、腹巻きなんかしてないからね!」

  「では、ぱんつの中に隠しておくとか」

  「こんな物、そんなとこに隠せるかっっ!」

  「ご無理でしょうか」

  「無理に決まってる」

  「仕方がございません。その場合は、ロッカーに入れて、しっかりと鍵かぎをかけておいていただくしかありません。ですが、奪う気になれば、学校のロッカーを破は壊かいすることなど造ぞう作さもないことですし。これは困りました」

  「え?　でも、要は僕がテレコンを持っていることを周りに知られなければいいだけだろ?」

  「それはそのとおりなのですが、それでは根本的な解決にならないと思うのでございます」

  「じゃあ、どうしたら?」

  「そうでございますね、それはまた後ほど、解決策を模も索さくするといたしまして、今は先へ進みませんか?」

  「……そうか。そうだな。そうしよう」

  「だいぶ遅くなってしまいました。鷹たか斗と様も明日のご用意とかありましょうし、お風ふ呂ろに入ったりエロＤＶＤを見たりというプライベートのお時間も必要でありましょうし」

  「おい」

  「え?　何か問題が?」

  「僕のプライベートに無理やりエロを持ち込むな!」

  「必要ないのでございますか?」

  「必要ないね!」

  「そうですか。エロＤＶＤなどを見ずとも、弥み茂も祢ねに『一いつ緒しよに風呂に入れ』と命ずればいいと、そういうことでありますね?」

  「そういうことでもないよ!」

  「ご安心くださいませ。弥茂祢は完全防水でありますから、鷹斗様のお背中を流したり、鷹斗様に背中を流されたり、あまつさえ一緒に湯船に浸つかってきゃっきゃうふふをすることも可能なのでございますから」

  　一瞬、脳内に魅惑的な想像が浮かんだが、鷹斗は必死でそれを振り払って左腕を持ち上げ、断固たる口調で言った。

  「春かす日が井い鷹たか斗とが鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ねに命じる。今後、僕に関するエロネタジョークは禁止だ!」

  　あぅぅ、と呻うめいて弥茂祢が固まった。

  「いいな?」

  「鷹たか斗と様の無ぶ聊りようをお慰なぐさめしようとした弥茂祢の配はい慮りよを無にされると仰おつしやいますか?」

  「余計なお世話だ!　というか、エロネタジョークで無聊を慰められて堪たまるか」

  　弥茂祢はしゅんと肩を落とした。

  「喜き怒ど哀あい楽らくがないと言う割りには、なんか悲しそうだな」

  「いえいえ、気のせいでございます。弥茂祢はべつに、エロネタのジョークやらトークやらが大きな楽しみでありましたのにがっかりですとか、そんなことはまったく申しません」

  　楽しみだったんだ。

  「で、では、取り急いで鷹斗様の疑問にお答えいたしましょう」

  「ああ、そうしてくれると嬉うれしいね」


  [image: ]


  

  



  
    ５
  


  

  　弥茂祢は先ほど鷹斗が挙げた疑問点に対して矢継ぎ早ばやに答えていく。途中で鷹斗が新たな疑問を挟むと話が横道に逸それていくので、一気に最後まで話してしまうつもりなのだ。

  「まず弥み茂も祢ねがどこから来たのかという件でございますが、わたくし、鉄てつ刃じん斎さい博士のラボから参りました。ラボでございますよ?　ラブホではございません」

  「誰だれがそんな勘かん違ちがいをするか!」

  「博士のラボがどこにあるのかというのは、今のところ秘密でございますので、どうかお尋ねにならないでくださいませ」

  　……先手を打たれた。

  「なので、鉄てつ刃じん斎さい博士の居場所に関しても機密事項であります。もっとも、博士は今、弥茂祢が連絡をつけようとしても連絡のつかない、遠いお空のお星様にいらっしゃるのですが」

  　迂う遠えんな言い方だな。要するにもう亡なくなってるってことなんだろ?　っても、「もう死んでるのか?」なんて正面から訊きき難にくいよなぁ。

  「次に稼か働どう中の鉄てつ刃じんシリーズが何台あるのかということですが、これも機密事項でございますから具体的な数字はお答えできかねます。ですが、それほど多くはないことだけは間違いありません。せいぜい数台だと思っていただいてよろしいかと」

  　そんなに少ないのか。もっとも、弥茂祢みたいなのがあと二十人も出てきたら、それはそれで凄すごく怖こわいけど。

  「テレコンが誤配かどうかという問題ですが、先ほども申しましたように、これは博士に確認するしかありません。ですが、今博士は弥茂祢からは連絡が取れませんので、棚上げにしていただくしかございません。つまり、今のところは返却する必要がないということです。じつはこれが誤配で、あとで本当の受け取り主でも現れない限り」

  　鷹たか斗とは、そうか、と小さく頷いた。

  「ですから、弥茂祢が鷹斗様の下もとから去るという可能性は、今は考えなくてもよろしいのではないでしょうか」

  　弥茂祢と別れる虞おそれがなくなったと思った鷹斗は、それはよかった、と安堵の息を吐はいた。

  「鷹斗様は……臨機応変といいますか、ものに動じないといいますか、泰たい然ぜん自じ若じやくとされておりますね」

  「そう……かな?」

  「そうですとも。普通でしたら、弥茂祢のようなものが目の前に現れて『ご主人様にお仕えいたします』などと言えば、もっとこう、慌あわてるといいますか、驚おどろくといいますか、パニックになってもおかしくないと思うのですが。あるいは無視するか拒絶するか」

  「前にも言ったかもしれないけどさ、それが僕の行き方だから。生き方だから」

  「さようでございますか」

  　弥茂祢にとっては幸運だったといえるのかもしれませんが……いえ、そうとばかりは申せませんね。鷹斗様のようなお方で果たしてこの先……。

  　弥茂祢が一いつ瞬しゆん、考え込むような仕草を見せた。

  「どうかした、弥み茂も祢ね?」

  「ああ、いえ、なんでもございません」

  　顔を上げた弥茂祢は、きっぱりと言った。

  「これで鷹たか斗と様の一連の疑問にはお答えしたかと思います。他に何かございますか?」

  「そうだな。あとは、明日からの具体的な生活をどうするかってことかな」

  「具体的な生活とは、例えば?」

  「例えば、連休中はともかく、僕は毎日学校へ行くだろ。僕がいないあいだ、弥茂祢はどうするのか、とか」

  「そうでございますねぇ。部屋のお掃そう除じとか、鷹斗様のお召し物の洗せん濯たくとか、いたしますよ?ぱんつなど、丁てい寧ねいに手洗いさせていただきますので、ご安心ください」

  「安心できないよ。っていうか、そんな物は自分で洗うからいいんだ。弥茂祢は余計なことをするな!」

  「何をそんなに力み返っているのです?」

  「いや……だって、ぱんつなんか洗われたら、なんか恥はずかしいだろ。弥茂祢だって、自分の下着を他人に洗われたくはないだろ?」

  「べつにそんなこともございませんが」

  「え?」

  「鷹斗様が洗いたいと仰おつしやるのなら、差しだす所存でございます」

  「い?」

  「今直すぐにと仰るのなら、ここで脱いでも……」

  「言うかっ!　僕のキャラを勝手に捏ねつ造ぞうするなっ!」

  「さようでございますか」

  　ぜぇはぁと荒い息を吐はきながら、鷹斗は弥茂祢を睨にらみつける。

  「僕はエロ方面のジョークを禁じたはずだけど!?」

  「え?　ですが今のはジョークではございませんが?」

  「マジで僕をエロキャラにしてたのか!?　最悪だなっっ!」

  「鷹斗様が何を怒おこってらっしゃるのか、弥茂祢にはさっぱりです」

  　あ～～も～～、こいつは……。

  　弥茂祢に対して腹が立つと同時に、何な故ぜか嬉うれしくなってしまう。心のどこかで、弥茂祢に揶や揄ゆされるのを楽しんでいる自分がいるのを鷹斗は感じていた。

  　なんだろうな、これ。ひょっとして兄弟姉妹と戯たわむれるのって、こんな感じなのかな。

  　鷹斗は一人っ子だったので、その手の経験はない。だから断言はできないのだが、そう考えると辻つじ褄つまは合うような気がした。

  　弥茂祢は、友達でもあり兄妹でもある……のかな。

  　会って一日と経たっていないロボッ娘こにそんな感情を抱いだいてしまうほど、鷹たか斗とは家族や友達という存在に飢えていたのかもしれないが、さて、どうだろう。少なくとも本人には、そこまでの自覚はなかったのだが。

  　自分の感情に少しばかり戸惑いながらも、明日からの生活を予測して対応策を考えなきゃ、と思うだけの冷静さを鷹斗はまだ保っていた。

  「えぇと話を元に戻すけど」

  「弥み茂も祢ねに異存はございません」

  「僕の留守のあいだ、弥茂祢は一人で暇ひまじゃないの?　だいたい掃そう除じとか洗せん濯たくとかしたって、直すぐに済んじゃうだろ。外に出かけようにも、弥茂祢はお金を持ってないんだよね?」

  「でありますね。ですが、どうしてもお金が必要になれば、その辺の自販機を軽く破は壊かいして、ちょっと小銭を拝借すれば……」

  「借りてないよね?　それ、完全に奪ってるよね!」

  「あとで返す気は満々なのですが」

  「気だけ満々でもダメだって」

  　やれやれとため息を吐ついた鷹斗は、顔を上げ、きっと弥茂祢を睨にらみつけた。

  「あのね、弥茂祢が僕のところにいる限り、僕と友達でいる限り、悪いことはしないように」

  「悪いこととは、具体的にどういうことでありましょうか?」

  「ああ、具体的にね。具体的にか。え～～と」

  　天てん井じようを見上げて何かを考えていた鷹斗だが、やがて顔を下ろし、またもや正面から弥茂祢を見つめた。

  「法律に違反するようなことはしちゃダメだ。日本の法律、わかるよね?」

  「はい。六法全書は全部メモリの中に入っておりますので」

  　凄すげえ。っていうか、いいなぁ。メモリに書き込んじゃえば忘れないって、僕もそんな記き憶おく力りよくが欲しいわ。そうすれば、いちいちテスト勉強しなくてもいいじゃん。

  「しかしながら法律の条文はときとして意味不明の場合がございまして、記憶していることが即すなわち理解していることとイコールではないのでありますが」

  「まぁ、それはいいよ。僕だって法律を全部知ってるわけじゃないんだし。ただ、弥茂祢が僕のところにいるのなら、とりあえず悪の側には立つなってこと」

  「では、それをお命じになってください」

  「あ～～、そうか」

  　頭を掻かいていた鷹斗は、少し照れたように左腕を持ちあげ、弥茂祢に対する命令を発した。

  「春かす日が井い鷹斗が鉄てつ刃じん斎さい弥茂祢に命じる。日本の法律は遵じゆん守しゆするように」

  「鉄刃斎弥茂祢、了解いたしました。ですが鷹斗様」

  「何か問題が?」

  「本日のコンビニ強盗事件の際など、弥み茂も祢ねは法律を破っているように思うのですが」

  「あ～～、どうなんだろうね。厳密に言えば公務執行妨ぼう害がいに取られかねない……のかな。それとも家宅侵入罪か?　ってことは……じゃあ、こうしよう。僕が指示する緊きん急きゆう事態の場合は先の命令の特例とする」

  　鷹たか斗とはゆっくりと左腕を下ろした。

  「えぇと、今のでいいかな?」

  「よろしいのではありませんか」

  　意外と面倒くさいものだな、弥茂祢への命令って。

  「で、あとは……」

  　鷹斗はもう一度、明日からの生活をシミュレートする。

  「やっぱり問題になるのはマンションの管理人だな。入り口のオートロックに関しては、弥茂祢に予備の鍵かぎを預けておけばいいとして、このマンション、朝から夕方まで管理人が常駐しているから、出入りすれば必ず見られる。というか、そんな恰かつ好こうで出入りすれば、一発で覚えられる。僕の部屋の住人だとわかれば、必ず訊きかれるぞ。かといって、正直に話をしても胡う散さん臭くさいだけだし。どうするかなぁ」

  　鷹斗がしきりに首を捻ひねっていると。

  「こうすれば如何いかがでしょう?」

  「ん?　何かいい考えが?」

  「弥茂祢は鷹斗様のお父上の隠し子であるという設定にするのでございます」

  「はぁあぁぁ?」

  「お母上には知られたくない存在ですので、こっそりここに匿かくまうことにしたと」

  「あ……なるほど……」

  「この設定であれば、管理人殿も、わざわざ鷹斗様のご両親に問い合わせたりはしないでありましょう」

  「たしかにな。もう完全に他人のプライベートの領域だもんな。意外とイケるかも?」

  「ただし、その場合、この恰好では些いささか不ま味ずいと思うのでございます」

  「そりゃそうだ。なんで真っ昼間っからメイド衣装着てるんだって話だよな」

  「いえ、朝でも夜でも不味いと思うのでございますが、さておき、普通の高校生に見える服装を用意する必要があると思われます」

  「普通の高校生って、例えば?」

  「どこかの高校の制服というのが手っ取り早いのではございませんか?」

  「ああ、たしかに」

  「まぁ、ですが、これは今日、明日でなくても大だい丈じよう夫ぶかと。しばらく弥茂祢が管理人室の前を通らなければ、つまり、鷹斗様のお部屋を出なければよいだけでございますし」

  「でも、こんな部屋に閉じこもってて、暇ひまじゃない?　僕が学校に行ってるあいだ、僕が持ってるゲームでもしてる?」

  「……あの……でも…………あぁ…………」

  「おい、どうした弥み茂も祢ね?　何か苦しそうだけど?」

  「ここは一つ、素す敵てきなエロネタジョークをぶちかます場面なのですが、鷹たか斗と様から禁止されておりますので言うに言えず、弥茂祢といたしましては、もう胸が引き裂さかれるような苦しさを味わっております」

  　そんなことが言えないくらいで引き裂かれちゃうのかよ。

  　しようがないなと首を振りながら、鷹斗は左腕を持ちあげた。

  「春かす日が井い鷹斗は鉄てつ刃じん斎さい弥茂祢のエロネタジョーク禁止令を解除する」

  「胸のつかえが下りた気分です」

  　鷹斗はジト目になって弥茂祢を見つめる。

  「で。弥茂祢は何が言いたかったの?」

  「『僕が持っているゲーム』……鷹斗様は、弥茂祢にエロゲーをやれと仰おつしやるのですね?」

  「くっだらね～～」

  　大きく仰のけ反ぞった鷹斗は、直すぐに上体を戻し、びしぃっと弥茂祢を指さした。

  「っていうか!　僕のことをエロキャラにするなと!」

  「必殺にして渾こん身しんのエロネタジョークを吐はきだせて、弥茂祢は今、かつてないほど清すが々すがしくも満ち足りた気分に浸っております」

  「あんなのが渾身のネタかよ!　というか、あんなネタで清々しい気分になるな!　僕は今、禁止令を解除したこと、大いに後悔しているぞ。もう一度、復活させようかな」

  「そんな殺せつ生しようなことを仰らないでくださいまし」

  　そんなにエロネタジョークを言いたいのか、このロボッ娘こ。

  「弥茂祢がそれほど拘こだわるなら禁止はしないけどさ。もう少し時と場合を考えようよ」

  「弥茂祢は知っております。それはＴＰＯというものでございます」

  「ああ、そうだね」

  「タイム、プレイス、そしてオーバーヘッドキック!」

  「違うだろ!　どうして時と場所を選んだ挙げ句にオーバーヘッドキックをする必要があるんだよ!」

  「エロネタジョークが鷹斗様的にいまいち不評だったので、通常のジョークを炸さく裂れつさせてみました。お気に召しませんでしたか?」

  「いや、なんて言うか……」

  　鷹斗は、またもがっくりと肩を落とした。

  　まともに相手する僕のほうが間違ってる気がしてきた。

  「えぇと、話を元に戻すけどさ」

  「あ、はい」

  「昼間、ずっとこの部屋に閉じこもったままで弥み茂も祢ねは退屈しないの?　ってことを訊きいてるの、僕は」

  「お気遣い、感謝の極きわみですが、どうかご心配なく。弥茂祢は特にすることもない場合には、通常モードから省電力待機モードへと移行いたしますので」

  「パソコンみたいな便利機能だな」

  「省電力待機モードに移行すれば思考回路もシャットダウンされますので、暇ひまであるとか退屈であるとか感じることもございません」

  「そう……なんだ」

  「ですから、そのまま鷹たか斗と様のお帰りをお待ち申しあげていれば……いえ、またお買い物など、ご一いつ緒しよしたほうがよろしゅうございますか?」

  「そうだね。そうしてくれると嬉うれしいかも。ただ、その場合、管理人室の前をどうやって通るかという問題が」

  「でしたら、弥茂祢はジャージか何かに着替えておけばよろしいのではありませんか?　このマンション、ファミリータイプの部屋が多いようですから、ほとんどが家族で住んでいる方だと思われます。管理人の方も、子供の一人一人までは覚えてらっしゃらないでしょう?」

  「そうかもね。でも、帰ってきたときは?」

  「顔を見られないように覆ふく面めんでもしておきますか?」

  「怪しすぎて、余計に注目されるだろ!」

  「では、全裸にて。これなら顔に視線が向かない上に、怪しくもありませんね?」

  「怪しいだろ!　思いっ切り怪しいだろ!　っていうか!　怪しい怪しくない以前に、全裸になった時点で犯罪者だからね?　法律遵じゆん守しゆの精神はどこへ行ったんだ!?」

  「冗談ですから、そんなに怒おこらないでくださいまし」

  「あ～～、禁止したい。もう思いっ切り禁止したい気分だな」

  　弥茂祢は深々と頭を下げた。

  「申し訳ございません」

  　顔を上げた弥茂祢は、すがりつくような目を鷹斗に向けてきた。

  「以降、時と場合に気をつけ、控え目に、かつ地球環境に優やさしく行使する所存でありますので、どうか禁止するのだけはご勘かん弁べんくださいませ」

  「そんなふうに言われちゃうと禁止できないけど……どうして弥茂祢がそこまでエロネタジョークに拘こだわるのかが僕にはわからない」

  「なんと申しましょうか、それはロボッ娘ことしての弥茂祢の存在理由に関かかわる大きな問題なのでございまして」

  「マジかよ」

  「少なくとも鉄てつ刃じん斎さい博士は、弥み茂も祢ねがエロネタジョークを振ると喜んでくださいました。ですから弥茂祢は、博士に喜んでいただきたい一心で、頑張ってエロネタジョークを仕込んだのでございます。わたくしどもはご主人様に仕える存在でありますから」

  　そうか。生みの親に擦すり込まれた性せい癖へき……ってことか。いや、だからどんなエロ親おや父じなんだ、鉄刃斎博士は。

  「なかなか大変なんだな、弥茂祢も」

  　と、しんみりした口調で鷹たか斗とが言うと。

  「いえ、今のもジョークでございますので、あまりお気になさらずに」

  「うが～～～～っ!」

  　一声吠ほえた鷹斗は思わず腰を浮かせ、チョップを弥茂祢の額ひたいに打ち込んでいた。

  　そして。

  「痛いてえぇ!」

  　打った右手を左手で押さえながら仰のけ反ぞった。

  「あ、鷹斗様、言葉ではなく体でツッコむ場合はお気をつけください。弥茂祢の外骨格は鋼こう鉄てつよりも遥はるかに硬い物質でできておりますので」

  「そういうことは先に言っておいてほしいなっ!」

  　ぜぇはぁと荒い息を吐はきながら痛みを我が慢まんしていた鷹斗だが、そのうち唐とう突とつに笑いだした。

  「ホントに弥茂祢はもう。もう。もう。楽しいじゃないかっっ。あははははは」

  「た、鷹斗様?」

  　戸惑う弥茂祢の前で、鷹斗は腹を抱えて笑っている。

  　こんなに楽しいのはいつ以来だろう。こんなに思い切り笑ったのはいつ以来だろう。

  　テレビのお笑い番組を見て小さな笑いを漏もらす以外、最近笑った記き憶おくがほとんどない。学校で友達と馬ば鹿か話ばなしをして盛りあがることもない。こんなに大笑いした記憶は、子供の頃ころまで遡さかのぼらなくてはならなかった。

  　友達や兄弟姉妹と馬鹿話をするって、きっとこんな感じなんだろうな。みんなが馬鹿な話で盛りあがる気分が少しわかった気がする。

  　今まで鷹斗は、そういうことを嫌きらっていた。そういうことをしている級友たちを心のどこかで馬鹿にしていた。

  　でも、そうだな、こういうのもたまにはいいのかもしれない。

  　今はそう思える。

  「弥茂祢、禁止はしないから安心しろ」

  「あ、さようでございますか」

  「でも、時と場合は考えろよ」

  「お任せくださいませ。弥み茂も祢ねは、やればできるロボッ娘こなのでございます」

  　まだ少し不安な気持ちが残る鷹たか斗とだが、その不安を振り切って、とりあえず話を進めようと思った。

  「じゃあ、留守中のことは心配しなくてもいいんだな?」

  「はい。省電力待機モードでしたら、一万年くらい補給しなくても平気ですので。いつまでであろうとも、弥茂祢は鷹斗様のお帰りをお待ちしております」

  　一万年て……僕もういないよ。人類だって、下へ手たすりゃいないんじゃないか?

  「そんなに待たなくてもいいよ」

  　と応こたえた鷹斗は、ふと気になることに思い至った。

  「あのさ、弥茂祢」

  「はい、なんでございましょう?」

  「僕が死んだ場合は、どうなるの?」

  「その場合は」

  　そこで弥茂祢は一いつ瞬しゆん、言い淀よどんだように見えた。

  「鷹斗様と弥茂祢の主従関係はご破は算さんになります」

  「やっぱり、そうなのか」

  「ですから鉄てつ刃じんは、ご主人様を護まもらなくてはなりません。それが最優先命題となります。ご主人様の守護、それが以前に申しあげた根本的な行動原理の一つでもございます」

  「そうなんだ」

  「ですので、本音を申しあげれば、鷹斗様が学校に行ってらっしゃるときも、弥茂祢はお近くに待機していたいのでありますが」

  「う～～ん、でもなぁ。いくら省電力待機モードがあるからって、ずっと校門の前に立ってるわけにもいかないだろ?」

  「そうで……ございますね。この件に関しては弥茂祢に少しばかり考えがありますので、とりあえず保留にしていただいてもよろしゅうございますか?」

  「そう?　じゃあ任せるけど、何か実行するときは必ず事前に僕の了解を取ってよ?」

  「弥茂祢は鷹斗様から全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを勝ち得ていないのですね」

  「いや、だって、弥茂祢とは今日の午後に出会ったばかりだろ」

  「さようでありました。では、わたくし、鉄てつ刃じん斎さい弥茂祢は鷹斗様に信頼していただけるよう、全力で頑張る所存なのであります」

  「そこまで力まなくてもいいけどさ。さておき、じゃあ、何か買い物が必要なときは、僕が学校から帰ったら一いつ緒しよに買い物に行くってことにしておこうか」

  「それでは鷹斗様が二度手間になってしまいます。学校が終わったところでお呼びくだされば、弥茂祢は直すぐに参上いたします」

  「呼ぶって?」

  「テレコンをお使いください」

  「あ、そうか。っていうか、これ、離はなれたところでも使えるんだ」

  「弥み茂も祢ねとテレコンの間には常に通信回路が確保されております。それは弥茂祢が待機モードになっていても保持されておりますので、いつ使っていただいても大だい丈じよう夫ぶでございます。携帯電話の代わりだと思っていただけばよいかと。日本の都市であれば、各所に中継所が設置されておりますから、どこであろうと参上いたします」

  「それは凄すごいな。本当に携帯電話みたいじゃないか」

  「ええ、ＫＤＤＥの中継所に、ひっそりと間借りさせていただいております」

  「無断でか?　それは最悪だな」

  「無断ではございません。間借りの交換条件として、先方も鉄てつ刃じん斎さい博士の持つ特許の幾いくつかを無料で使うことができますから、それでチャラになっていると思うのです」

  「あ、そうなんだ」

  　それもビックリだな。

  「とはいえ、鷹たか斗と様が弥茂祢を呼べる場所にいらしたとしても、弥茂祢のほうからお呼びだしすることはできませんが」

  「ふぅん、なるほどね。となると、いざというときのため、弥茂祢も携帯を持っていたほうがいいのかな」

  「それは、鷹斗様が弥茂祢に携帯電話を買い与えてくださるということでしょうか?」

  「あ～～、弥茂祢はお金ないんだもんな。まぁ、携帯の一台くらい、なんとかなるんじゃないかな。家族割とか入れば、通話料も安くて済むし」

  　あ、でも、あれって、未成年者が買うときは親の許可が要るんだっけ?

  「ああ……」

  　天てん井じようを見上げた弥茂祢が、どことなく惚ほうけたような声を漏もらした。

  「ん?　どうかした?」

  「鷹斗様に携帯を買っていただき、あまつさえ家族割に入れていただくなど、なんだか本当に家族になったような気がして、弥茂祢は感激しております」

  　感激できるんじゃん。表情はほとんど変わってないけど。

  「いや、そんな大げさなものじゃないと思うよ。それに僕だけで買えるかどうかわからないし。ちょっとあとで調べておくよ。保護者の許可が要る場合はどうするかだけど、それは改めて検討だな」

  「うぅ。なんというありがたいお話でございましょう。鉄刃斎弥茂祢、感謝のあまり、少しも言葉が出てこないのでございます」

  　いや、出てる出てる。

  「っていうか、携帯、持ったことないの?」

  「はい。今まではずっと博士のお側そばに侍はべっておりましたので、特に必要もありませんでしたし。博士のほうからは、適てき宜ぎ、呼びだしがかかりましたが」

  「ふぅん」

  「携帯電話は、常々、弥み茂も祢ねの憧あこがれの存在でありました」

  「いや、現代科学の遥はるか斜め上を行く弥茂祢にそんなこと言われてもな。鉄てつ刃じん斎さい博士も、携帯の一つくらい買ってやればいいのに」

  「これでもう思い残すことはございません」

  「そういう死亡フラグ的なこと言うのは止やめようよ」

  「申し訳ございません」

  「じゃあ、復習。管理人対策は、弥茂祢がどこかの高校の制服らしき物を入手して、何か訊きかれたら父親の隠し子という設定で押し通す」

  「はい」

  「僕を護まもるという面では、弥茂祢に何か考えがあるようなので、それが実現可能かどうか検討する。ただし、実行する前に僕に報告する」

  「はい」

  「必要があれば、放課後、弥茂祢を呼んで買い物に行く」

  「はい、すべて了解してございます。ところで、鷹たか斗と様」

  「なに?」

  「いつもお昼ご飯はどうされておりますか?」

  「え?　昼はたいてい学食で食べてるけど」

  「お弁当など作る必要はございませんか?」

  「弁当!?　それは考えなかったな」

  「材料さえあれば、毎朝、作ることも可能でございますが」

  「う～～ん、いや、それはいいや」

  「さようでございますか?」

  「弁当なんか持っていくと、級友に何か言われそうだし」

  「自分で作ったことにしておけばよろしいのでは?」

  「そうか。そうだな。毎日はともかく、たまには弁当もいいかもな。じゃあ、頼たのんでいい?」

  「お任せくださいませ」

  「じゃあ、僕は風ふ呂ろに入って、少し復習してから寝るから」

  「では、弥茂祢は夕食のあと片付けを済ませておきます」

  「すまないな」

  「それは弥茂祢の仕事でありますから、どうかお気になさらずに」

  「弥み茂も祢ねにとってはそうかもしれないけど、でも、やっぱりありがとうって言っておくよ」

  「弥茂祢は鷹たか斗と様のそのお言葉だけで胸がおっぱいであります」

  「いや、胸は元からおっぱいだけどね」

  「冷静なツッコミ、ありがとうございます」

  「そんなことで感謝されてもな」

  「少し言い間違えましたので、訂正させていただきます。胸がいっぱいです、と」

  「ホントに好きだな、エロネタジョーク」

  「大好きなエロネタジョークを続けさせていただきますと」

  　自分で認めちゃったよ、こいつ。

  「一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入れ、とお命じにはならないのですか?」

  「命じないよ!」

  「さようでございますか。この完かん璧ぺき人型女子仕様の魅み惑わくのボディをご覧になっていただけないのは返す返すも残念なのであります」

  　え?　残念なの?　そこまで言われちゃうと男としては……。

  「うん……なんていうか、まぁ、あれだよ、弥茂祢がどうしても見せたいって言うなら、僕は拒まないけどさ」

  「なんてことを!　鷹斗様のエッチ!」

  「おいぃ。残念とか言いだしたのは弥茂祢だぞ。どっちなんだよ、もう」

  「そこはそれ、嫌いやよ嫌よもいいのうちという、いじましくも健けな気げな女心を理解していただけませんと」

  　鷹斗はジト目になって上体を引いた。

  「弥茂祢にあるの、女心とか?」

  「さて、どうでございましょう?」

  「自分で言っておいて自分で首を捻ひねってるなよ」

  　もうキリがないので、鷹斗は椅い子すから立ちあがる。

  「はい、その話はもうお終しまい。僕は風呂に入ってくるから。一人で!」

  　弥茂祢も椅子から腰を浮かせ、丁てい寧ねいに頭を下げた。

  「行ってらっしゃいませ」
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  　お湯を張った湯船に体を横たえ、鷹斗はまたも大きなため息を吐つく。

  　やれやれ、波は瀾らん万ばん丈じようの一日だったな。まさか、あんなロボッ娘こと遭そう遇ぐうし、あまつさえ自分の部屋に連れてくることになるとは。

  　弥み茂も祢ねは、鷹たか斗とが心のどこかで望んでいた、決まりきった日常を打ち破る存在だった。だからこそ鷹斗は、普通だったら眉まゆに唾つばするような弥茂祢の話をすんなり受け容いれたのだ。

  　さて、明日は試験休みか。どうするかな。弥茂祢を連れて、どこかに遊びにでも行くか?

  　温ぬるめのお湯にのんびりと浸つかり、体も頭もリラックスさせた鷹斗は、あれやこれやと考えを巡らせる。

  　にしても、誰だれかと暮らすってのは意外とエネルギーが要るものなんだな。物心がついたときから一いつ緒しよにいる両親はともかく、そうでない場合は。結婚したときなんかもそうなんだろうか。もしその想像が正しいなら、両親は互いに一緒に暮らすというだけで、ずっとエネルギーを使い続けてきたことになるんだな。僕の両親だけでなく、世の中の夫婦ってものは、みんなそうなんだろうか。だとしたら、少し尊敬してしまう。まぁ、それはいいとして。

  　弥茂祢がここに来たことで、明日からは鷹斗が少し苦労する場面が出てくるかもしれない。何しろ彼女のことは秘密にしなくてはいけないのだから。

  　っていうか、あれだけ弥茂祢と話をしたってのに、根本的な部分での疑問は少しも解消されていないような……。弥茂祢の奴やつ、わざとはぐらかしてるんじゃないだろうな。

  　などと疑ってしまう鷹斗であるが、その疑念は強あながち的外れでもなかった。もっとも、彼がそのことを知るのは、ずっとあとになってからだったが。

  　まぁ、いいや。僕のモットーは「なるようになるし、ならないようにはならない」だから、今からあれこれ考えてもしようがない。あれこれ悩んでも意味がない。対策を考えるのは実じつ践せんしてみてからでいいや。

  　体が充分に温まったので、鷹斗は湯船から出て髪と体を洗うことにする。

  　ただなぁ、ロボッ娘こだっていっても、同年代の女子のような姿形をしているから、気を遣うよな。今までだったら、風ふ呂ろから出て部屋を裸で歩いても平気だったけど、今日からはそんなこと、できないものな。

  　もしそんなことをしたら、弥茂祢に何を言われるかわからない。あとあとまで美お味いしいネタとして使われるのは確実だ。

  　気をつけないとな。

  　自分を戒いましめながら髪と体を洗い終えた鷹斗は、もう一度湯船に浸かった後に風呂から出た。
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  　風呂から出たところで弥茂祢が何か仕掛けて（?）くるかと少しばかり警戒した鷹斗だが、案に相違して何も起きなかった。

  　髪を乾かし、ジャージに着替えてから、そっとリビングダイニングを覗のぞきに行くと、弥茂祢はローソファーに腰を下ろし、足を投げだした恰かつ好こうで固まっていた。照明が落ちた室内で身動き一つしない弥み茂も祢ねは、元から呼吸をしていないだけに、まるで死体置き場に打ち棄すてられた死体のようだ。

  　鷹たか斗とは急に不安になった。もしも万が一、弥茂祢が故障でもして動かなくなったら、どうすればいいのか。

  　弥茂祢の奴やつ、鉄てつ刃じん斎さい博士の研究所に行けば自動修復装置があるって言ってたけど、そこまでどうやって運ぶんだ?　体重が軽く百キロ以上あるんだろ?　自転車じゃ無理だし。タクシー呼んだって、どうやって車に乗せればいいのか……いや、その前に!

  　鷹斗は鉄刃斎博士の研究所がどこにあるのか聞かされていないことを思いだした。

  　それ、ダメじゃん。

  　機密事項だとは言われたが、いざというときのために研究所の在あり処かだけでも確認しておかなくてはと思い、鷹斗は急いでリビングに足を踏ふみ入れた。

  「おい、弥茂祢。起きて、弥茂祢!」

  　ぶん、という短い起動音がして、弥茂祢の瞳ひとみに光が点ともった。

  　軽々と立ちあがった弥茂祢を見て、鷹斗は安あん堵どの息を吐はいた。

  「どうかされましたか、鷹斗様?」

  「いや、待機モードとは聞いていたけど、なんか壊こわれたみたいに見えたから、ちょっと不安になってさ。それに、もしものときは弥茂祢を鉄刃斎博士の研究所まで運ばないといけないじゃないか。だから、その在処を訊きいておこうと思って」

  「大だい丈じよう夫ぶです。その必要はありません」

  「え?　どういうこと?」

  「弥茂祢が動けなくなった場合は緊きん急きゆう警報が研究所に入るようになっております。わたくしの姉妹が運びに来てくれるのです」

  「そう……なんだ」

  「逆に言えば、姉妹の誰だれかが動けなくなった場合は弥茂祢にも救出指令が出るわけでございまして、その際には、しばらく鷹斗様の下もとを離はなれる許可をいただきたいのでございます」

  「べつに、それはいいんだけど」

  「それと、誠に申し訳ないのでありますが、先ほども申しあげたとおり、博士の研究所の場所は機密事項でありまして、たとえ弥茂祢のご主人様となられた鷹斗様であっても、お教えすることはできないのです」

  　むぅ、と鷹斗が不満そうな表情になった。

  「ご立腹でございましょうが、何とぞご寛かん恕じよのほどを」

  「碁ごを打つの?」

  「碁会所ではございません。『ご寛恕ください』は、お許しいただきたい、という意味でありまして、相手に敬意を払う場合に使うのです」

  「本当に弥み茂も祢ねは難しい日本語を知ってるな」

  「それほどでもございません」

  「でも、べつに怒おこってるわけじゃないから。ただ、そんな秘密の存在である鉄てつ刃じんのテレコンが、どうして僕なんかのところに送られてきたのかなって思ってさ」

  「さようでございますね。実まことにもって不思議なことでございます」

  　鉄刃本人である弥茂祢にも不思議なんだ。じゃあ、僕にわかるわけがないよな。うん?　鉄刃……そういえば。

  「ねえ、弥茂祢。公園で鉄の刃を見せてくれるようなこと言ったけど、結局、服を切り裂いてしまうから無理だって話になっただろ。今なら見せてもらっても平気なんじゃない?」

  「そうお出いでになりましたか」

  「あれ?　何その反応?」

  「あのときはああ申しあげましたが、本音を申せば鷹たか斗と様に見ていただきたくないと、弥茂祢はそう思っておりました」

  「どういうこと?」

  「鷹斗様が弥茂祢のことを怖こわがるかもしれないからであります」

  「意味がわからない」

  「その意味、お話しいたしましょう。鷹斗様、お座りになりませんか?」

  「あ、ああ」

  　何か予想外にシリアスな雰ふん囲い気きになってきて鷹斗は戸惑ったが、興味のある話ではあるので、素直にローソファーに腰を下ろした。

  「照明は消したままでよろしゅうございますか?」

  「いいけど」

  　リビングの窓のカーテンは開いているから、室内は暗くら闇やみというほど暗くはない。弥茂祢の顔も見えているし、歩くのにも不都合はないが、どうして弥茂祢は電気を点つけようとしないのか、鷹斗には不思議だった。

  「では、お話しさせていただきます」

  　弥茂祢は鷹斗に背を向けて立ち、リビングの窓の外を見たまま落ち着いた声で話し始めた。静まり返ったリビングに響ひびく彼女の声は低く静かで、エロネタトークをしているときとは別人のようだった。
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  「そもそも鉄刃のプロトタイプは、鉄てつ刃じん斎さい博士の警護をするためのロボットだったのでして、最初は犬型でありました」

  「犬型だったのか」

  「主人の言うことを聞く警護ロボ、ということから来る連想で、博士は犬型のデザインを選んだのでしょう」

  「なるほどね」

  　言われてみれば、たしかにしっくり来る。

  「博士は当時から傑けつ出しゆつした頭脳の持ち主でありました。ですので博士の研究を手に入れよう、あるいは博士自身を手に入れようなどと考える勢力、国家もございまして、博士は常に身辺に警護ロボを侍はべらせておりました。けれど博士は、次第にただの警護ロボットに飽き足らなくなったのです。もっといろいろな機能をつけよう、どうせなら犬型でなく人型のアンドロイドにしようと思い立たれました。その頃ころには博士の研究・実験も進んで、高性能なアンドロイドの製作も可能になっていたのであります」

  「それって、いつの話?」

  「数年前……とだけ申しておきます」

  　また秘密か。なんか、秘密のベールに包まれた存在だな、鉄てつ刃じん斎さい博士って。

  　などとどうでもいいことを連想している鷹たか斗とを余よ所そに、弥み茂も祢ねは話を続けていく。

  「その後、試行錯さく誤ごを重ね、ようやく鉄てつ刃じんシリーズの初号機ができあがりました。もちろん最初の鉄刃は博士の満足いく物ではなく、新たな鉄刃が何台も造られました。初期型はデザインも同じただのアンドロイドだったのですが、そのうち博士は個体ごとにデザインを変え、高機能ＡＩと疑ぎ似じ人格を搭載するようになりました。言ってみれば、各鉄刃に個性が与えられたわけであります。ですが、どの鉄刃も武器を内蔵していることだけは共通しておりました。当然ですね。鉄刃斎博士の警護こそが鉄刃シリーズの本分であるのですから。ですので」

  　弥茂祢はそこで言葉を切って、自分の体を見下ろした。

  「弥茂祢にも武器が内蔵されております。その武器を装備した姿こそが本当のわたくし、鉄刃23号であるのです。弥茂祢の真の姿、ご覧になりますか、鷹斗様?」

  「あ……う、うん、見て……みたい」

  「了解いたしました。では」

  　弥茂祢はジャージの上着のジッパーに手をかけ、引きおろした。

  「え?　な、何するつもり、弥茂祢!?」

  「服を脱いでおきませんと、出した鉄刃で服を斬きり裂さいてしまいますので」

  「で……でも……」

  「鷹斗様は、わたくしが鉄刃を実装した姿だけでなく、わたくしの半裸をも同時に鑑かん賞しようできるわけですから、まさに一石二鳥でありますね」

  「そんな二鳥は要らないけど……」

  「あ、下は脱ぎませんのでご安心ください」

  「いや、そういうことを言ってるんじゃなくて」

  「え?　もしかして鷹たか斗と様、下まで全部脱げと仰おつしやいますか?　半裸では物足りないと?　全裸になれと!?」

  「言ってないよっっ!」

  　とツッコミながらも、弥み茂も祢ねがいつもの弥茂祢であることに、鷹斗は少し安心した。

  　だって、なんだかマジなんだもん。ちょっと……怖こわい。

  　とか思っているうちに、弥茂祢はジャージの上を脱ぎ捨てていた。

  　えぇっっ!?　ノーブラなの!?

  　鷹斗の疑問に応こたえるように弥茂祢が言った。

  「弥茂祢の乳房はしょせん偽にせ物ものでございますから、これ以上成長もいたしません。垂れる心配もありません。ブラジャーを着ける必要がないのであります」

  「あ……いや……でも……なんていうか」

  　部屋が暗いからまだいいけど、そうであってもまともに正視できないよ。

  　鷹斗は思わず視線を逸そらせてしまった。

  「ですが、このままですと、鷹斗様が大量の鼻血を噴かれ、出血多量で死にかねませんので、手ブラで」

  「そんなんで死ぬわけないだろっ!」

  　ソファに座ったまま視線を逸らせて鷹斗がツッコむと。

  　頭上から弥茂祢の声が降ってきた。いつもとそれほど声こわ音ねが違うわけでもないのに、彼女の声は今まで聞いたことのないほど真しん摯しな色を帯び、厳おごそかな雰ふん囲い気きに満ちていた。

  「先ほども申しましたが、弥茂祢は、この姿をお見せすると鷹斗様が怖がられるのではないかと思っておりました。ですが、今では見ていただいても平気な気がいたします。弥茂祢の真の姿をご覧になっても、鷹斗様はわたくしを拒絶なさらないように思えますので」

  　ど……どういう意味だ?

  　鷹斗がそっと顔を上げ、視線を弥茂祢に向けると。

  　窓を背に立っている弥茂祢からは、何か異様な雰囲気が感じられる。

  　ただでさえ暗い上に逆光だから、彼女の表情は判然としなかった。瞳ひとみだけがルビーのように赤く輝かがやいているのが異様な雰囲気の一因だろうか。もっとも、いつでも無表情な彼女のこと、はっきり顔が見えても、表情から彼女の気持ちを読むことなどできはしないのだろうが。

  　両手で胸を隠したままの姿勢で身じろぎもせずに立っている弥茂祢の体の輪りん郭かくだけが、窓から入ってくる微かすかな街灯の明かりを受けて、やけにはっきりと見えた。

  　ど、どうしよう。ホントに見てていいのかな。

  　鷹斗が迷っていると。

  　小さなモーター音のような異音が静せい謐ひつなリビングに響ひびき渡った。

  　続いて、カシャン、という微かすかな金属音が。

  　なんだろう……って、あれは!?

  　鷹たか斗とは目を瞠みはった。

  　彼女の背後に蛇へびのような細長い物が立ちあがったからだ。

  　そのとき。

  　空を覆おおっていた雲に隙すき間まができたのか、リビングの大きな窓から月光が差し込み、室内が仄ほの明あかるくなった。

  　月光は弥み茂も祢ねの背後から差しているので逆光がさらにきつくなり、弥茂祢の前面は凹おう凸とつすら判然としなくなった。けれど、彼女の背後に立っている物は確認できた。

  　それは一本の刃。途中に関節のような箇所が複数あるのが見て取れる。あの部分で刃を曲げることができるのだ。

  　再び小さなモーター音と微かな金属音が響ひびき。

  　二本目の刃が彼女の背に立ちあがった。

  　うぃ～ん、カシャン。

  　うぃ～ん、カシャン。

  　うぃ～ん、カシャン。

  　刃が立て続けに立ちあがっていく。

  　何本も何本も何本も。

  　いったい弥茂祢は何本の刃を収納しているのか。

  　弥茂祢はこのまま無限に刃の数を増やしていくのではないか。

  　鷹斗がそんな錯さつ覚かくに陥おちいりそうになったとき、唐とう突とつに音が止やんだ。

  　弥茂祢の背には無数と言ってもいいほどの刃が乱立し、銀色の月明かりを受けて鈍く煌きらめいている。

  　不意に刃の群れが蠢うごめいた。

  　まるで一本一本が意志を持っているかのように、ぞわり、ぞわりと動き。

  　そして乱立している刃の群れは、いきなり大きく広がった。

  　鷹斗は完全に目を奪われた。いや魂たましいまで奪われていた。

  　……まるで孔く雀じやくの羽みたいだ……いや、違うな。どちらかというと……。

  　鷹斗は自分の記き憶おくの中にある、今の弥茂祢と似た姿を掬すくいあげる。

  　そうだ、あれは。あれは……千せん手じゆ観かん音のんだ。

  　背後からの月光を受け、背に生やした無数の鉄てつ刃じんを大きく広げた弥茂祢の姿は、怖おぞ気けをふるうほど禍まが々まがしく、身み震ぶるいするほど美しく、心を奪われるほど神こう々ごうしかった。

  　迷える衆しゆ生じようを救済する千手観音の千の腕とは違って、弥茂祢の背中に生えているのは敵を切り刻む刃だ。敵を滅する刃だ。その事実が、圧倒的な迫力を伴って鷹斗の心に迫った。

  「この刃は鉄てつ刃じん斎さい博士が開発した超鉄でできておりますので、硬度は並みの鉄とは比較になりません。戦車の装甲程度なら軽く斬きり裂さくことができます。硬度のみならず強度にも優すぐれておりますので、打だ撃げきでの攻撃も可能でございます。全体を統括する独立した疑ぎ似じ神経系統を搭載しておりますので、一本一本が自立しているかのように細かな動きが可能です。また、互いが邪じや魔まにならないように連係して動かすことも可能です。強きよう靱じんなボディに高い機動力と相まってのこの攻撃力。おそらく単体の移動型陸戦兵器としては、現状、地上最強と言っても過言ではありません。それが鉄てつ刃じんシリーズであり、鉄刃斎弥み茂も祢ねは開発番号23番の鉄刃なのです」

  　説明する弥茂祢の声が止やんだが、弥茂祢の姿に見み惚とれている鷹たか斗とは固まったままだ。

  「どうされましたか、鷹斗様?　え?　手ブラが邪魔だから退のけろ?」

  「僕、そんなことは一っ言も言ってないよね!?」

  　本能的にツッコんで、ようやく鷹斗は我われを取り戻す。

  「よかったです。鷹斗様、どこか遠いところへ旅立ってしまわれたのかと」

  「いや……行きかけたけどね。むしろ逝いきかけたかもだけどね」

  　鷹斗は大きなため息を吐ついた。

  　これで弥茂祢が人間ではないことが証明された。ロボッ娘こであることが確定した。

  　そうか。僕、なんだかんだ言っても、彼女が人間であることを心のどこかで期待していたのかな。まぁでも、だからといって、僕が弥茂祢を怖こわがるなんてことはないけどね。むしろ僕が怖こわいのは、こんな弥み茂も祢ねの主あるじにして友達になっちゃった僕自身だよね。父さんや母さんが知ったらなんて言うかな。
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  「うん、ありがとう、弥茂祢」

  「あの……弥茂祢のことが怖くありませんか?」

  「怖くないよ」

  「鷹たか斗と様の僕しもべを続けてもよいのですか?」

  「いいよ、もちろん。っていうか、僕じゃなくて友達だろ」

  　弥茂祢は静かに目を閉じ、両手を胸の前で組み合わせた。でも、微妙に胸は隠してる。

  「わたくし、胸の中に、何やら感じたことのない熱さが迫せりあがってまいりました。これは、もしかしてひょっとすると……炉ろ心しん溶よう融ゆうが始まったのでしょうか」

  「おいぃ、危ないな!　危なすぎるな!」

  「いえ、冗談でございますが」

  「冗談にしても危なすぎるっつ～の」

  「申し訳ございません」

  　と頭を下げた弥茂祢は、顔を戻すと、ちらりと背後に視線を送った。

  「もう背中の刃をしまってもよろしいでありましょうか?」

  「いいよ。早くしまって」

  　そう応こたえつつも、もっと見ていたい気もして、なかなか複雑な心境の鷹斗である。

  　いや、弥茂祢の半裸を見ていたいわけじゃないよ。

  　と自分で自分に言い訳をする。

  　弥茂祢の刃はあっという間に畳たたまれ、収納された。

  　その気になれば、出すときも今のように瞬しゆん時じに展開できるのだろう。鷹斗に見せるために、一本一本、ゆっくりと出したに違いない。

  　たちまち弥茂祢は元の姿に戻った。

  　あの禍まが々まがしくも美しい刃の群れは虚こ空くうに消えてしまったかのようだ。あれらがすべて弥茂祢の体内に収まったというのが、鷹斗にはどうしても信じられなかった。

  「では、ジャージを着てもよろしゅうございますか?」

  「あ?　ああ、いいけど」

  「ご不満そうでございますね?」

  「全然まったく不満じゃないけど!」

  「ならば、着させていただきます」

  　弥茂祢はその場で後ろを向くと、脱ぎ捨てたジャージの上を拾い、袖そでに腕を通し、ジッパーを上げた。

  　ジャージを着込んだ弥茂祢はくるりと振り返り、正面から鷹斗の顔を覗のぞき込んで言った。

  「本当によろしかったのですか?」

  「しつこいな!　いいに決まってるじゃないか!」

  「そうですね。僕しもべ兼お友達であることを許された弥み茂も祢ねでございますので、鷹たか斗と様はいつでもわたくしを脱がせることが可能でございますし。楽しみはあとに取っておくと、そういうことでございますね?」

  「そういうことじゃないよ!　だいたい、弥茂祢に脱げなんて命令したら、もう友達じゃなくなるだろ!」

  「愛あい奴どにすると?」

  「だから!　しないってば!」

  「やせ我が慢まんする男子に萌もえ!　でございます」

  　こ、このロボッ娘こは、ああ言えばこう言うし。

  「もういい。今日は寝る」

  　鷹斗は弥茂祢を置き去りにして洗面所へ突進した。

  　急いで歯を磨みがいてからリビングに引き返すと、弥茂祢はまだぽつねんと立っていた。

  「弥茂祢は好きな場所で待機モードに入っていいから。じゃあ、お休み」

  　と鷹斗が声をかけると、弥茂祢はゆっくりと振り返り、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

  「はい、お休みなさいませ、鷹斗様」

  



  
    ９
  


  

  　今から復習なんかする気になれないから、今日はマジ、もう寝よう。

  　寝室の照明を消して、鷹斗は力なくベッドに潜もぐり込む。

  　精神的にかなり疲ひ弊へいしている気がしたから、直すぐに眠れるかなと思ったが、ベッドに入って目を瞑つぶっても、なかなか寝付けなかった。というより、眠ろうとして瞼まぶたを閉じると、背に生やした無数の刃を大きく広げた禍まが々まがしくも美しい半裸の弥茂祢が脳裏にまざまざと浮かんできて、逆に眠気は吹っ飛んでしまった。

  　結局、鷹斗はベッドの中で輾てん転てん反はん側そくを続ける羽は目めになったのだが、そのとき。

  　リビングで電話が鳴る音が聞こえてきた。

  　誰だれだ、こんな時間に?　まさか父さんか母さんが!?　だとすれば、弥茂祢が出たら不ま味ずい!

  　慌あわてて跳ね起きた鷹斗だが、直ぐに思い直した。

  　いや、二人がかけてくるなら僕の携帯だよな。

  　鷹斗はベッドサイドの携帯にちらっと視線を送った。電源は入れたままだから、携帯が通じなくて家の電話にかけ直したという可能性はない。

  　だったら、誰が?

  　鷹たか斗とには夜遅くに電話してくるような友達などいないのだ。

  　どことなく不安になって、なんとなく胸むな騒さわぎがして、鷹斗はベッドを抜けだした。

  　急いでガウンを羽は織おると、部屋を出てリビングへ向かう。

  　廊下を歩いていると、リビングのほうから何やら熱心に話し込んでいる弥み茂も祢ねの声が聞こえてきた。その声が、いつになく重々しく、かつてなく真剣であるように思えて、鷹斗の不安はさらに高まるのだった。
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   第４章　必ず還れと鷹斗は命じた

  



  
    １
  


  

  　ゴールデンウィークが翌週に迫る四月二十四日、土曜日。

  　鷹たか斗とが弥み茂も祢ねと出会った翌日だ。

  　それなのに、何な故ぜか鷹斗は東南アジア某ぼう国こくの空港にいた。もちろん弥茂祢も一いつ緒しよである。

  　その空港は首都にあるのに、かなり閑かん散さんとした雰ふん囲い気きだった。

  　それもそのはず、かつては風ふう光こう明めい媚びな南国のリゾートで売っていたこの小国も、今では内戦の最中といっていい状況で、訪れる観光客はぱったりと途絶えている。

  　おまけに国政の混乱に乗じるように、あちこちの犯罪組織が集まってきて、武器の密輸やら麻薬の栽培から販売と、もうやりたい放題。日本の外務省が渡航を控えたほうがいい国としてリストアップしているくらいだから、当然、日本からの観光客などいない。

  　そんな国に鷹斗は何をしに来たのか。

  　空すいているから、穴場狙ねらいで観光に来たのだろうか?

  　もしそうなら、いくら弥茂祢が一緒だとしても無む謀ぼうの極きわみといえるが、もちろん鷹斗は観光に来たわけではない。

  　入国審査を終えて空港のロビーに立った鷹斗の顔には、当惑と期待と怯おびえがない交ぜになった複雑な心境が浮かんでいた。

  　当惑というのは、自分はどうしてこんな場所に来る羽は目めになったのだろう、という疑問で、期待というのは、何事もなくあっさりと用事が終われば、どこかで少しくらいは南国リゾート気分を味わえるかもしれない、という打算だ。怯えというのは、万が一の場合、政府軍と反政府軍のあいだの戦せん闘とうに巻き込まれたらどうしよう、という不安だ。

  　もっとも三つめに関しては、弥茂祢の言葉、即すなわち、

  「内戦といっても、最近はお互いが手詰まり状態になって膠こう着ちやくしているようですから、実際に戦闘に巻き込まれる危険はそれほど高くないと思いますが」

  　という言葉を信用しているから、この時点では、鷹斗もそれほど深刻に考えているわけではなかった。

  　それにしても急展開だよな。というか、超展開だよな。そもそも弥茂祢と出遭ったこと自体が超展開だっていえそうだけど、今回のこれは超展開にもほどがあるだろ。

  　鷹斗はあのときのことを思いだし、振り返ってみる。そうしたところで、自分がここ、東南アジア某国の空港にいる事実が消えるわけではないが、それでも彼は振り返らないではいられなかった。

  　どうしてこんな超展開に巻き込まれてしまったのだろうかと。

  　すべては昨日の夜にかかってきたあの電話が始まりだったのだ。

  



  
    ２
  


  

  　鷹たか斗とがリビングのドアをそっと開けると、先ほどかかってきた電話に弥み茂も祢ねが応対しているところだった。

  「25号が!?　本当ですか!?」

  　いつもと変わらず抑えた口調ではあるが、弥茂祢はかなり驚おどろいているようだった。

  　25号?　つまり、弥茂祢のあとに開発された鉄てつ刃じんってことか。それに関しての電話が、どうして僕のところに?

  　けれど、その一言でわかったことがある。電話をかけてきたのは鉄てつ刃じん斎さい博士の関係者であるということだ。もしかすると関係者ではなく、関係ロボかもしれないが。

  「……ええ……はい……まさか……ですが……そうですか。わかりました。であれば、弥茂祢は鷹斗様にご都合をお訊ききしてみるのです。では折り返し、後ほどこちらから……はい、ご苦労様でした」

  　弥茂祢が電話を置くのと同時に鷹斗が声をかけた。

  「弥茂祢、今の電話は?」

  　弥茂祢がゆっくりと振り返った。その表情は普ふ段だんとなんら変わらなかったが、彼女の瞳ひとみには何かを決意したかのような強い意志の光が宿っている……ように思われた。

  　とはいえ彼女はロボッ娘こである。しかも、あまり表情に変化のないロボッ娘。鷹斗の単なる錯さつ覚かくかもしれない。

  「それが、ちょっとした緊きん急きゆう事態が起きたようでございまして、弥茂祢は鷹斗様に折り入ってご相談がございます」

  　緊急事態?　折り入って相談?　なんか不ふ吉きつな響ひびきだな。

  　鷹斗は胸が締しめつけられるような嫌いやな予感を覚えた。

  「じゃあ……話を聞くよ」

  　ダイニングテーブルに歩み寄っていった鷹斗が椅い子すに腰を下ろすと、弥茂祢は深々と頭を下げた。

  「お休みになったところを起こしてしまい、誠に申し訳ございません」

  「いや、それはいいんだけど。なんか寝付けなかったし」

  「エロ妄もう想そうで?」

  「ち……違うよ」

  　じつは概おおむねそのとおりだったので、否定の言葉には力強さが欠けている。

  「まさかオナ……」

  「それはない、それはない、それはない!」

  　今度は全身全ぜん霊れいで以もつて強く否定した。

  「さようでございますか?　弥み茂も祢ねはべつにかまわないのですが」

  　いや、僕がかまうから。

  「っていうか。そういういつもの話題じゃなくて!　今の電話はなんだったの!?」

  「あ、はい、さようですね。ではお話しいたします」

  　弥茂祢はあっさりと鷹たか斗とへの追及を諦あきらめてくれた。ほっとする鷹斗だが、その淡白さがいつもの弥茂祢らしくなく、彼は逆に不安になった。

  　なんかマジな雰ふん囲い気きだよな。エロトークも直すぐに終わっちゃったし。

  「じつは……」

  　弥茂祢は低く抑揚の利きいた声で、かかってきた電話の内容を要領よく手短に話した。

  「という次第なのでございます」

  「う～～ん……」

  　鷹斗は低く唸うなりながら、たった今、弥茂祢から聞かされた話を頭の中で反はん芻すうする。

  　疑問は幾いくつかあるけれど、問題は僕が弥茂祢に「うん」と言うかどうか……だよな。そして、僕がどういう対応をするか、するべきか……だよな。

  　鷹斗はゆっくりと顔を上げ、テーブルの向こうに立っている弥茂祢の顔を見据えた。

  「もう一度反復するけど。確認するけど」

  「はい、鷹斗様」

  「25号、つまり弥茂祢の妹に当たる鉄てつ刃じんを空輸中の飛行機が事故を起こし、東南アジアの某ぼう国こくに墜つい落らくしたと。で、その某国、政府軍と反政府軍が争っている真っ最中で、25号がどちらかの手に渡ったらとても具合が悪いから、一刻も早く回収しなくてはならない……と」

  「さようでございます。どちらの勢力が25号を手に入れましても起動させることは不可能かと思います。ですが、それを取引材料にしてどこかの国と軍事援助協定でも結ばれては、後々、面倒なことになります。彼かの地の軍事バランスが崩れますと、今度は別の国の介入を誘ゆう発はつする虞おそれもございますし。ですから鉄てつ刃じん斎さい博士としましては、事態がややこしくなる前に25号を回収しなくてはならないのです。ところが、今直すぐ動ける鉄刃は弥茂祢以外にいないのでして、そうなりますと、鉄刃斎博士の意を受けたこの弥茂祢が、鉄刃23号が、25号の奪還に動かなくてはならないわけなのです」

  「……え?」

  　鷹斗の顔が奇妙に歪ゆがんでいる。

  「どうかなさいましたか、鷹斗様?」

  「いや……僕の聞き間違いじゃないのなら……今、弥茂祢、『鉄刃斎博士の意を受けた』って言った?」

  「はい、申しました。それが?」

  　鷹たか斗とは右手の指で自分のこめかみを揉もむような仕草をしてみせた。

  「いやでもだって。博士はもう死んじゃってるんじゃないの?　死んだあとに、予あらかじめ用意しておいた、自分の思考を模したＡＩを起動させたとか、そういうＳＦアニメ的な展開なの?」

  　いつも無表情の弥み茂も祢ねが、珍めずらしく眉まゆを寄せ、不思議そうな顔になった。

  「……あれ?　あれれ?　違った?　博士は死んでない!?」

  「もちろん博士はご存命であります。といいますか、弥茂祢は一度も博士が亡なくなったと申しあげてはいなかったはずですが?」

  「だけど……だけど弥茂祢、博士はお空のお星様になったって言ったじゃないか」

  　ああ、と嘆息してから、弥茂祢は、なるほどと小さく頷うなずいた。

  「そうですか。そういう勘かん違ちがいをされてしまいましたか」

  「勘違い……だったのか」

  「さようでございます。弥茂祢は『お空のお星様にいらっしゃる』とは申しましたが、博士が『お星様になった』とは申しておりません」

  「……そういえば……そうだな。ってことは、僕の早とちりか」

  「ん、もう、鷹斗様ったら、早すぎです。あんまり早いと女子に嫌きらわれますよ?」

  「そういう早さじゃないよ、僕が言っているのは!」

  「でも、ご心配なく。若い男性はみんなそんなものですから」

  「哀あわれみ目線で慰なぐさめられた!」

  「ですが、やはり三分間は我が慢まんしませんと」

  　え?　何その具体的な数字?　っていうか……三分でいいの?

  「夜中にお腹なかが減っているときなど、どうしても三分間待てなくて、二分四十秒ほどで、もういいかな、なんて食べて始めてしまうのですが、やはりまだちょっと固くて微妙な味わいになってしまうこと、若い男性にはよくありますよね。女子といたしましては、そういうガツガツした態度はあまり好ましくないといいますか」

  「カップ麺めんの話かよっっっ!」

  「はい?　鷹斗様、なんの話だと思われたのでございます?」

  　完全にからかわれてるな、僕。

  　いつもの弥茂祢が戻ってきてくれたようで少し嬉うれしい気がする鷹斗だが、こんなことで喜んではいられない。今はもっと大事な話があるのだから。

  　顔を赤らめた鷹斗が、弥茂祢から少し視線を外し気味にして怒ど鳴なった。

  「そういうジョークはいいから!　それより、ちゃんと説明してってば!　博士が死んでないなら『お空のお星様』って、どういうことなの!?」

  「ですから、それは文字通りの意味でありまして、博士はご自身で開発・製作された有人宇宙ロケットに乗って、ご趣しゆ味みの小惑星探査へと出かけたのです」

  　鷹たか斗とは全身を脱力させ、へなへなとテーブルに上体を突っ伏した。

  　お空のお星様って……お空のお星様って……本物のお星様、小惑星のことだったのか。それにしても自分で開発したロケットって、どんだけ規格外の人物なんだ、鉄てつ刃じん斎さい博士。超天才にもほどがあるだろ。

  　しばらくテーブルに突っ伏していた鷹斗だったが。

  「っていうか」

  　むくりと上体を起こし、もう一度、弥み茂も祢ねに質問した。

  「鉄てつ刃じんシリーズもそうだけど、鉄刃斎博士ってそんなにお金を持っているの?　宇宙ロケットなんて、そう簡単に造れる物じゃないだろ?　アメリカのＮＡＳＡだって、最近じゃ宇宙開発の予算を確保するのに四苦八苦してるんじゃなかったっけ」

  「あ、博士は特別特大超お金持ちでありますので、無む問もん題だいでございます」

  「マジで?」

  「はい。小国の国家予算に匹敵するくらいの資産を常に運用なさっておりますので。おそらくファイブス誌の『世界の資産家ランキング百人』に入っている人物の中うち、十数人は博士の偽ぎ名めいだと思います」

  「マジでっ!?」

  「博士は世界的な企業を幾いくつも経営されておりますが、ご自身は決して表舞台にはお出になりません。別の人間を経営者に据すえたり、あるいは統括企業の株式を持つなどして、裏から経営にタッチしているのです。その際、危険分散の意味もあって幾つもの偽名を駆使して、別人として企業を経営されているのです」

  「……驚おどろいたな、ど～も」

  「それ以外にも、変名、偽名で数多くの特許を様々な国で取っていらっしゃいますし。特許料だけで年間数億ドルになるのではありませんか」

  「数億……ドル!?」

  「ええ、ドルです」

  　年間数百億円ってことか。化け物だな、鉄刃斎博士。もっとも、化け物でなければ、弥茂祢みたいなロボッ娘こを造れるはずがない……か。

  「まぁ……鉄刃斎博士が生きてるのはわかったけど。というか、僕の誤解だったんだけど。でも、依然としてわからないことが残ったままなんだけど」

  「はい、なんでございましょう?」

  「だからさ、どうして弥茂祢以外に動ける鉄刃がいないのかってこと。何台か稼か働どうしてるって言ってたじゃない」

  　弥茂祢は視線を落とし加減にして応こたえた。

  「それが……現在稼働中の鉄刃のうち、19号と20号は、今博士と共に小惑星探査の旅に出ておりまして」

  　19と20か。弥み茂も祢ねが23号だから、弥茂祢より少し前に開発されたロボッ娘こなんだな。それはさておき。

  「そうか、なるほど。博士は当然、ロボッ娘を連れていくよな」

  「はい。19号と20号はいつも博士のお世話をしている二人ですので」

  「他には?」

  「16号がいるのですが、彼女は研究所の留守番を仰おおせつかっていますし、博士との連絡役ですので、研究所から動くことができません。他には、そうですね、22号がいますが、彼女は今、別の役目を負って欧州で活動中でございまして、今回の仕事には間に合いません。17号は定期のメインテナンス中でありますので、やはり動けません。ですから、必然的に回収のお仕事が弥茂祢に回ってくるわけでして」

  「意外と役に立たないな、鉄てつ刃じんシリーズ」

  「手厳しいですね、鷹たか斗と様は。まぁ、そのとおりなのでございますが」

  　おいおい、認めちゃったよ、このロボッ娘。

  「でも、政府軍だろうと反政府軍だろうと、あるいはどこかの犯罪組織だろうと、25号を手に入れたところで動かせない……んだろ?　さっきそう言ったよな。だったら、焦あせって取り返しに行かなくてもいいんじゃないの?」

  「動かすことはたしかに無理でありましょう。ですが、とはいえ、このままにしておきますと25号が分解されてしまうかもしれません。彼かの国の政府や反政府勢力には解析できなくても、アメリカやロシアなどの研究者に流されでもしたら、博士の研究成果が盗まれてしまいます。模も倣ほう大国Ｃ国にでも運ばれれば、鉄刃そっくりなロボッ娘が某ぼう博覧会に出展されてしまうかもしれません」

  　おいおい、そんな危ない話を……。

  「博覧会はともかく、博士の発明・研究が盗まれるのだけは阻そ止ししませんと。ですので可能な限り急がないとならないのです」

  「だから弥茂祢が奪還に向かう……と」

  「はい。ですが、そのためには、鷹斗様のご承しよう諾だくをいただきませんと。今は鷹斗様が弥茂祢のご主人様でありますから」

  「いやでも、そういう事情なら僕の承諾なんかなくても」

  「そうはいきません。弥茂祢はあくまでご主人様の僕しもべであり鷹斗様のお友達でありますから、断りなしに鷹斗様の下もとを離はなれるわけにはいかないのです。それに」

  「それに?」

  「実のところを申しますと、鉄刃シリーズは、ご主人様の命令の利きかない場面での行動においては、その実力が制限されてしまう側面がありまして」

  「え?　そうなんだ?」

  「命令の利きかないといいますか、命令を受けないままの作戦行動となりますと、細かな部分、微妙な状況での判断に苦しむことが出てきますので。ですから鷹たか斗と様の承しよう諾だくのないまま仕事に赴おもむいたとしても、弥み茂も祢ねはその能力を十全に発はつ揮きできないのであります」

  「意外と不便な存在なんだな、鉄てつ刃じんシリーズ」

  「そんなことで感心していてはダメなのです、鷹斗様」

  「いや、感心はしてないけど。むしろ、少し呆あきれ気味なんだけど」

  　と鷹斗がツッコむと、弥茂祢は腰に手を当て上体を反そらせ気味にして、思い切り胸を張った。

  「ご主人様の承諾云うん々ぬんというだけではございませんよ。テレコンが利かない状態ですと、その戦せん闘とう力りよくを百パーセントまで発揮できないのですからね、鉄刃は。二割減、三割減は当たり前。下へ手たをすると半減という場合もあるのです。つまり、弱よわ弱よわになってしまうんですね!」

  「威張るところじゃないと思うけどっ!」

  「まぁ、これがいわゆる一つのフェールセーフというものでありましょう」

  「他ひ人と事ごとのような言い方だな」

  「ということで、弥茂祢が独断で動くより、ご主人様の了解をいただいたほうが力が発揮できるのであります。贅ぜい沢たくを申せば、ご主人様が近くにいてくださることが理想なのですが、今回は鷹斗様が東南アジアまで出かけるのは難しいでありましょう。ですので、とりあえず弥茂祢に『25号を奪回に向かえ!』という命令を下していただければと思うのです」

  「そうか。う～～ん、そうなのか」

  　鷹斗は低く唸うなって考え込んだ。

  「どうされましたか、鷹斗様?」

  「……弥茂祢は、僕が近くにいたほうがいいんだな?」

  「それが理想ではあります」

  「25号……弥茂祢の妹分か」

  「妹といってしまっていいのかどうかは微妙なところでありますが」

  「妹じゃないの?」

  「鉄てつ刃じん斎さい博士は、鉄刃シリーズの一体一体に疑ぎ似じ人格を与えておりますので、先に作られた物が姉で、あとから作られた物が妹というわけでもないのです」

  　鷹斗の頭頂に「?」マークが点滅する。

  「……どういうこと?」

  「つまり、先に作られていても妹キャラの場合がありますし、あとから作られたとしてもお姉様キャラの場合もあるということです」

  「変な人だな、鉄刃斎博士」

  「さらに、その上に属性をつけるのです」

  「属性?」

  「はい。ツンデレですとか純情ですとか無口ですとか眼鏡めがねっ娘こですとか、いろいろと」

  「もはや奇人だな」

  「鬼神かもしれません。鬼の神」

  「自分の生みの親に対して容よう赦しやないな」

  　苦笑するしかない鷹たか斗とである。

  「つまりあれだ、弥み茂も祢ねの属性はエロっ娘ってことか」

  「そうでもないかと」

  「どうして?　弥茂祢の属性は完全にエロス方面じゃないか!?」

  「いえ、鉄てつ刃じんシリーズ、エロス方面の属性は基本性能として備えておりますので」

  「あまり会いたくないな、他の鉄刃に。じゃあ、弥茂祢の属性って何?」

  「はて、なんでありましょう」

  　弥茂祢が小首を傾かしげていると。

  「いや……また話がズレてきてるな」

  　鷹斗は腕組みして、もう一度、考え込む。

  　僕が近くにいたほうが弥茂祢が実力を発はつ揮きできるっていうのなら……。

  　腕組みして考え込んだまま、鷹斗は訊きいた。

  「その某ぼう国こく、内戦状態って言ったけど、どのくらい危険なの?」

  「さようでございますね。最近は、政府軍、反政府軍とも手詰まりになっていて、戦せん闘とうも膠こう着ちやく状態に陥おちいっているようです。たまに地方で小こ競ぜり合いが行われるといった程度ですから、むしろイラクやアフガニスタンのほうが危険なのではないでしょうか」

  　比較対象にイランやアフガニスタンを持ちだされても、どちらも知らないから、僕には判断材料にならないんだけど。でも、そうか。地方で小競り合い程度か。

  「25号の回収って、弥茂祢が戦って奪回するってことじゃないんだよね?」

  「最終的に戦う局面が出てくるやもしれませんが、基本的には戦闘なしで済ませたいところでありますし、おそらくそれは可能ではないかと思っています」

  「話し合いで譲ゆずり受けてくるってこと?」

  「譲り受けるというより、掠かすめ取ってくるといったほうが正確でしょうか」

  「……それって、盗むってこと?」

  「そうですね。盗むといいますか、強ごう奪だつするといいますか」

  「酷ひどいな」

  「いえいえ、これが最も穏おん便びんかつ平和な解決方法でして。弥茂祢もあちらも闘たたかわなくて済むのですから。もっとも、弥茂祢としては闘ってもいっこうにかまわないのですが」

  「いや、闘わないほうがいいと思うな」

  「ということでしたら。25号を確保したのがどちらの勢力であるにせよ、こっそりと行って、こっそりと回収してくるのがいちばんかと」

  　なるほどね。べつに弥み茂も祢ねが闘たたかうわけじゃないんだな。内戦も小こ競ぜり合い程度だっていう話だし、だったら……。あとは、作戦に必要な期間か。

  「25号の奪還作戦って、どのくらいかかりそうなの?　長期に亘わたる?」

  「それほどはかからないかと思われます。現地での状況次第ではありますが、25号の在あり処かさえ把は握あくできていれば、たぶん、弥茂祢が行く頃ころにはできていると思いますが、であれば一日で終わると思います。某ぼう国こく、それほど広い国土ではありませんので」

  　一日!?　それだけで終わっちゃうのか!?　幸い、明日は試験休みだし、明後日あさつては日曜だし、だったら学校を休まなくてもよさそうだな。

  「というか、行く頃には把握できているって、誰だれがどうやって把握するの?」

  「現地には、この作戦を手伝ってくれる組織がありますので」

  　ふぅぅん。鉄てつ刃じん斎さい博士がお金を出しているＮＧＯだかＮＰＯだかが、向こうにいるってことなのかな。

  　と鷹たか斗とは勝手に理解してしまったのだが。

  　なんにせよ、闘いに巻き込まれる危険も低いみたいだし、期間も一日で終わるなら……。

  　顔を上げた鷹斗は、きっぱりとした口調で言った。

  「僕も弥茂祢と一いつ緒しよに行くよ」

  「え?」

  「その、東南アジアの某国に」

  「本当でございますか!?」

  「本当だって」

  「鷹斗様……弥茂祢の体の中なかを何やら熱い塊かたまりが駆け巡っております。これが……これが熱暴走というものでありましょうか」

  「だから。その危ないジョークはもういいから。第一、弥茂祢みたいな超科学的存在が、炉ろ心しん溶よう融ゆうとか熱暴走とかするの?」

  「普通ならば可能性はゼロに等しいですが、状況次第では、敢あえて自らをその境遇に追い込むこと、可能性としてはあり得ます」

  「そ、そんな状況があるわけ?」

  「例えばでございますが、例えば、ご主人様を護まもるための最後の手段として、というのは考えられます。ご主人様を護ることこそが、弥茂祢たちにとって最大にして最終の目的でございますから」

  「……ふぅん。でも、僕はそんなことを弥茂祢にしてほしくはないな」

  「ありがとうございます。やはり鷹斗様はお優やさしゅうございますね」

  「あ、いや、そう……でもないと思うけど」

  「いえ、鷹たか斗と様、お優やさしいですよ。優しい男子は、女子的には萌もえ、でございます」

  　そんなことを平然と真顔で言われると照れるな。っていうか、こういうところを見てると、羞しゆう恥ち心しんがないっていうのも納得だな。普通はそんなことを真顔で言わないよな。

  「それはさておき。本当に一いつ緒しよに行っていただけるのですか?」

  「弥み茂も祢ねはそのほうがいいんだろ?　だったら、行くよ」

  　そのときの鷹斗の心に、弥茂祢と二人で海外旅行、あっさりと任務が片付いたなら、南国のビーチで息抜きなんかできるかも?　という打算がなかったとはいえないだろう。

  「ありがとうございます」

  　と低頭した弥茂祢は、顔を上げると、では、と言った。

  「早さつ速そく、渡航の準備をいたしましょう。鷹斗様、海外旅行のご経験は?」

  「以前に家族でグアムへ行ったことがあるけど」

  「ということはパスポートも」

  「更新したから、まだ有効だと思う」

  「では、今夜のうちにチケットを予約して、明日の朝一番で成なり田たに向かうといたしましょう。目的の国への直行便はないようですから、シンガポール辺りで乗り継ぎが必要になりますね。あ、お金の心配は必要ございません。研究所のほうで負担いたしますから」

  「それは助かるけど……随ずい分ぶんと急ぐんだな」

  「はい。ゆっくりしていては、25号が分解されてしまうかもしれませんので」

  「そうか。そうだったな」

  「現地でのサポートに関しては16号のほうで手配してくれるはずですので」

  「サポート?」

  　ああ、さっき言ってた現地の組織の話か。

  「現地でのコミュニケーションを心配する必要はありませんが」

  「え?　弥茂祢、現地語を話せるの?」

  「弥茂祢の頭脳には、ざっと五十か国語が内蔵されておりますので、無む問もん題だいかと」

  　いいなぁ。僕なんか、英語だけでも四苦八苦してるのに。

  「しかしながら、見知らぬ土地に乗り込みますゆえ、25号の所在を把は握あくし、その場所まで移動するために現地サポートは必要不可欠です。向こうにいるアメリカ中央情報局員が手助けしてくれるでありましょう」

  　えぇええぇ?　アメリカ中央情報局って……。

  「ＣＩＡ?　マジ!?」

  「マジでございます」

  　ＣＩＡって本当に存在して、本当に活動してるんだ。

  「政府軍であろうと反政府軍であろうとその他の犯罪組織であろうと、25号がどこかの勢力に渡ってしまうことは、アメリカにとってもロシアにとっても、他の国にとっても不都合なのであります。テロリストの手に渡ったら、それこそ目も当てられません。ですから協力せざるを得ないのです」

  「弥み茂も祢ねが25号を奪還したあと我が物に……って可能性はないの?　スパイ映画なんかだと、たいていそういう展開になるけど」

  「そんなことをしたら、今度は他の先進国から袋ふくろ叩だたきにされてしまいます。アメリカにしてもロシアにしてもその他の国にしても、自分たちが手に入れられない物は誰だれの手にも渡らないのがいちばんよいことなのです」

  「なるほどね。そういうものなのか」

  「では、弥茂祢はチケットの手配を済ませた後に準備に取りかかります。鷹たか斗と様も手早く旅行支じ度たくを済ませ、明日に備えてお休みになってくださいまし」

  「うん、わかった」

  　このときの鷹斗は、先のことは何も心配していなかった。墜おちた飛行機に載っていた25号を回収すればいいだけ。しかも、その仕事は弥茂祢に任せておけばいいわけだから、自分は彼女の側そばにいればいいだけだと、そう思っていた。

  　それが甘い考えだったことを、彼はあとになって思い知らされたのだが……。
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  　でもって、こうして今、シンガポール経由で飛行機を乗り継いで、弥茂祢と二人で某ぼう国こく首都の空港に立っているわけだけど。

  　閑散としたロビーを見渡した鷹斗は、次いで自分の出いで立ちに目をやった。

  　彼はジーンズにＴシャツにサマージャケットというラフな出で立ちだが、隣となりにいる弥茂祢はいつものメイド服なのが違和感ばりばりだ。

  　旅立つ前に鷹斗は、

  「なんでメイド服で行くの?」

  　と訊きいたら、弥茂祢はこう応こたえてきた。

  「あちらの空港での待ち合わせの際の目印です。こちらは先方のことを何も知りませんから、先方からこちらを見つけていただきませんと。いちおう、先方には鷹斗様と弥茂祢の人相風ふう体ていなどは伝わっているはずですが、万が一、人違いされては困ります。この服装であれば他の方と間違われる虞おそれはないかと」

  　それだけ目立てば間違われないだろうけど。でも、目立ちすぎなんじゃないの?

  　鷹斗の懸け念ねんどおり、成なり田た空港までの電車に乗っても、空港から飛行機に乗っても、弥茂祢は目立ちまくりで、隣となりの席に座っている鷹たか斗ととしては恥はずかしくて仕方がなかった。

  　もう、何かの拷ごう問もんみたいなんですけど。

  　で、こうして某ぼう国こくの空港に降りたち、ようやく周りの奇異の視線から解放された──何しろ人が少ない──鷹斗は、大いに安あん堵どしていた。

  　鷹斗と弥み茂も祢ねが、がらんとした空港ロビーで手持ちぶさたな様子で案内人を待っていると、やがて派手なアロハシャツを着てサングラスをかけた現地人と思われる浅黒い肌の若い男が近づいてきた。

  　男は手にした写真と鷹斗、弥茂祢を見比べながら歩いてくる。

  「ミスミモネ・テツジンサイとミスタータカト・カスガイ……かな?」

  　この程度の英語なら鷹斗にもなんとか聞き取れる。が、今回の作戦に関しては弥茂祢が動くしかないので、案内人との交渉も含めて、現地での行動は弥茂祢に一任することになっている。

  　ということで、弥茂祢が彼の問いかけに応こたえた。

  「はい、わたくしがミモネ・テツジンサイ、こちらがミスタータカト・カスガイであります。あなたが今回の案内人でありますか?」

  「そうだ。俺はサンガタ・アルニエ。博士のところの16号さんから委い細さいは聞いている。これが身分証」

  　そう言って、サンガタと名乗った男は身分証を開いて見せた。

  「で、こっちがあんたんとこの16号さんからの依頼のメールの写し」

  　男の手の書類を覗のぞき込んだ弥茂祢は、小さく頷うなずいた。

  「確認いたしました。アメリカ大使館の職員さん……にしては派手な服装ですね」

  「あんたにゃ負けてると思うけどな。まぁ、俺は通訳だから、公式の場に出るのでなければ、どんな恰かつ好こうだってかまわないんだよ」

  「で、アウル、25号の居場所は判明いたしましたか?」

  　鉄てつ刃じん斎さい亜あ宇う瑠るというのが25号の正式な名前で、このことは鷹斗も事前に弥茂祢から聞かされていた。

  「ここでの立ち話だと目立ちすぎる。車に移動しよう。少し離はなれてついてきてくれ」

  　言うだけ言うと、男は二人から離れていった。

  「鷹斗様、行きましょう」

  「あ、ああ」

  　鷹斗と弥茂祢がサンガタのあとを追って閑かん散さんとした空港ロビーを歩きだした途と端たん、どこかで爆発音が聞こえ、微かすかに建物が振動した。

  「え?　え?　い、今のは何?」

  　鷹斗がきょろきょろと周囲を見渡していると。

  「ああ、今のかい?　反政府勢力の迫はく撃げき砲ほうだろ。ときどき近くまで潜せん入にゆうして、空港に向かって撃うちやがるのさ。どうせここまでは届きゃしないから大だい丈じよう夫ぶだよ」

  　というサンガタの言葉を弥み茂も祢ねが通訳すると。

  　は、迫はく撃げき砲ほう!?　空港の近くで!?　マジかよ。地方で小こ競ぜり合いしてるだけ……って話だったのに。もしかして、この程度は小競り合いにも入らないっていうのかな。

  　どうやら来る前に考えていたよりも、かなり危険な国のようだった。鷹たか斗との楽観的な考えはものの見事に吹き飛んだ。

  　参ったな～～。上う手まくすれば帰りに南国リゾートで水着姿の弥茂祢を拝める……とか浮かれてる場合じゃなくなったな、これ。無事に出国できるかどうかが不安になってきた。

  　湧わきあがる不安感が鷹斗の両肩に重くのしかかるが、今さら後戻りするわけにもいかない。ここは、空母よりも強いという弥茂祢の力を信じるしかなかった。

  　彼は重い足取りで、弥茂祢と一いつ緒しよに現地の案内人──ＣＩＡのエージェント──の後ろから空港ロビーを歩いていくのだった。
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  　サンガタの車は車高の高い無ぶ骨こつな四輪駆動車だった。道路の舗ほ装そうも粗いし、凹おう凸とつを拾う度たびに車がぽんぽんと跳ねる。後部座席に座った鷹斗のお尻しりも浮かびあがるのだが、どれほど車が跳ねても、彼の隣となりに座った弥茂祢のお尻は深々とシートにめり込んだままびくともしなかったのはさすがである。

  　ときたま道路の直すぐ横に、抉えぐれたような大きな穴があるのが鷹斗には気になったが、あれがなんなのかを知ってしまうと、さらに不安が高まりそうなので、敢あえて訊きかないでおいた。

  　荒っぽい運転をしながら、サンガタが弥茂祢に説明を始めた。

  　さすがにと言うべきか、腐っても鯛たいと言うべきか、すでに現地のＣＩＡ支部は25号の所在地を特定していた。

  　25号を移送していた飛行機は反政府軍の支配地域へ墜つい落らくしたため、25号は彼らの手によって回収されてしまい、反政府軍の本拠地といえる内陸部の基地に運び込まれたのが確実だとサンガタは説明した。

  　彼の話を聞き終えた弥茂祢が、それにしても、と言った。

  「反政府軍にせよ政府軍にせよ、よく25号を我が物にしようなどと考えたものですね」

  　すると、ハンドルを握ったままサンガタが顔を後部座席に向けてきた。

  　前!　前見て運転しろ!

  　鷹斗は冷や汗を流しながら内心でツッコむが、サンガタはどこ吹く風だ。もっとも、対向車も歩行者もおらず、信号もない直線道路なので、多少の脇わき見み運転くらいなら許されるのかもしれない。大らかというか、いい加減というか、適当というか。

  　こんな注意力不足の男が、よくＣＩＡ要員なんか務まるな、と呆あきれてしまう鷹たか斗とだった。

  「連中、テツジンサイ博士の怖こわさを知らないからな。もっとも、自分たちでテツジンをどうこうしようって気はないだろうが。したくてもできないしな。確保しておいて、大国との交渉の切り札にしようって魂こん胆たんだろう。上う手まくすれば多大な援助を引きだせる。武器や弾薬の援助を得られれば、膠こう着ちやくした戦いにケリをつけられるかもしれないしな。ひょっとすると、テツジンサイ博士からも何か引きだせると思っているかもだ」

  　そこでようやくサンガタは顔を戻したので、鷹斗は安あん堵どの息を漏もらす。

  　弥み茂も祢ねが疑わしそうな声をサンガタの背に投げかけた。

  「博士がそのような取引に応じるはずがありません」

  「だから、連中はそう考えているかもしれないってことさ」

  「愚おろかな。博士は、取引するくらいならロケットか何かを落として基地ごと25号を消滅させるでありましょう」

  「まぁ……そうなんだろうな。ただ、うちの上層部は、そこまで荒事にはしたくないって考えてるんだ。大混乱に陥おちいって、この国が無政府状態にでもなろうものなら、某大国の影えい響きよう力りよくが浸透するかもしれないって心配してるんだろ。だから、あんたらが目立たないように標的を回収してくれることを願っている」

  「基地に運び込まれてしまったとなると、少しばかり回収が面倒ですが……大きな問題はないと思います。問題は、回収後の脱出ルートの確保と25号の輸送に関してですね」

  「自信満々だな。あんたなら、そうなんだろうけどな、ミステツジンサイ・ミモネ。けれど、そちらの男は?　どう見ても素しろ人うとだと思うんだが?」

  「ミスタータカトは、ご主人様でありますので」

  　サンガタはハンドルを握ったまま肩をすくめてみせた。

  「まぁ、そちらの事情なんかこちらは与あずかり知らないけどな。要はこのミッションを成功させてくれればいいんだ」

  「はい。で、このまま25号がいるという基地にまで行くのでしょうか?」

  「途中で身内と合流する。あんたらのサポート役だ。もっとも、こちらは基地までは行けないがね。こちらの存在が万が一にも表に出てしまうと、いろいろ厄やつ介かいな問題が起きる。上層部はそれを一番嫌きらっている。だからサポートはするが、標的奪還に関しては、そちらだけでやってもらうしかない……んだが、本当にその男を連れたままで平気なのか?」

  「そう……ですね。さすがに基地まで回収しに行くときにお連れしていいものかどうか、少しばかり躊躇ためらいますが。ご本人に確認してみますので、お待ちください」

  「いいよ。よく相談してくれ。俺としちゃ、足手まといにさえなってくれないなら、どうでもいいんだ」

  　弥茂祢は鷹斗に、かいつまんで現状報告と今後の予定行動を説明した。

  「え?　そんなことになっているの!?」

  「はい。当初の想定よりも厄やつ介かいな事態になっております。基地内に侵入して25号を回収するとなりますと、少しばかり荒事が必要になってくるかもしれません」

  　鷹たか斗とは眉まゆを顰ひそめる。

  「荒事って?」

  「もしかすると反政府軍兵士と闘たたかう場面が出てくるかもしれない、ということでございます」

  「そう……なのか」

  　鷹斗が思っていたより、事態はかなり、いや遥はるかに逼ひつ迫ぱくしていた。

  「鷹斗様は、どこか安全な場所で弥み茂も祢ねの帰りをお待ちいただいたほうがよろしいかもしれません」

  　そうしたいのは山々だけど……。

  「でも、それだと、弥茂祢がいざというときに困るんだろ?」

  「困ることはないと思いますが、鷹斗様がお側そばにいてくださったほうが確実だとは言えるかもしれません。しかしながら、その場合は鷹斗様にもある程度のリスクが発生してしまいますし、やはりどこかで……」

  　ここが男の見せ所だと、鷹斗は珍めずらしく力んでしまった。それは女子の前でいいカッコを見せたいという、青少年男子の本能だった。

  「いいよ、弥茂祢と一いつ緒しよに行くよ」

  「いえ、ですが」

  「でなきゃ、わざわざこんなところまで来た意味がないじゃないか。それに、万一、僕が危ない目に遭あったら弥茂祢が護まもってくれるんだろ?」

  「もちろんです。ご主人様を護ることが鉄てつ刃じんの役目でありますから。鷹斗様を護ることが弥茂祢の役目でありますから」

  「じゃあ、大だい丈じよう夫ぶだ」

  　これは弥茂祢に応こたえたというよりも、むしろ自分に言い聞かせた言葉だ。

  「ありがとうございます」

  　鷹斗に向かって頭を下げた弥茂祢は、サンガタに声をかけた。

  「わたくしとミスタータカトを一緒に基地の近くまで連れていってください」

  「大丈夫なのか?」

  「大丈夫です」

  「まぁ、そちらが大丈夫だって言うなら、こちらはいいんだけどな」

  　車は南国の海岸線を離はなれ、内陸部に向かって相変わらず荒れた舗ほ装そう路ろを疾しつ走そうしていく。

  　鷹斗は不安そうな面おも持もちで、落ち着かない態度で、熱帯雨林が生い茂る、いかにも南国という風景を車窓から見つめていた。
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  　鷹たか斗とも弥み茂も祢ねも現地の地理に明るくないので、途中でどこを通ったのか把は握あくできていない。会った人間も、周辺各国から集められたＣＩＡの実戦部隊の要員だということしかわからない。だからここでは経過を省略するが、とにもかくにも鷹斗と弥茂祢は、反政府軍の基地に無事に接近できた。

  　鷹斗を山中に隠した弥茂祢は、深夜、単独で基地に接近していった。

  　鷹斗を単独で隠したのは、ＣＩＡ要員の下に残してきたら、あとで何かの取引材料に使われかねないことを懸け念ねんしたからだ。何しろ各国の情報部員ときたら、拉ら致ちしておきながら「安全なところに避ひ難なんさせてやったのだ」などと平気で言う人種なのだから。生まれて一年とはいえ、鉄てつ刃じん斎さい博士と共にいた弥茂祢は、その手の裏事情もよく弁わきまえている。

  　山中に掘った穴に身を潜ひそめていてもらえば、もし反政府軍の見張りが巡回してきたとしても、鷹斗が見つかる虞おそれはない。

  　弥茂祢は闇やみを衝ついて基地に接近、何人もの歩ほ哨しようを打ち倒して基地内に侵入、保管されていた25号をあっさりと回収してきた。兵士との戦せん闘とうに突入することもなかった。不安に苛さいなまれながら弥茂祢の帰りを待っていた鷹斗が拍子抜けするほどだった。

  　25号を担かついで戻ってきた弥茂祢の姿を見た鷹斗は大きく安あん堵どの息を吐はいた。

  　どうやら最悪の事態は免れることができそうだな。さすがに一人で待ってるときは心細かったものなぁ。弥茂祢が側そばにいてくれるだけで、本当に心強い……って、そんなことは弥茂祢の前では絶対に言いたくないけど。

  　これも、女子を前にしたときの男子特有のやせ我が慢まんではある。

  　鷹斗と合流した弥茂祢は、用意してあった巨大なリュックに回収した25号を押し込め、それを背負って、ＣＩＡ要員たちとの合流地点に向かって移動を開始した。

  　このときの鷹斗は、ＣＩＡが用意してくれた山歩き用の迷彩服に身を固め、上半身には防弾チョッキを着て、頭にはヘルメットを被かぶっていた。そして背中には、いざというときに備えて水や食料が入ったリュックを背負っている。履はいているのも軽登山靴ぐつだ。

  　弥茂祢も、回収作戦を開始する前にメイド服から同じような迷彩服に着替えていた。いくら弥茂祢がロボッ娘こでも、山野を歩くのにメイド服では目立ちすぎる。もっとも、防弾チョッキは不要なので着てはいなかったが。

  　一方、回収された25号は何も身に着けていなかったので、最初、鷹斗は目のやり場に困った。

  　その上、弥茂祢が、リュックに押し込める前に、

  「鷹斗様の大好きな全裸ですよ。ほらほら」

  　などと言って、裸の25号を見せつけようとするので余計に困った。ちなみに、弥茂祢が見せつけるので鷹たか斗とはつい見てしまったが、25号は弥み茂も祢ねよりも一回り以上小柄だった。ボディだけでなく、胸とか腰とかも小ぶりな作りだった。暗いので顔の造ぞう作さは判然としなかったが。

  　なんとなく「妹キャラ」って感じだよなぁ。あ、いや、じろじろ見てると、弥茂祢に何を言われるかわかったもんじゃないな。

  　そう思った鷹斗は、とりあえず、

  「僕が全裸大好き人間みたいに言うのは止やめろ!」

  　とツッコんでおく。

  「まさか、お嫌きらいなのですか、女子の全裸」

  「いや……嫌い……じゃないけど……こんな非常時にそんなこと言うのは止めようってこと。もっと時と場合を考えようよ」

  「承知いたしました。あれですね、ＴＰＯを弁わきまえろと」

  「そうだよ。でもオーバーヘッドキックじゃないからな?」

  「弥茂祢はもう大人ですからわかっております」

  　おまえ、一歳じゃなかったのかよ。

  「ＴＰＯとは、タイム、プレイス、おっぱいの略語!」

  「おいぃ。時と場所とおっぱいを選んで何をする気だぁぁ!?」

  「ナニを」
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  　あ～～も～～、こんなときにまでエロトーク炸さく裂れつかよ。

  　と呆あきれる鷹たか斗とだが、反面、弥み茂も祢ねがいつもの弥茂祢でいてくれることに心強さを覚え、安心感を抱いだいてもいた。一時であっても不安感が薄うすらいだ気がした。とはいえ、やはりそんなことは口が裂さけても言えないので、

  「とりあえず、何か着せてあげれば」

  　と、そう勧すすめてみたのだが。

  「25号にも羞しゆう恥ち心しんというものはありませんので無む問もん題だいです。といいますか、まだ起動すらしておりませんし」

  　いや、25号が恥はずかしがるかどうかじゃなくて、僕が困るんだけど。

  「どうせこのリュックに押し込めますから、着ていようがいまいが同じことなのです」

  「あ、そうなんだ。そのためのリュックか」

  「はい。さすがにこのまま抱かかえて歩くのでは動きが制限されますので」

  　と言って、弥茂祢が裸の25号を大きなリュックに押し込んでくれたので、鷹斗はやれやれと胸を撫なでおろす。

  　が、しかし。

  「おいぃ、弥茂祢、25号の頭だけをリュックの口から出しておくのは止やめようよ!　なんだか怖こわいよ、それ!」

  「さようでございますか?」

  「まるで死体を運んでいるみたいだよ」

  「鷹斗様、意外と繊せん細さいでございますね」

  　だから。意外とって言うな、意外とって。僕は繊細で臆おく病びようなただの高校生なんだよ。

  「わかりました。すべて中に入れますので、少々お待ちを」

  　はみ出していた25号の頭を中に押し込めると、弥茂祢はリュックの口を閉じ、軽々とそれを背負った。

  「それで準備はＯＫ?　じゃあ、早くここから脱出しようよ、弥茂祢」

  「んもう、鷹斗様ったら、あんまり早いと女子に嫌きらわれますってば」

  　ぶちっっ。

  　鷹斗の脳内血管が二、三本は切れたかもしれない。素早く左手を挙げた鷹斗は断固たる口調で命令を下した。

  「春かす日が井い鷹斗が鉄てつ刃じん斎さい弥茂祢に命じる。日本へ帰るまでは、エロトークもエロジョークも一切禁止だ!」

  「ぐはぁっっ」

  　空母より強いロボッ娘こが、なんでそんな命令でダメージ受けてるんだよ。

  「鷹斗様、今のショックで弥茂祢の戦せん闘とう力りよくが三割減となりました」

  　マジかよ。

  「このままでは弥み茂も祢ねの戦せん闘とう力りよくがどんどん低下してしまいます。どうか。どうかお慈じ悲ひを!」

  　エロトークを禁止されたくらいで下がってしまう戦闘力なんか、最初から要らないんじゃないか?　と思わないでもない鷹たか斗とだが、弥茂祢が本気で苦しそうなので、仕方がなく禁止令を解除してやった。

  「禁止は撤てつ回かいするけど、あまり調子に乗るなよ?　ほどほどにしておけよ?」

  　と釘くぎを刺す鷹斗だが、本音を言えば、いつもどおりの弥茂祢のエロジョークには勇気づけられているので、勢いで禁止したことを少しだけ後悔していたのだ。

  　わかっております、と弥茂祢は大きく頷うなずいた。

  「ああ、胸のつかえが取れました。これで弥茂祢はゴジラとも闘たたかえる気がします」

  「その例たとえは危ないから止やめておけ」
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  　鷹斗には慣れない山歩きだったが、弥茂祢が道を切り拓ひらいてくれたから、さほど苦労せずに済んだ。もちろん疲れたことは疲れたが、歩くのに難なん儀ぎしそうな地形に出くわすと、弥茂祢は鷹斗を抱だきかかえて、その場所を踏とう破はした。

  　誰かに見られたらそうとうに恥はずかしい構図だが、誰かに見られる心配はないから、鷹斗も言われるまま弥茂祢に身を委ゆだねた。男子としてのプライドより、歩く辛つらさのほうが勝まさった。

  　一刻も早く安全地帯まで逃げたいし。こんなところで時間を食っていると敵に追いつかれるかもしれないものな。今いちばん大事なのは時間だよ、時間。

  　と自分（のプライド）に言い訳をしておいた。

  　鷹斗を抱かかえたところで、弥茂祢にはなんの負担にもならないが、それでも走ったり跳んだりすると彼を落としてしまう危険はある。弥茂祢単独での移動より時間はかかったが、移動そのものは順調だった。なんの問題も起きなかった。

  　ところが。

  　夜明け前に反政府軍の大規模な追っ手がかかった。

  　これは弥茂祢には予想外の事態だった。

  　25号を回収された反政府軍は、あっさりと諦あきらめるか、諦めず追いかけるにしても少数の部隊でだろうと踏ふんでいたのだ。というか、ＣＩＡの分析ではそういう予測が出ていたのに、案に相違して、反政府軍はかなりの兵力を動員して弥茂祢たちを追いかけてきた。もしかすると、政府軍部隊に25号を奪われたと勘かん違ちがいしたのかもしれない。であれば、たしかに彼らとすれば何がなんでも奪回しなくてはならないことになる。

  　とはいえ、反政府軍の追つい撃げき部隊だけなら、まだ対処のしようもあった。しかし、さらに意外なことに、行く手を遮さえぎるようにして政府軍の歩兵部隊が展開しているという情報が、サンガタからの衛星電話によってもたらされたのだ。これで、予定どおりＣＩＡ要員と合流することが難しくなった。

  　その際、サンガタは気になる情報も伝えてきた。

  「どうやら政府軍は大規模な地上戦力を投入して反政府軍を叩たたこうとしているらしい。できるだけ早く、そのエリアから脱出してくれ」

  　電話を切ったあと、弥み茂も祢ねは、

  「集まってきた政府軍歩兵部隊を、即、撃滅!」

  　と言って強行突破を主張したが、鷹たか斗とは反対した。

  「サンガタって人も、目立つなって言ってたじゃないか。それにさ、弥茂祢が戦せん闘とうに出ちゃったら、僕と」

  　鷹斗は弥茂祢が背負っている大きなリュックにちらっと視線を送り、直すぐに視線を戻した。

  「25号はどうするんだよ!?」

  「穴を掘って隠しておきます」

  「もしかして、僕も?」

  　弥茂祢は大きく頷うなずいた。

  「もちろん、鷹斗様も」

  「いや、それはちょっと」

  「全裸の25号と二人きりになれますよ、鷹斗様。弥茂祢がいないのをいいことに、25号の全裸ボディを微びに入いり細さいを穿うがつように観察!　全身隈くま無なく点検!　全身漏もれなく触しよく診しん!」

  「いや、しないよ、そんなことは」

  　っていうか、解除した早々にエロジョーク炸さく裂れつなのか。

  「ですが、わたくしの裸よりも先に亜あ宇う瑠るの裸を鷹斗様に観察されてしまうなんて、弥茂祢は少し妬やけてしまうのです」

  　無視かよ。

  「……って、まさかこれは、内蔵のモーターが焼け付く前兆では!?」

  「その危険ジョークも、もうたくさんだとあれほど」

  　などとツッコミながらも、鷹斗は少しばかり忸じく怩じとした気分だ。

  「鷹斗様、ツッコミにいつもの切れがございませんね」

  「そんなことは……いや、そうなのかな」

  　いつものように弥茂祢のエロジョークに鋭く的確なツッコミを入れるような余裕が、鷹斗の心にはなかった。今自分が置かれている状況を思えば、それも当然のことだった。

  　弥茂祢を助けるなんて言ってここまで来たのはいいけど、結局、これって僕が足手まといになってるだけじゃないのか?　でも、弥茂祢になんとかしてもらわないと、僕だけじゃどうしようもないし。やっぱり少し軽けい率そつだったのかな。おとなしく日本で待っているべきだったんだろうか。あるいは……せめて空港近くのホテルに待機しているとか……。

  　などと後悔する反面、弥み茂も祢ねを一人にしていたら本当に「即、撃滅!」を実行してしまいそうで、それを抑えるためにも僕がいることが必要なんだと自分に言い聞かせる鷹たか斗とだった。

  　それに、僕が近くにいることで弥茂祢が百％の力を発はつ揮きできるって言うのなら、僕が近くにいる必要はあるよな。うん、ある。あるんだ。

  　先ほど一人で弥茂祢の帰りを待っているときの心細さは半はん端ぱではなかった。自分が側そばにいることで弥茂祢の役に立つというのはじつは言い訳に過ぎず、弥茂祢に自分の側にいてほしいという思いこそが彼の本音だったはずだ。だが、いつも冷静で冷さめている鷹斗でも、そこまで客観的な自己分析はできない。

  　自分の存在が弥茂祢の役に立つんだからと、そう思い込んで鷹斗が忍び寄る恐怖心を振り払っていると、彼の気持ちを察したのか、弥茂祢はこんなことを言ってくれた。

  「さようでございます。鷹斗様はここにいてくださるだけで弥茂祢の役に立っているのです。あまりお気になさらずに」

  　それで鷹斗は少し気分が楽になった。恐怖心が減じた。

  「しかし、即、撃滅をしないとなりますと……鷹斗様はあくまで逃げると仰おつしやるのですね?」

  「うん、そうするしかないだろ」

  　鷹斗のこの主張が、このあと、自分たちをさらに危険な目に遭あわせることになってしまうのだが、そんなことは鷹斗はもちろん、弥茂祢にもまったく予想できなかった。

  　弥茂祢は事前に受け取っていた地図を広げ、それを睨にらみながら言った。

  「となりますと、この盆地を突っ切って南側の山さん塊かいへ逃げるしかありません。サンガタ殿の話ですと、そちらにもＣＩＡ要員と車を送ってくださるそうですので。25号を車にさえ積んでしまえば、あとは尻しりに帆ほかけて逃げるだけなのです」

  　尻に帆かけてって……真ま面じ目めな顔で平然と言われると、やっぱりたじろぐな。でも、地理もわからず、戦せん闘とう力りよくもない僕としては、弥茂祢を頼たよるしかないし。逃げるしかないと弥茂祢に言われれば、そうするしかない。

  「そうだね。とにかく急ごう」

  「ですが、反政府軍の追つい撃げき部隊が後方から迫ってきているようです。これぞ前ぜん門もんの虎とら、後こう門もんの拝おがみ一いつ刀とうという奴やつですね?　このまますんなりと逃げられるかどうか」

  　拝じゃなくて狼おおかみだけど。

  「怖こわいな。後門の拝一刀、狼よりずっと怖いな」

  「大だい五ご郎ろうは一いつ緒しよでしょうか」

  「いや、どうだろうか……って、そんなことを言ってる場合じゃないよ」

  　えほんと空から咳せきをしてから鷹斗は急いで言葉を継いだ。

  「とにかくさ、考えていても始まらないだろ。話してる暇ひまがあったら歩こうよ」

  「そうですね。いざとなれば、25号は破は壊かいしておいて、弥み茂も祢ねが鷹たか斗と様を背負って走れば移動速度は格段に上がりますし」

  　鷹斗が目を丸くする。

  「え?　壊こわしちゃうの?　せっかくここまで回収に来たってのに、壊しちゃったら来た意味がないんじゃないの!?」

  　けれど弥茂祢は、いいえ意味はあります、と首を横に振った。

  「どこかの勢力に鉄てつ刃じんを入手されない、というのが今回のミッションの目的でありますので。このままテイクアウトできれば、もちろんそれが理想なのですが」

  　テイクアウトって……ハンバーガーを持ち帰るんじゃないんだから。

  「それが不可能な場合は、ネジの一個、部品の一ひと欠片かけらも入手できないような完全完かん璧ぺきなる破壊が次善手となります」

  　鷹斗は、またもちらっとリュックに視線を走らせ、直すぐに戻した。その中に入っているのは、稼か働どうしていないただのアンドロイド──ロボッ娘こなのだろうが……。

  　弥茂祢が回収してきた25号を見たときの印象は、鷹斗の心に強きよう烈れつに残っている。

  　あのとき鷹斗には、25号が眠っているだけの華きや奢しやな人間の少女にしか見えなかった。だから「壊せばいい」という弥茂祢の言葉には、どうしても頷うなずけない。

  「なんか、それも可か哀わい想そうっていうか……」

  　弥茂祢が小さく息を吐はいた。それはため息のようにも思えたが。

  「相変わらず鷹斗様はお優やさしゅうございますね」

  「そう……かな」

  「ですが、鷹斗様が気にされることはないのです。25号はまだ起動前ですので。こういう言い方は鉄てつ刃じん斎さい博士から鼻で笑われるかもしれませんが、彼女はまだ生まれておりません。単なる機械の塊かたまりです」

  　って言われてもなぁ。見た目が見た目だから、どうしても機械の塊には思えないんだよな。もしそんなふうに割り切れるものなら、僕、弥茂祢だって友達になんかしてないぞ。

  「仮にそうだとしてもさ。25号の開発には、膨ぼう大だいな手間と莫ばく大だいなお金がかかっているんだろ?博士が心血注いで作りあげた存在なんだろ?　だったら、壊さずに連れて帰ろうよ」

  　弥茂祢はしばらく無言のままだった。何かを考えていたのだろうけれど、表情に変化がないので、鷹斗には彼女が何を考えているかが読めなかった。

  「それが鷹斗様のご意志であるなら、弥茂祢には反対する理由がありません。ですが、その分、少しばかり作戦の成功が困難になります。それはご承知おきくださいませ」

  「ああ、うん、僕も頑張るから」

  　いったい何をどう頑張ればいいのかは、さっぱりわからなかったが。

  「ただし」

  「な、なに?」

  「弥み茂も祢ねにとっては、25号の無事な移送よりも鷹たか斗と様の無事な帰還が優先されます。鷹斗様の生還のためには、この鉄てつ刃じん斎さい弥茂祢、あらゆる犠ぎ牲せいを払う所存です。25号を破は壊かいしようが政府軍部隊を壊かい滅めつさせようが、弥茂祢は鷹斗様をお護まもりいたします。そこはご承知おきいただきたいのです」

  「うん……ありがとう、弥茂祢」

  「いいえ。僕しもべとしては当然のことですので、そのように鷹斗様が礼を言う必要はないのです」

  「だから。僕しもべじゃないだろ。弥茂祢は僕ぼくの友達なんだから、僕ぼくのことを第一に考え、僕ぼくのために動いてくれる弥茂祢に僕ぼくが礼を言うのは当然だよ」

  　弥茂祢の表情が少しだけ変わった……ように鷹斗には思えた。それはほんの微かすかな変化で、鷹斗の言葉を弥茂祢がどう思ったのかは相変わらずわからなかったけれど、弥茂祢が鷹斗の言葉になんらかの影えい響きようを受けたのは間違いなさそうだった。

  「弥茂祢のほうこそ、ありがとうございますとお礼を言わせていただきます」

  「は?　どういうこと?」

  「鷹斗様が新たなご主人様で本当によかったと、弥茂祢は心の底からそう思っております」

  「ああ……そう……なんだ」

  「この作戦が終わって無事に日本に戻りましたら、弥茂祢は鷹斗様と二人で祝杯を挙げたいと思います」

  「なんだか死亡フラグみたいな台詞せりふだな」

  「ここは弥茂祢に任せて、鷹斗様は先に進んでくださいまし。そして、必ずや魔ま王おうを!」

  「いやいや、無理やりそっち方向に持っていくのは止やめようよ。っていうか、魔王って何!?　第一、弥茂祢がいないと僕が困る。僕だけじゃ進めないもの」

  「そうですね。鷹斗様は勇者ではございませんものね」

  「正面切って肯定されるのも悲しいけど、そのとおりだね」

  「ですが、弥茂祢に勇気を与えてくれる者、という意味では、勇者に違いありません」

  「あ……あ～～、そうなの……かな」

  　それは逆だよ、と鷹斗は思う。

  　弥茂祢の存在こそが僕に勇気を与えてくれてるんだ。空母より強い僕の友達が隣となりにいてくれるから、僕はこんな場所で平然としていられるんだよ。っていうか……本当は少し怖こわいけど。第一ロボッ娘この弥茂祢には勇気とか要らないんじゃないの。

  　弥茂祢の言葉は、鷹斗を勇気づけようという方便だったのかもしれない。

  「さて、いつまでも話をしていても始まりません。そろそろ参りましょうか、鷹斗様」

  　話を長引かせたのは弥茂祢だと思うんだけどな。

  　と思うものの、そこはツッコまないでおく。このお喋しやべりこそが弥み茂も祢ねの弥茂祢たる所以ゆえんだと、最近では鷹たか斗とも思っているから。

  　エロトークも弥茂祢らしいところだけど、もう少し自重してくれると助かる。

  　弥茂祢のような美少女に真顔でエロトークをされると、どうしても気き恥はずかしさが先に立つ鷹斗である。

  　男友達とするのなら平気なんだけどなぁ。ま、いいや。今はそんなことより。

  「頼たよりにしているからね、弥茂祢」

  　鷹斗はつい本音を吐と露ろしてしまったが、弥茂祢は何も言わず、どころかいつもより柔やわらかい表情で頷うなずいた。

  「はい、頼りにしてくださいませ、鷹斗様」

  　そうして、鷹斗と弥茂祢──亜あ宇う瑠る付き──は、政府軍の歩兵部隊を避さけて盆地を横切り始めた……のだったが。
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  「鷹斗様。些いささか不ま味ずいことになりました」

  「……みたいだね」

  　いやいや、些かじゃなくて、かなり不味いんじゃない、これ?

  　25号入りのリュックを背負った弥茂祢と鷹斗が、ちょうど盆地の中程に差しかかったとき、南東方面から政府軍の戦車部隊が出現したのだ。

  　進行方向を遮さえぎられる恰かつ好こうとなり、急いで迂う回かいを開始した二人だが、結局、待たい避ひは間に合わなかった。今度は北西方向から反政府軍の戦車部隊が現れたのだ。

  　鷹斗と弥茂祢＋25号は、盆地の中で政府軍と反政府軍の戦車部隊に包囲される恰好になり、立ち往おう生じようしてしまう。

  「どうしてこんなに数多くの戦車が?　25号の奪取を狙ねらうだけにしては大げさだよね」

  「そうでございますね。おそらく政府軍首脳は、反政府軍を叩たたく絶好の機会だと考えたのではないでしょうか。反政府軍を壊かい滅めつさせ、さらに鉄てつ刃じん25号を入手できれば、その後の国の復興には大いにプラスになるはずですから」

  「25号を動かして……ってこと?」

  「いえ、そうではありません。25号を取引材料にして復興のための資金を大国から引きだせる、という意味合いでございますね。上う手まくすれば、25号を鉄てつ刃じん斎さい博士に売り渡すことも可能だと考えたかもしれません。要するに、人質解放のための身みの代しろ金きんでございますね」

  「なるほど」

  「正確には人ではないのですが。一方、反政府軍としましても、ここで政府軍主力を壊滅させれば、一気に首都まで迫ることが可能になります。現政権を打倒した暁あかつきには、25号を取引材料にして大国から資金援助を引きだす目もく論ろ見みなのは政府軍と同じでしょう。新政権の承認もすんなりと進むでありましょうし。ですから、どちらも現有の地上兵力の大半をここに投入して、のるかそるか、乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負をかけると、そういうことではないでしょうか」

  「戦車が集まってきた理由は、今の弥み茂も祢ねの説明でなんとなく理解できたけど。で、僕たちはどうすればいいのかな?」

  　と訊きく鷹たか斗との顔には濃い不安の色が浮かんでいた。さすがに彼も、ここまで状況が悪化するとは夢にも思っていなかった。

  　来る前は、この国の状況がここまで悪いとは思っていなかったし、来てからも、25号を回収した後、それほど苦労せずに安全な場所まで逃げられるだろうと高をくくっていたのだ。自分の見通しの甘さを後悔する鷹斗だが、今さら反省しても始まらない。状況は打開できない。

  　それに。

  　たしかに危機的な状況ではあるが、弥茂祢がいるからなんとかなるだろうという思いが彼を支えていた。

  「そうですね。選択肢は幾いくつかございます」

  「例えば?」

  「例えば、25号を粉々に粉砕した後、弥茂祢が鷹斗様をリュックに入れて背負い、この場から一目散に脱出いたします」

  「リュックに入れて?　背負って?」

  「はい。外の景色が見たい場合は、顔だけ出しておきますよ?」

  「それは……恥はずかしいな」

  「恥ずかしがっている場合ではございません、鷹斗様。べつに全裸になれとは申しませんし。それに裸になっても、リュックに入っていれば無む問もん題だい」

  「入っているときはそうかもしれないけど、先方でＣＩＡの人と落ち合ったときに僕がどうなるか、想像しただけで恥ずかしくて死にたくなるよ」

  「そうですか。わかりました。では、弥茂祢も全裸になればよいですか?」

  「どうしてそっち方向に舵かじを切るの?　さらに恥ずかしいんだけど!?　もういっそ死んだほうがマシだなって思えるくらいに」

  「しかしながら、その場合には一つ問題がございます。リュックから顔を出した鷹斗様が全裸の弥茂祢を観賞していると、鷹斗様のとある一点に血液が集中してしまいますので、背負ったときのバランスが悪くなるのが欠点です」

  「バランスが悪くなるって、どんだけ股こ間かんに血液を集中させてるんだ、僕は!?」

  「ですが、当然のことながら、この選択肢にはリスクがございます」

  　相変わらずの見事なスルーっぷりだな。

  「というか、お願いだから真ま面じ目めにやろうよ、弥み茂も祢ね。今は弥茂祢のエロジョークにつき合う気分になれないよ、僕」

  　鷹たか斗とが気弱そうな表情でそう言うと、弥茂祢は小さく頷うなずいた。

  「では、本題に戻ります」

  「そうして」

  「事ここに至っては、どの選択肢にもそれなりのリスクがつきまといます。あとは比較対象のうえ、どのリスクを選ぶかという判断になるのですが」

  　鷹斗は疑わしそうな視線を弥茂祢に向けた。

  「……この場合のリスクって、なに?」

  「弥茂祢が鷹斗様を入れたリュックを背負ってこの場から離り脱だつしようとしている最中に戦せん闘とうが開始されてしまうことでありますね」

  「あくまでリュックに入るんだ、僕……」

  「戦車の砲ほう撃げきが至近距離に着弾して爆風で吹き飛ばされるようなことがあっても、弥茂祢なら大だい丈じよう夫ぶでございますが、鷹斗様は手足が五、六本ほどなくなる虞おそれがあります」

  　弥茂祢のジョークにも鷹斗はまったく笑えなかった。むしろ、身も心も震ふるえあがりそうだ。

  「手足は元から五本も六本もないけど、たしかにそれは嫌いやだな。それに、何度も言ってるけど、できれば25号の破は壊かいは避さけようよ」

  「であれば、次の選択肢の検討に移りますが。鷹斗様と25号をこの場に隠して、弥茂祢が戦車部隊と交戦いたします」

  「え～～っ!?　いいの、そんなことして?　サンガタさん、できるだけ目立つなって言ってたんだろ!?」

  「ですが、鷹斗様の無事な帰還には代えられません。諺ことわざにも言うではありませんか。銭ぜに薔ば薇らは代えられないと」

  「…………ああ!　背に腹か」

  「正解です」

  「紛まぎらわしいな」

  　っていうか、あくまでジョーク連発か。まったく頼たのもしいというか、危機感がないというか。まぁ、空母より強いなら、危機感なんて感じないのかもしれないけど。

  　相変わらずの弥茂祢の態度に、鷹斗は怒おこるどころか思わず笑ってしまった。そのおかげで、恐怖も焦しよう慮りよも忘れられそうだ。

  「なんと。弥茂祢のナイスジョークで鷹斗様が笑われました。わたくし、もう思い残すことはございません」

  「違うよ。ジョークで笑ったんじゃないよ。っていうか、ナイスジョークとか自賛するな」

  「では、どうして笑われたのですか?」

  「いや、ちょっと……ちょっとね。それより今の選択肢だけどさ。弥み茂も祢ねが交戦って、大だい丈じよう夫ぶなの?」

  「さようでございますね。ざっと探知したところ、政府軍、反政府軍合わせて四、五十両ほどの戦車がいるようです。手持ちの戦力を根こそぎ投入してきたのかもしれません。あるいは、すでに決戦を想定して、この近辺に陸上戦力を集めていたのか。理由はともあれ、その数でしたら、勝てないまでも、壊かい滅めつさせることは可能でございます」

  　勝てないまでも。

  　弥茂祢のその言葉が持つ不ふ吉きつな響ひびきに、鷹たか斗との心臓が跳ねた。

  「か、勝てないまでも……って、どういうこと?」

  「最悪の場合、この場合の最悪とは、弥茂祢単独では戦車部隊を壊滅できない、という意味でございますが、その場合はわたくしの核かく融ゆう合ごう炉ろを暴走させれば、集まってきた戦車を一いち網もう打だ尽じんにできます」

  「ええぇぇぇ?　ダメだよ、そんなの」

  「ですが、25号と鷹斗様を同時に護まもり、なおかつ最終的に鷹斗様と25号が無事にここから脱出できる可能性を追求いたしますと、その方法こそが切り札となります」

  「ダメだってば」

  「もちろん進んで暴走させることはいたしません。ですが、いかような事態に陥おちいっても勝てる算段をつけておくことこそ、よい戦士の条件であると、常々、鉄てつ刃じん斎さい博士から言い聞かされております」

  「いや、でも、だって。そんなことされたら、僕も爆発に巻き込まれちゃうだろ!?」

  　弥茂祢は軽く右手を挙げ、無む問もん題だいです、と言った。

  「鷹斗様が巻き添えにならないように弥茂祢が地中深く穴を掘りますので、そこに25号と共に待たい避ひしていただきます。その後、弥茂祢は戦せん闘とうしつつ、敵戦車部隊を誘ゆう導どうしてこの場から離はなれますので、鷹斗様が巻き添えになる虞おそれは低うございます。弥茂祢が戦車部隊に勝てるかどうかは出たとこ勝負ですが、万が一、勝てない場合でも、この方法を使って敵戦車部隊に加え歩兵部隊も全滅させてしまえば、鷹斗様が助かる確率は九十八％であります。つまりこう言い換えてもよろしいでしょう。『弥茂祢はこの命に代えても鷹斗様をお助けいたします』と」

  「絶対にダメ!」

  「いえ……ですが」

  「弥茂祢を犠ぎ牲せいにして僕が助かっても、ちっとも嬉うれしくない。っていうか、悲しい」

  「……鷹斗様」

  「他の手段はないの?」

  「あとは、この場に深い穴を掘って三人で隠れるという手もありますが、それはさらにリスクが高くなると思われます」

  「どうして?」

  「戦場のまっただ中ということになりますので。最初から最後までここで交戦されては、砲ほう撃げきで穴が崩れる危険があります。その場合、弥み茂も祢ねと亜あ宇う瑠るは埋まってもなんら問題はありませんが、生き埋めになってしまった鷹たか斗と様に大問題が発生します」

  「大問題っていうか、その場合、もう死んでそうだよね」

  　やっぱり僕が足手まといになってるな。自己嫌けん悪お……。

  　弥茂祢の足を引っ張っているという事実に、鷹斗は恐怖心を感じるより先に悲しくなる。

  「仮に生き埋めを免れたとしましても、政府軍、反政府軍のどちらかが勝ち残れば、わたくし共の捜そう索さくが行われます。その場合、結局、弥茂祢は敵部隊と交戦しなくてはなりません。敵戦力は消耗しているでしょうけれど、逆に鷹斗様と亜宇瑠の存在が知られている可能性が高くなりますので、却かえって事態は悪化していると申せましょう。再び亜宇瑠を奪われても、破は壊かいしてしまえばいいだけですが、鷹斗様を人ひと質じちにでも取られたら弥茂祢は闘たたかえなくなります」

  「う～～～～ん」

  　鷹斗は腕組みをして低く唸うなり、必死で考えている。

  「ですから、鷹斗様の生還を第一に考え、25号の保護を第二に考えますと、弥茂祢が敵の戦車部隊と交戦し、どんな手段を使ってでも壊滅させることが、もっとも妥だ当とうだと思われます」

  　弥茂祢は隣となりに立っている鷹斗の顔を覗のぞき込むように言った。

  「よろしゅうございますね、鷹斗様?」

  　鷹斗はきっぱりと応こたえた。

  「やっぱりダメ」

  　弥茂祢の顔に珍めずらしく困惑の色が浮かんだ。

  「弥茂祢、不本意だけど、僕は命令するよ」

  「はい?」

  　鷹斗は左手を挙げ、テレコンを口くち許もとに近づけた。

  「春かす日が井い鷹斗が鉄てつ刃じん斎さい弥茂祢に命じる。僕と25号を助けて、弥茂祢も助かれ。要するに、三人揃そろって日本へ帰還するってことだ。僕はそれを命じる」

  「…………」

  「わかった?　復唱は?」

  「ですが、鷹斗様、それでは鷹斗様が助かる確率が少しばかり低くなってしまいます」

  「ってことは、僕がリスクを負えば弥茂祢が助かる確率が上がるわけだ?」

  「それは……はい、多少は上がるかと」

  「どのくらいなの、僕たちが二人が、いや、25号も含めて三人揃って助かる確率は?」

  「三人揃ってとなりますと、六割から七割程度かと」

  「なんだ、意外といい数字じゃないか。僕は五割切ってるのかと思ってたし。丁ちよう半はん博ばく打ちなんかよりずっといい数字だ。それならきっと大だい丈じよう夫ぶ」

  「ちなみに、でありますが」

  「なに?」

  「ご主人様が無事に逃げ延びる確率は九十％まで減じます」

  「それだけあれば御おんの字だよ」

  「いえ、十％は馬ば鹿かにならない数字でございます。そしてその場合は、弥み茂も祢ねが壊こわれる確率も二十五％から三十五％ほどは残ります」

  「ああ……そうなんだ。そっちは減らせないの?」

  「三人揃そろっての生還を無理に追求しますと、三人揃って生還ができない確率が上がってしまいます。また、弥茂祢の生還確率を無理に上げようとすると、ご主人様の生還確率がさらに低下します。鷹たか斗と様の生還確率をこれ以上落とすこと、弥茂祢としては絶対にできません」

  「でも……」

  「なんとかなると思います。人生、チャレンジしない限り性果は得られないものでございますから」

  「あれ?　また漢字が違ってなかった?　この期ごに及んでそういう冗談を言う!?」

  「鷹斗様の鋭さには、いつもの事ながら感服してしまいます。では、こう言い直しましょう。人生、チャレンジしない限り成果は得られないのだと。もっとも、弥茂祢はロボでございますので、わたくしの活動は人生とは呼べないのかもしれませんが」

  「ここだけ聞いてるとカッコいいこと言ってるのに、同音漢字エロジョークの段階で台無しになってるし。でも、ジョークは別にして耳が痛いな」

  「どういうことですか、鷹斗様?」

  「いや、今までの人生で、ほとんど何もチャレンジしてこなかった僕としては、耳が痛い言葉だなと思ってさ」

  「何を仰おつしやいますか。鷹斗様は立派にチャレンジなされたではありませんか」

  「僕が?　何かしたっけ?」

  「弥茂祢のような得え体たいの知れないロボッ娘こを僕しもべとしてお側そばにおいてくださったこと、それこそが大いなるチャレンジだと思います。普通、なかなかできることではございません」

  「あ～～、そうなのかな。僕ぼくはべつにチャレンジしたとか、そういう大げさな気持ちはこれっぽっちもなかったんだけどな。むしろ、新しい友達ができたって喜んでいただけでさ」

  「それこそが鷹斗様のチャレンジャブルなところかと。弥茂祢には驚おどろきでありました。わたくしのことを僕しもべとしてではなく、友達のように接してくださったこと、とてもありがたく思いました。喜き怒ど哀あい楽らくを表わす術すべを持っていない弥茂祢でありますが、鷹斗様には本当に感謝しているのでございます」

  「そんなこと当たり前だろ。っていうか、僕は友達のようにじゃなくて、弥茂祢のことを友達だと思っているからさ。だから必ず戻ってきて。これは命令だからね」

  「なんともったいないお言葉。この鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ね、何やら胸の奥が熱く!　熱く滾たぎるような、そんな感覚に揺さぶられております。これは炉ろ心しん溶よう融ゆうなどではございません。ひょっとして、もしかして、これが……『笑い』という感情なのでしょうか?」

  「違うよ!　それは笑いじゃないよ!　っていうか、そこで笑うような奴やつだったら、もう縁切りだな!」

  「では、弥茂祢のこの胸の高まりはなんなのでありましょう。ひょっとすると、もしかすると、胸が成長しているのでありましょうか?　でしたらブラをＥカップに買い換えませんと」

  「胸が成長しないからブラ着けないって言ったのは弥茂祢だよね!?」

  　切せつ羽ぱ詰つまった状況でも、いつもどおりエロトークを連発する弥茂祢。そんな弥茂祢に呆あきれると同時に安心してしまう自分がいるのも事実だった。

  　怖こわいのは怖いんだけど、その怖さを忘れられそうっていうか、緊きん張ちようせずにリラックスできるっていうか。

  　事実、リラックスした鷹たか斗とは、優美な形状で出っ張った弥茂祢の双そう丘きゆうに視線を向けてしまうのだった。

  　っていうか、Ｅカップ……つまり今、Ｄカップってこと?

  「鷹斗様、視線が嫌いや裸ら恣し意いです」

  「あれ?　また漢字が違ってなかった?　もの凄すごくおかしな漢字に変換されてなかった?」

  「弥茂祢の張り巡らせた罠わなをことごとく看破いたしますね、鷹斗様。では、その鋭さで、弥茂祢のこの胸の高まりの正体を教えてくださいませんか」

  「な……なんだろう。僕にはよくわからないけど」

  　感動とか感激とか、そういう気持ちなのかもしれないけど、そんなこと、僕の口からは言えないよ。恥はずかしくて。

  「ともかく!　僕は友達を喪なくしたくはないんだ。だから無事に戻ってきて。繰くり返すけど、これは命令だから。弥茂祢は僕の命令には必ず従う存在なんだろ?」

  「さようでございます。鉄刃斎弥茂祢、鷹斗様の命令、心に刻みつけました。必ず命令を実行する覚悟でございます」

  「で、具体的にはこの状況をどうやって切り抜けるつもり?」

  「先ほども申したように、まずは穴を掘ります。深い穴を掘って、鷹斗様は25号と共にそこに隠れていただきます。そうすれば、緒しよ戦せんで砲弾が飛び交い爆発が起こっても、鷹斗様に危害が及ぶ可能性は考こう慮りよしないで済みます。もちろん、どれほど完かん璧ぺきな対策を立てましても、万が一の事態が起こる可能性はゼロにはなりません。これは実戦ですので。ですが、弥茂祢が敵部隊を誘ゆう導どうしてこの場から離はなれてしまえば、鷹斗様に危害が及ぶ心配、ほぼなくなります。歩兵による捜そう索さくも、戦せん闘とうが続いているあいだは為なされませんでしょう。終了後に為されたとしても、鷹たか斗と様が身柄を抑えられるだけで済みます。どちらの勢力が確保するかは不明ですが、どちらの勢力も後の交渉を考えれば、鷹斗様に危害を加えることはないでありましょう」

  「だといいけどね」

  「戦車部隊との戦せん闘とうに勝利しましたら、弥み茂も祢ねが救出に参りますので、それまで鷹斗様は穴の底で25号と共にお待ちいただきたいのです。待ってるあいだ手持ちぶさただと仰おつしやるのでしたら、全裸の亜あ宇う瑠るをリュックから取りだして思う存分に検分していただいてかまいません。隅から隅まで触しよく診しんしていただいてかまいません」

  「だからっ!　そんなことはしないよっっ!」

  「克こつ己き心しんの強い男子に萌もえ」

  「もうそういうジョークはいいから。それより。必ず弥茂祢が助けに来てくれるんだよね?」

  「弥茂祢は、今まで鷹斗様が見たり遊んだりしているアニメやゲームを側そばで見ているときに、こう思ったものです」

  　いきなりなんの話だ?

  「主人公やその仲間のキャラクターが『絶対に勝つ!』とか『必ず戻ってくる』とかいう台詞せりふを言う度たびに、『何を言っているのでしょう、この人たちは。実戦に絶対とか百％とかはあり得ません!　寝言は寝てから言えと』などと内心密ひそかにツッコミを入れていたものですが」

  「……その気持ち、わからないでもないけど」

  「今なら彼ら、彼女らの台詞がわかります。気持ちが理解できます。覚悟が実感できます。弥茂祢はここに約束するのであります。必ず戻ってくると。戻ってきて鷹斗様をお助けするのだと」

  「うん、任せたよ。僕は弥茂祢が戻ってくるのを待ってるからさ」

  「了解いたしました。早さつ速そくにも穴を掘りましょう」

  　不思議だな。まだ出会って二日しか経たってないってのに、なんで僕、こんなに弥茂祢のことを信しん頼らいしてるんだろ。信用してるんだろ。しかも、弥茂祢は人間じゃないのに。いやでも……もしかして人間だったら、ここまで信用してなかったのかもしれないな。

  　弥茂祢の作業を見守りながら、鷹斗はそんなことを思っていた。両親の離り婚こん騒そう動どうのため軽い人間不信に陥おちいりかけていた鷹斗のその思いは、たぶん本質を衝ついていたのかもしれない。

  　弥茂祢になら自分の命を預けられる。

  　そんな自分の気持ちを不思議に思いながら、同時に面おも白しろく思いながら、鷹斗は弥茂祢が穴を掘り終えるのをおとなしく待っていた。
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  　弥茂祢は、あっという間に深い穴を掘り終えた。大型のショベルカーでもこうはいかないのでは、というほどの早さだった。彼女の手も顔も迷彩服もすべてが泥どろ塗まみれになってしまったが、弥み茂も祢ねはまったく気にしていない。

  　穴は長方形で、縦の長さは四、五メートルほどだが、幅は一メートルくらいしかない。もし戦車が真上を通過しても、幅が一メートルなら落下してくることもないはずだ。

  　穴の底までは五、六メートルもあるだろうか。

  　出た土は穴の周囲に均等に撒まいたから、それほど目立たないだろう。

  　狭くて深い穴にしたのは流れ弾が飛び込んでこないようにという配はい慮りよだそうだ。両軍の戦車部隊が迫っているので、それ以上掘り進む時間は取れなかった。

  　すでに夜明けが近く、東の空は群ぐん青じよう色いろに染まりつつあった。

  　弥茂祢によれば、

  「これだけの深さが確保できていれば、付近に着弾しても穴の奥まで爆風が届くことはないでありましょう」

  　ということだから、ここは彼女の言葉を信じるしかない。

  　砲弾や戦車の破片が落ちてきても平気なようにと、弥茂祢は底の部分に横穴も掘ってくれた。鷹たか斗とと25号は、横穴部分に身を潜ひそめて弥茂祢の戻りを待つことになる。

  　たった十数分で深くて細い穴を掘り終えた弥茂祢は、側壁に斜めにつけた階段状の急な登り道を登ってくると、25号の入ったリュックを背負ってもう一度、穴の底に下りていった。

  　弥茂祢のあとを追って、壁に手をつき、へっぴり腰で鷹斗が続く。

  　25号の入ったリュックを横穴に転がした弥茂祢は、穴の底に降り立った鷹斗に顔を向けた。

  「全裸の25号はリュックから出しておいたほうがよいですか?」

  「いや、余計なことはしなくていいから」

  　そうですか、と小さく頷うなずいて横穴から出た弥茂祢は、鷹斗に正対した。

  「では、鷹斗様、行ってまいります」

  「必ず戻るんだぞ、弥茂祢。絶対に。必ず。何がなんでも。生きて、戻って、僕を、僕と25号を救いだしてよ。そして、三人で一いつ緒しよに日本へ戻ろう」

  　ロボッ娘この弥茂祢を生きていると言ってしまっていいのかどうはわからないが、鷹斗としてはそう言うしかなかった。もう鷹斗の中では、彼女は生きているのだから。友達なのだから。

  「了解してございます。この鉄てつ刃じん斎さい弥茂祢、ご主人様であり、お友達である鷹斗様の命令には従う存在でありますし、鷹斗様の信しん頼らいは裏切れません。必ず戻って参ります。ですから鷹斗様は大船に酔ったつもりでここでお待ちください」

  「いやいや、酔ったらダメだろ」

  　弥茂祢は、くすっと笑って応こたえた。

  「そうですね、言い間違えました。大船に乗ったつもりでお待ちください」

  　そのとき。

  　鷹斗の錯さつ覚かくでもなく。見間違いでもなく。勘かん違ちがいでもなく。

  　卒然と。敢かん然ぜんと。悠ゆう然ぜんと。艶えん然ぜんと。

  　たしかに弥み茂も祢ねは微笑ほほえんでいた。

  　それは弥茂祢が生まれて初めて作った笑顔だったが、本人には自覚がなかったようだ。

  「鷹たか斗と様、窮きゆう屈くつではありますが、そこの横穴で弥茂祢の戻りをお待ちくださいますように」

  　微笑んだまま鷹斗に向かって一礼すると、弥茂祢はあっという間に階段状の道を駆け登っていった。

  　ぼんやりと弥茂祢の背中を見送っていた鷹斗だが、彼女の姿が視界から消えると我われに返り、急いで身を屈かがめ、横穴に入っていった。そして、時折ちらちらと25号の入っているリュックのほうに目をやりながら、狭く薄うす暗ぐらい横穴の中でじっと弥茂祢の還かえりを待つことになった。

  　狭くて暗い穴の中で一人待つ心細さと、弥茂祢と二人で、いや25号と三人で無事に日本へ帰ることができるのかという不安で、鷹斗は胸を締しめつけられるような息苦しさを覚えた。

  　それでも鷹斗はなんとか我が慢まんできそうだった。何な故ぜなら鷹斗は、一人でいることに慣れているから。一人で待つことに慣れているから。

  　いや、違うな。そうじゃない。今回は弥茂祢がいるからだ。ここで待っていれば、必ず弥茂祢が戻ってきて、僕を救いだしてくれると信じているからだ。だから僕は我慢できる。どれほど怖こわくても、不安でも、心細くても、彼女が還るのを信じて待っていられるんだ。

  　鷹斗の長くて孤独な闘たたかいが始まった。
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  　ほどなく戦せん闘とうが始まった。

  　地上の様子が見えなくても、激しい砲ほう撃げきの音が穴の底まで届いてきたから、ついに政府軍と反政府軍の戦車部隊の戦闘が開始されたのだと鷹たか斗とにも知れた。となれば、間違いなく弥み茂も祢ねも参戦しているはずだ。

  　双方に戦わせておいて、互いが消耗したところで弥茂祢が急きゆう襲しゆうする……という戦法が採れない以上──鷹斗の安全を確保するため、弥茂祢は戦車部隊を離はなれた場所まで引っ張っていかなくてはならない──彼女は序盤から戦闘に加わらなければならないのだ。

  　それもこれも、鷹斗のため。

  　自分のために弥茂祢が危ない橋を渡ることになったのだと思うと、自分が助かるかどうかよりも、弥茂祢の安否のほうが鷹斗には気にかかる。もしも彼女が壊こわれてしまったらと思うと、鷹斗の胸は締しめつけられそうになる。

  　でも、僕にできることは一つしかない。そう、待つことだけだ。ここで弥茂祢の無事な帰りを待つことしか今の僕にはできないんだ。

  　だから鷹斗はひたすら待った。

  　上方からは激しい砲撃の轟ごう音おんが絶え間まなく聞こえてくる。地面を震ふるわせる着弾の震しん動どうが土中にまで伝わってくる。

  　鷹斗は不安に心が押し潰つぶされそうになりながら、途絶えることのない砲撃音を聞いていた。何もできない、ただ隠れているだけの自分が悔くやしく恨うらめしかった。

  　やがて砲撃の音は少しずつ小さくなっていく。それは、きっと弥茂祢がここから離れようとして敵を誘ゆう導どうしている結果だろう。

  　砲撃の音が小さくなっても、音自体が止やむことはなかった。

  　鷹斗は砲撃音が聞こえることに逆に安心していた。

  　だってそれは、まだ戦闘が続いている証拠で、戦闘が続いているなら、弥茂祢がまだ無事でいる可能性が高いってことだから。

  　それとも。

  　弥茂祢が壊れてしまったあとも、政府軍と反政府軍だけで戦闘が継続されているという可能性もあるのだろうか。

  　そんなことはないと思いたい。そんなことはあり得ないと信じたい。だって、僕は……僕は……もう一度、弥茂祢に……。

  　いつしか鷹斗は目を瞑つぶり手を合わせ、何かに祈るような姿勢になっていた。

  　生きている弥茂祢にもう一度、会いたい。弥茂祢と再会を果たし、また楽しく話をしたい。エロトークでいいから、弥み茂も祢ねの話を聞きたい。馬ば鹿かなことを言って、言われて、笑いたい。さっき小さく笑った弥茂祢の、もっと大きな、弾はじけるような笑顔を見てみたい。主人と僕しもべではなく、気の置けない友人として、弥茂祢との関係を続けていきたい。積み重ねていきたい。

  　鷹たか斗との願いは叶かなうだろうか。

  　鷹斗の祈りは通じるだろうか。

  　鷹斗の想おもいは届くだろうか。

  　鷹斗は期待と不安と焦しよう燥そうに身み悶もだえながら、暗くて狭い穴の底でただひたすら待った。歯を食いしばり、心細さに耐えつつ、ひたすら弥茂祢の無事な帰還を祈り続け、待ち続けた。
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  　やがて、遠くから聞こえてくる砲ほう撃げきの音が疎まばらになってきた。

  　先ほどまでひっきりなしに響ひびいていた発射音や着弾音が途切れ途切れにしか聞こえてこない。つまりそれは、敵戦力が大きく減っていることを意味する。

  　けれど、弥茂祢は。

  　まだ砲撃の音が聞こえるということは、弥茂祢が闘たたかっている、闘えていることの裏返し……のはずだよな。でも、果たしてあいつは無事でいるんだろうか。相打ちがどうのこうのと言っていたけど、そんな状況に陥おちいっていないだろうか。

  　鷹斗は居ても立ってもいられなくなり、横穴から抜けだすと、縦穴を見上げた。

  　完全に夜が明けたらしく、細長い南国の青空が遥はるか上方に見えた。

  　鷹斗はそこで、もう一度祈った。

  　改めて祈った。

  　弥茂祢が無事に戻りますようにと。

  　祈ることに何か意味があるのだろうか。

  　おそらくはなんの意味もないだろう。

  　けれど鷹斗は祈らずにはいられなかった。

  　自分ではどうしようもないこんな場面で彼にできるのは、祈ることだけだから。たとえそれが自己満足にしか過ぎないのだとしても、鷹斗は祈った。必死で祈った。

  　人は自分を支えるために何かに祈るのだと、鷹斗はそのことを初めて知った。

  　やがて砲撃の音が止やんだ。

  　着弾の音も止んだ。

  　爆発の音も止んだ。

  　深しん閑かんとした静けさが世界を覆おおい尽くし、鷹斗の体を包み込んだ。

  　掌てのひらに、額ひたいに、背中に、嫌いやな汗が止まらない。

  　弥み茂も祢ねは。

  　弥茂祢は。

  　弥茂祢は。

  　勝ち残ったのか、それとも。

  　もしもの場合に備えて、弥茂祢は穴を掘る際に壁に沿って階段状の登り道を作っておいてくれたから、登ろうと思えば、鷹たか斗とが上まで登ることはできる。

  　けれど鷹斗に登る気はなかった。

  　鷹斗は戻ってこいと命じたのだ。

  　弥茂祢は戻ってくると約束したのだ。

  　今一人で階段を登るのは弥茂祢との約束を破るような気がして、鷹斗は階段に足を運べなかった。鷹斗が約束を破れば、弥茂祢もまた鷹斗との約束を守れなくなるような気がして足が動かなかった。

  　そうしてどれほど待っただろう。

  　悠ゆう久きゆうの時が流れたのかと思うほどの間まがあった。

  　時間の流れが鷹斗の身も心も苛さいなみ、切り刻み、彼は激しい焦しよう燥そうと苦痛に襲おそわれた。居ても立ってもいられなくておかしくなりそうになった。

  　太陽が高いところまで昇ったせいか、穴の底にまで南国特有の熱気が染しみ込んできた。

  「ご主人様」

  「弥茂祢っ!?」

  　聞き覚えのある涼やかな声が降ってきたとき、洒落しやれでも比ひ喩ゆでも冗談でもなく、鷹斗は跳びあがっていた。喜びのあまり跳びあがっていた。自分にもっとジャンプ力があれば、直すぐに穴から飛びだしていって弥茂祢に抱きつきたかった。けれど彼にそんなジャンプ力はない。鷹斗は声を出すことしかできなかった。

  「弥茂祢!　勝ったんだな!　無事だったんだな!」

  　穴の端はしから覗のぞいた弥茂祢の顔を見た瞬しゆん間かん、鷹斗は腰が抜けそうになった。

  　弥茂祢だ!　間違いなく弥茂祢だ!　よかった。生きて戻ってくれたんだ。

  「無事とは言い切れませんが、はい、弥茂祢は勝ちました、鷹斗様。双方の戦車部隊は壊かい滅めつ、歩兵部隊も逃げ去りましたので、この一帯の安全は確保されました」

  　鷹斗は弥茂祢の顔を見て、弥茂祢の声を聞いて、安あん堵どのあまり、その場にへたり込みそうになった。

  「今下りてゆきますので、少々お待ちくださいませ」

  　そう言ったが、弥茂祢は直ぐに下りてこなかった。

  　どうしたんだろう?　コンビニでの騒そう動どうの際、隣となりのビルから飛び降りた弥茂祢の性能を考えれば、この穴にだって飛び降りられそうなんだけど。

  　鷹たか斗とが不審そうに見上げていると。

  　弥み茂も祢ねはゆっくりと穴の端はしから身を乗りだし、背中に生やした鉄てつ刃じんを動かして、階段状の道に突き立てた。

  　遠目に見ても、彼女の鉄刃の数が大きく減じているのがわかった。残っている鉄刃も、欠けたり折れたりしているように見える。それだけ戦せん闘とうが激しかったのだろう。

  　それにしても。

  　なんでだろう。いくら鉄刃が消耗しているとしても、弥茂祢が駆け下りてこないのはどうしてだろう。25号を背負っていたときでさえ、あれほど身軽な様子で階段を駆け下りてきたじゃないか。どうしてあれほど慎重に下りようとするんだろう?

  　その理由は、弥茂祢の全身が現れた瞬しゆん間かんにわかった。

  　彼女は右腕と左足をなくしていたのだ。

  　鷹斗は大きく息を呑のみ、目を見開いて呆ぼう然ぜんとそこに立ち尽くす。

  　弥茂祢は、背中から生えた鉄刃を階段と側壁に突き立てて己の体を支えながら、ゆっくりと下りてくる。

  　鉄刃を側壁に、階段に、突き立て、抜いて、また突き立て、ゆっくりと、慎重に、着実に。その度たびに彼女の体が大きく左右に振れている。いつもの彼女の身軽さ、機敏さとは別人のような緩かん慢まんな動きだった。

  　もしもあの状態で、体を支えている鉄刃が折れでもしたら、弥茂祢は細い階段状の道から足を踏ふみ外して墜つい落らくし、穴の底に叩たたきつけられてしまうのではないのか。今の弥茂祢にまともな着地ができるとは思えない。今の弥茂祢に受け身が取れるとは思えない。

  　鷹斗は我われ知らず叫んでいた。絶叫を放っていた。

  「弥茂祢、無理をするなっ!　敵は全滅したんだろ!?　急ぐ必要はないんだろ!?　サンガタさんにでも連絡をして25号の回収を頼めばいい!」

  「すでに連絡は取ってあります。ですが、ＣＩＡが来るのを待つつもりはありません」

  　意外にもはっきりとした拒否の言葉が返ってきた。

  「これは鷹斗様と弥茂祢の約束でありますので」

  「…………」

  「弥茂祢は必ず戻って鷹斗様を助けると約束いたしました。鷹斗様は、弥茂祢の還かえりをここで待つと仰おつしやってくださいました。ですから鷹斗様をここから助けだすのは、この鉄てつ刃じん斎さい弥茂祢の義務なのであります」

  　鷹斗にはもうかける言葉がなかった。彼女の無む茶ちやを止やめさせるために命令することもできたはずだが、彼は命令をする気もなかった。

  　弥茂祢がそうしたいのなら、そうさせてやろう。弥茂祢は今、辛つらいとか苦労しているとか、そんなことは微み塵じんも感じていないはずだ。あ、でも……。

  　弥み茂も祢ねが着ていた迷彩服はずたぼろで、残っている布の面積はとても小さく、逆に素肌面積は大解放。そんな様相を呈している。

  　ゆっくりと下りてくる弥茂祢を見上げながら、鷹たか斗とはこんなことを思っていた。

  　感動的な場面なのに、なんか、僕、煩ぼん悩のうに塗まみれてるよな。
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  　弥茂祢が穴の底まで下りてくるのに、一分近くもかかっただろうか。

  　弥茂祢はなんとか穴の底に下り立ったが、けれど両足で立つことができない。

  　無事な背中の鉄てつ刃じんを何本か側壁に押しつけ、あるいは何本かを地面に突き立てて体の支えとしながら、弥茂祢は残った左手を鷹斗に向けて伸ばしてきた。彼に向かって笑いかけながら。

  　それは鷹斗にとって極ごく上じようの笑顔だった。

  「では、鷹斗様、ここから脱出いたしましょう。25号と同時に運ぶのは今の弥茂祢には難しいので、まずは鷹斗様から」

  　鷹斗は弥茂祢に駆け寄り、そして思わず彼女に抱きついていた。

  　彼女の武器、鉄刃に触れないように気を使いながら、手足の破断面を見ないようにと気遣いながら、泥や硝しよう煙えんで汚よごれ、あちこちが傷だらけとなった彼女の体を鷹斗は強く抱だきしめた。

  　ぼろぼろの迷彩服の破れ目から弥茂祢の素肌を覗のぞこうとか、もしかするとおっぱいポロリがあるかもとか、鷹斗にはそういう邪よこしまな意図はなかった。はずだ。たぶん。

  「よく無事で戻ってきてくれたね、弥茂祢。偉いぞ」

  　ロボットなのに、弥茂祢の体は柔やわらかくてとても抱き心地がよかった。

  「あの……ありがとうございます、鷹斗様」

  　鷹斗は弥茂祢の体を手放し、彼女の顔を覗き込んだ。

  「弥茂祢、痛くはないの?」

  「はい、弥茂祢には痛覚というものがありませんので、痛くはないのです。手足は新しい物に付け替えればいいだけですので、どうかご心配なく」

  「そうか。ならいんだけど。でも、そんな姿の弥茂祢を見てると、僕のほうの心が痛むな」

  「鷹斗様の心が痛む……のですか?」

  　弥茂祢は不思議そうに首を捻ひねっているが。

  　自分のためにそんな姿になるまで闘たたかってくれた弥茂祢を見ているうちに、鷹斗の目には自然と涙が溢あふれでてきた。

  「鷹斗様?　泣いていらっしゃいますか?」

  「ん……ちょっと……ちょっと嬉うれしくてさ……」

  「嬉しくても泣けるのでありますか」

  「うん、人はね、悲しいときだけじゃなく、嬉うれしいときにも泣けるものなんだ」

  「鷹たか斗と様はどうしてそれほど喜んでいらっしゃるのでしょう?　たしかに鷹斗様、難しくも厳しい状況に追い込まれてはおりましたが、そこまで絶望的で危機的な状況ではなかったと思うのですが」

  「違うよ。僕が助かったから泣いてるんじゃない」

  「では、何に?」

  「また弥み茂も祢ね会えたからだよ。僕との約束を守って弥茂祢が戻ってきてくれたからだよ」

  「それが泣くほど嬉しい……ことなのでありますか?」

  「そうだよ。泣くほど嬉しいんだよ」

  「弥茂祢も……弥茂祢も鷹斗様との約束を守ることができたこと、喜んでおります」

  「ありがとう、弥茂祢。そしてお疲れ様」

  「あ、あの……鷹斗様」

  　そう言う弥茂祢の声には珍めずらしくはっきりとした戸惑いが含まれていた。

  「どうかした?」

  「弥茂祢の胸の中に、何やら熱くて痺しびれるようなものが迫せりあがってきています。これはいったい……」

  「それが炉ろ心しん溶よう融ゆうでも冷却水の漏ろう水すいでもないのなら、きっと弥茂祢が僕との約束を守れたことを喜んでいるんじゃないかな。だから弥茂祢は笑っていたんだよ」

  「え?　弥茂祢が……笑っていた……のですか?」

  「うん。さっき、たしかに笑っていたよ」

  「そう……でございますか。弥茂祢は笑ったのでございますか」

  　顔を上げた弥茂祢は、鉄てつ刃じんで体を支えたままの体勢で鷹斗に対して深々と頭を下げた。

  「喜き怒ど哀あい楽らくを表わす術すべを知らなかった弥茂祢ですが、とうとう笑うことができたようです。これで弥茂祢はロボッ娘ことしての階段を一段上れた気がいたします。これもすべて鷹斗様のおかげなのです。ありがとうございました」

  「僕のおかげなんかじゃないって。それは弥茂祢が正当に手に入れたものだから、べつに礼を言う必要なんかないんだ」

  「相変わらず鷹斗様は優やさしゅうございます。弥茂祢が人間の女子であったら、間違いなく確実に鷹斗様に惚ほれているところであります」

  「あ……ああ、そう……なんだ……」

  　顔を赤くして戸惑っている鷹斗を見て、弥茂祢はくすっと笑った。そして直すぐ、笑った自分に驚おどろいて目を見開いた。

  「ああ、たしかに弥茂祢は笑いました。笑えました」

  「よかったね、弥茂祢」

  「はい、鷹たか斗と様」

  　弥み茂も祢ねはもう一度、破顔した。

  　今度の弥茂祢の笑顔はとびっきり眩まぶしくて可か愛わいくて、鷹斗は思わず目を逸そらせてしまった。

  「さぁ、鷹斗様、帰りましょう、日本へ。鷹斗様のご自宅へ」

  「僕と弥茂祢の家に、ね」

  「はい!」
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  　こうしてなんとか難局を乗り切った鷹斗と弥茂祢は、回収した鉄てつ刃じん斎さい亜あ宇う瑠る＝鉄てつ刃じん25号と共に翌日のうちに日本へ帰還することができた。

  　帰りはＣＩＡがチャーター機を出してくれたので、いちいち民間機の席を取って乗り継ぎをする必要もなかった。

  　チャーター機は東京郊外にある在日米軍基地へ着陸したので、日本へ運び込んだ25号をどうやって税関に通そうかと悩む必要もなかった。

  　25号は、鉄刃斎博士の意を受けたという16号が手配した大きなトラックが引き取りに来て、修理が必要な弥茂祢と一いつ緒しよにどこかへ──たぶん博士の研究所に──運んでいった。

  　米軍基地を出た鷹斗は、深夜に米軍の車両によって自宅まで送り届けられた。

  　こうして鷹斗の思わぬ大冒険は終わりを告げ、彼は以前と同様の日常へと戻っていった。

  　鷹斗の日常が以前と違うのは、新しく同居人ができたことだ。正確に言えば、同居「人」ではなく、同居「ロボ」なのだが。

  　その同居ロボ、今は家にいないが、数日後には修理を終えて戻ってくるはずだった。

  　週が明けて月曜日の朝、鷹斗はいつもどおり学校へと向かった。

  　通学路も学校も級友の顔も先週と何も変わりがなく、弥茂祢と出会ってからの二日間が鷹斗には夢のように感じられた。

  　けれど、あの二日間は夢でも幻でもない。弥茂祢はたしかに鷹斗の隣となりにいたし、鷹斗は彼女と共に命いのち懸がけの冒険をしてきたのだ。

  　周りは何も変わっていなかったが、鷹斗だけは確実に変わったといえる。そのことを密ひそかに誇りに思いながら、鷹斗は教室の自分の席に腰を下ろした。

  　ゴールデンウィークに入る頃ころには弥茂祢が戻ってくるはずだから、あいつと一緒にどこかへ遊びに行くのもいいよな。

  　よく晴れた四月の青空をぼんやりと見ながら、鷹斗はそんなことを考えていた。
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  　父親も母親も健在だけど、でも、もう家族じゃなくなったも同然だ。

  　だから、僕、春かす日が井い鷹たか斗とには家族がいない。いや、いなかった。

  　どうして過去形で言うのかというと、僕に新しい家族ができたからだ。

  　彼女は人間ではないけれど。

  　彼女は血の通わぬロボッ娘こだけれど。

  　鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ねは僕の新しい家族なんだ。そして同時に友達なんだ。

  　新しく友達を作ったのなんて、何年ぶりだろう。

  



  
    ２
  


  

  　ゴールデンウィークを目前にした四月三十日。

  　今日は弥茂祢が戻ってくる日だ。

  　無事に手足の換装が終わったと二日前に電話があって、こちらには今日の夕方に家に戻ると伝えてきた。

  　学校から戻った僕は、だからそわそわと落ち着かない。リビングダイニングで、さっきから立ったり座ったり歩いたり壁掛け時計を見たりの繰くり返しだ。まだ夕方には時間があるから暇ひまつぶしに漫画でも読もうと思って、新刊を一冊手にしたのだけど、読んでいてもまったく中身が頭に入ってこない。

  　もういっそ、こちらから出迎えに行くか?　マンションの玄関で、お帰りなさいの旗でも振ってやるか?　とも思ったけれど、さすがにそこまでしたら、何か取り返しのつかない事態になりそうなので、下っ腹に力を入れて我が慢まんした。

  　あ、でも、顔は緩ゆるみっぱなしだ。元に戻らない。鏡を見たら、僕は今、かなり間抜けな顔をしているんだろうな。

  　何時に戻るという時間の指定はなかったから、弥茂祢がいつ戻るのかとやきもきしながら、それから一時間ほど、僕は立ったり座ったりを繰り返した。

  　そして。

  　リビングのチャイムが鳴った。オートロックの呼びだしではなく、部屋の玄関のチャイムだ。

  　僕は弾はじかれたように腰を浮かせ──ちょうどそのときは座った直後だった──リビングから飛びだし、廊ろう下かを突進した。

  　部屋の予備の鍵かぎは弥茂祢に預けたままで、戻ったときは僕にかまわずそれを使って開ければいいと言っておいたのだけど、律りち儀ぎな弥茂祢はとりあえずチャイムを鳴らしたらしい。

  　僕は玄関のサンダルに足を載せ、右手をドアノブに伸ばして鍵かぎを開け、間かん髪はつを容いれずにドアを開けた。

  　外開きのドアが九十度まで開くと、そこに弥み茂も祢ねが立って……いなかった。

  　あ、あれ?

  　首を捻ひねりつつサンダルを突っかけた僕が、なおもドアを押して開放廊ろう下かへ出てみると、マンションの壁とドアの隙すき間まから、ひょっこりと弥茂祢の顔が、顔だけが覗のぞいた。

  「鷹たか斗と様」

  「あ……ビックリした～～」

  「ただいま戻りました」

  　弥茂祢がぺこりと頭を下げる。

  「うん、お帰り、弥茂祢」

  　僕は極ごく上じようの笑顔──と自分では思っている──を向けてから、直すぐに怪け訝げんな顔になる。

  「どうしてドアの陰に隠れているの?」

  「あの、ちょっと鷹斗様を驚おどろかそうと思ったのですが、少しばかりタイミングを逃のがしてしまったようであります」

  「……は?」

  「弥茂祢がドアを開け、玄関に立っている鷹斗様の前に、じゃじゃ～～ん!　と飛びだす予定だったのですが」

  「いや、意味判わかんないし。っていうか、驚かす?」

  　どういうことだと僕は考える。

  　顔だけ出して体を隠す。それで僕を……驚かす?

  「もしかして、弥茂祢、ボディがガンタンクになっているとか!?」

  「そんなわけございません!」

  　珍めずらしく強い語気で弥茂祢がツッコんできた。

  「いや、冗談だから、そんなにムキになって反論しなくても。第一、ガンタンクになってたら、そんな隙間に隠れていられないものな」

  「さようでございますとも」

  「にしても、ガンタンクじゃないのなら、どうしてそんなに必死になって隠れてるわけ?」

  「ですから、これは再会のインパクトを大事にしたいという弥茂祢の心遣いでして、弥茂祢の姿をいきなり見せつけて鷹斗様を驚かしてみようという、いじましい女心の表われなのです」

  　女心なんてあったのか?　というツッコミは一ひと先まずおいといて。インパクト?　体を隠して驚かせる?　それってまさか……。

  　僕の脳裏に嫌いやな想像が浮かんだ。同時に額ひたいに嫌な汗も浮かんだ。

  「まさか、弥茂祢、服を着てないとか言わないだろうね?」

  「はっっっ。しまった、その手がありましたか!」

  　なに無念そうに舌打ちしてるんだよ!?

  「鷹たか斗と様のエロ度を考こう慮りよすれば、全裸になっての再会のほうがインパクトが大きく、なおかつ鷹斗様に喜んでいただけたでしょうに。弥み茂も祢ね、一生の不覚でございます」

  「喜ぶかっ!　いきなり全裸になって玄関先に立ってる奴やつが家族だったら、僕はもうこのマンションにいられないよ!」

  「なるほど。外ではコートを羽は織おっていて、玄関に入ってコートを脱いだら全裸だった……というのがよいと、そういうことでございますね?」

  「そういうことじゃございませんよ!」

  　まったく弥茂祢は。ホントにまったく、弥茂祢の奴ときたら。

  　おかしくて笑いだしそうになるのを、僕は必死で堪こらえた。

  　まぁ、ガンタンクでも全裸でもないのに体をドアの陰に隠しているんだから、きっと可か愛わいい私服でも着込んでいるのだろうと、僕はそう当たりをつけた。

  　無事に25号を回収したご褒ほう美びに、鉄てつ刃じん斎さい博士に買ってもらったとか、かな。だったら、早くお披ひ露ろ目めしてもらおうじゃないか。

  「じゃあ、弥茂祢、僕を驚おどろかすというその可愛い服を見せてもらおうか」

  　弥茂祢は僅わずかに目を見開いた。相変わらず表情はほとんど変わらないけど、彼女がかなり驚おどろいているのが僕にはわかった。

  「た、鷹たか斗と様、どうしておわかりになりましたか!?」

  　やっぱりな。

  「いやなに、僕の優秀な灰色の脳細胞が導きだした当然の帰結だよ」

  「鷹斗様のときどき鋭い頭脳には、弥茂祢、大いに感心するのであります。弥茂祢の考えなどお見通しというわけでございますか」

  　ときどきは余分だな!

  「では、もったいぶるのは止やめにいたしまして、鷹斗様にご覧いただくといたしましょう」

  　そう言って、弥茂祢は左手でドアを押さえたまま、隙すき間まから出てきて僕の眼前に立った。

  「え?」

  　僕は我が目を疑った。だって弥茂祢が着ていたのは。

  「おい、それ、浦うら華か和わ東とう園えんの女子の制服じゃないか!」

  「はい、さようでございますよ。というか、どうして驚いているのですか、鷹斗様は?」

  　まさか可か愛わいい私服じゃなくて、僕の高校の制服だったとは。っていうか、ヤバい。似合いすぎて可愛すぎ。スカート丈も短いし、なんだか眩まぶしいな。

  「いや……うちの高校の制服、よく似合ってるなって思って、ちょっと見とれた」

  「似合っていますか!?」

  「うん、似合ってる」

  「それはようございました。ちゃんと似合うかどうか少し不安でありましたが、これでなんの不安もなく転校していけます」

  「は?　転校?　どこへ?」

  「ですから。鷹たか斗と様のお通いになっている高校、浦うら華か和わ東とう園えん高校でございます。でなければ、こんな制服を着てくるはずがないではありませんか」

  「え……えぇえぇええぇぇぇっっ!?」

  「これで弥み茂も祢ねは、鷹斗様の僕しもべにしてお友達にして家族にして学友なのであります。学校でも、どうかよろしくお願いいたします」

  　いったいいつの間に何がどうしてこうなっているのだろう。僕には全然さっぱり微み塵じんも欠片かけらもわからなかった。けれども、一つだけわかったことがある。

  　それは。

  　自宅だけでなく、高校でも弥茂祢と一いつ緒しよにいられるということだ。とりあえず今はそのことを喜んでおこうかな。
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